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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　また一台のトラックがホテルの敷しき地ち内へと入ってきた。

　そのときシーラは、ホテルとフェンスを挟はさんで隣りん接せつする飛行場にいた。愛機エルフィを失ったため、隊員から譲ゆずり受けた戦せん闘とう機の整備途と中ちゆうだったのだ。

　コクピットから立ち上がったシーラは、フェンス越ごしにしばらくトラックを眺ながめていたが、ちっ、と舌打ちを残すと、立てかけられた梯子はしごを無視して一気に地面へ飛び降りようとした。が、結構な高さがあったので、思わず足をひねりそうになる。バランスを崩くずしかけたシーラへ、

「大だい丈じよう夫ぶでありますか、隊長？」

　隊員が声をかけてきた。顔には堪こらえきれない笑えみが貼はりついている。

「放ほっておけ！」

　シーラはにらみを利きかせると、足音高く、飛行場から去っていった。姿が見えなくなると、残された数名の航空機士たちがうずうずしていたように顔を見合わせた。

「かわいー」とひとりが口火を切る。

「見たか、目に涙なみだを浮うかべていらっしゃったぞ」

「おれらの前では変に格好をつけようとするんだからな」

「隊長ってんで、気を張っているのさ。学芸会みたいでいいじゃないの」

　わいわい言い合う彼らのすぐ近くにある戦闘機の中、副長のアレンが息を殺していた。別に身を隠かくしていたわけではない。操縦席の下を開いて潤じゆん滑かつ油ゆパイプの取り替かえを行っていたのだが、会話が会話なだけに外に出られなくなってしまっていたのだ。

　アレンの悪い癖くせで、勝手に他人に気を遣つかう。副長は本来、部下にあんな会話を許してはならないのだ。シーラを隊長とするこの飛行中隊が編制されてからまだ三ヶ月あまり。隊の士気を維い持じするために、いまが大事な時期なのもわかってはいる。それなのに……。

（おまえったらアレン。顔つきは猛もう牛ぎゆうのようなのに、心はノミのようなんだから！）

　母親の叱しつ責せきする声が脳のう裏りに響ひびいた。アレンの心臓にどくんと血が流れこむ。そうだ。やらなくてはならない。

「まあ、むくつけき駐ちゆう屯とん部隊に咲さく一輪の白い花だ。悪く言うな」

「隊長もむしろ女性を意識して、我々をリフレッシュさせることに心を砕くだいてくださればよろしいのに」

「操縦が誰だれより上手うまいのは認めるが。しかし武骨な飛行服なんぞより、王立女学院の制服のほうがよほどよく似合うと思わんか」

　アレンは息を吸った。頭の中で何度もシミュレートする。「こらあ！」と怒ど鳴なって、勢いよく飛行機から飛び出そう。奴やつら、目を丸くするぞ。それから──それから、ええと、ええと……何を言おう？　あまり頭ごなしもよくないだろうし……でも、ここはけじめをつけるべき場面だ……といって、真しん剣けんに怒おこるような事こと柄がらでもない……。

　愚ぐ図ず愚ぐ図ず考えているうち、すっかりアレンは外へ出るタイミングを失ってしまった。勢いも削そがれ、狭せま苦くるしい場所で巨きよ体たいをもじもじさせていると、

「こらあ！」

　別の誰かの声が鳴り響いて、アレンはひどくびっくりした。思わず自分が怒られたような気分になったのだ。

「我らが隊長どのになんて言い草だ！　口を慎つつしめ！」

　新米機士であるティギーは、まさにアレンが言いたかった言葉をぶちまけていた。普ふ段だんはお茶らけているように見えるティギーだが、なかなかどうして──とアレンは胸を打たれる思いがした。よし、いまこそ自分も姿を見せるべきだ。アレンはのっそりと巨体を持ち上げようとしかけた。が、

「似合わぬ軍服を着て、隊長として胸を張っていらっしゃるシーラさまこそがお美しいのではないか。そう、たとえるなら歴史上、もっとも有名な男装の麗れい人じん、アル・スカールのようにな！　おまえらアル・スカールのあの伝記映画を観みたか。主演の女優のひどいこと！　顔形がきれいなばかりで、ちっとも凜り々りしくない。おれは観ている間、ずうっとシーラ隊長と置き換かえていたぞ。そんな隊長の魅み力りよくに気づかずして、我が中隊の航空機士が勤まるものか。我らは汚けがれなき令れい嬢じように剣けんを捧ささげし騎き士し！　シーラさまは我らの命と魂たましいとを引き換えに、薔薇ばらの笑顔を与あたえてくださりし女め神がみさま！　それ以上のものをかの方に求めるなど、おそれ多くて天てん罰ばつが下ろうぞ！」

　と何とも大おお仰ぎように言い募つのる。アレンが目を丸くしていると、他の隊員たちは白け、呆あきれたように、

「おまえにゃ負けるよ、ティギー」

「何が我が中隊、だ。一番の新米のくせして」

「成り上がりが権けん威いに弱いのはわかるがね。王女さまって存在に夢を抱いだくとろくなことにならんぞ」

　言いながらも、どこか気勢を削がれたようにそれぞれの仕事に戻もどっていく。ティギーは彼らの後ろ姿へこっそり舌を出してから、「おや。副長、そんなところにいらしたのですか」と、飛行機の下からようやく姿を見せたアレンにわざとらしく驚おどろいた。

「なっとらんですな、あ奴ら。我らが中隊長をかわいいなどと。しかし、まあ、王立女学院の制服が似合うというのもわからぬ話ではない」鼻の頭に皺しわを寄せてティギーは首をひねる。「あれは確かにいいものだ。副長、シーラ隊長はおいくつでしたっけ？」

「一七だと聞いたが。……ええい、そんなことはどうでもいい」アレンは低く唸うなった。「それよりも、隊長はまた……」

「隊長も頑がん張ばりますな」

　ティギーはにやっと笑った。一見、少しばかり見み栄ばえのするチンピラのような風ふ情ぜいのある彼だ。毎朝丹たん念ねんにセットするという前まえ髪がみを撫なでつけながら、

「おれが隊長だったら、ザイン司祭とは仲よくする道を選びますがね。あの爬は虫ちゆう類るいによく似たお顔を間近にして言い争いをするなんて、考えただけで恐おそろしい。何より部隊つきの司祭ですからな。とばっちりがどこへ向かうか知れたものではない」

「ば、馬ば鹿か、めったなことを言うな」

　おろおろと周りを見るアレンに、ティギーは親しそうな笑えみを向けたまま、

「だからですよ、副長どの。我が隊長は他の航空機士にもう少し嫌きらわれてもおかしくないはずなんです。何しろ融ゆう通ずうが利きかない。清せい濁だく併あわせ吞のむことを知らない。我らにかかる迷めい惑わくも考えない。そして何より厄やつ介かいなことに、この上もなく正義漢であらせられる。……それでも、まだあの程度の陰かげ口ぐちで済んでいるのは隊長が少女であるからですよ。それ以上のものはいまのところありゃしませんが、何も我々が進んでそれをかき回すこともない」

　アレンは絶句した。この若者は要するに、だから他の隊員たちを頭ごなしに叱しかりつけるな、と言っているのだ。

「いいじゃないですか。偶像アイドルみたいな扱あつかい受けたって。いまの隊長には彼らをまとめ上げる人望も実績もないんだから、少女であることだけが取り柄えだって構わないでしょ。あれが男だったら、と考えるとぞっとしますよ。個人の能力ばかり秀ひいでていて、他のことに気が回らない男の隊長だなんて、いつ背中から翼つばさを狙ねらわれるかわかったものじゃない」

　そんなことを言うおまえのほうこそ、と思ったが、アレンは口に出さなかった。アレンの心中に、成り上がりのくせに、という思いと、この若者、見た目以上には物事を考えている、という感かん嘆たんの思いとが複雑に交こう錯さくする。

「いまのままでいいとも思っていませんけどね。まあ、あとは隊長ご自身の問題でしょうな」

「賢けん人じんかくのたまいき、か？」

　何となく苛いら立だちに近いものを感じてアレンは嫌いや味みを言った。するとティギーは片目を閉じ、

「そう嫉しつ妬となさるな、副長どの。理解者はひとりでも多いほうがいいのですから」

「なっ……！」

　アレンの顔色を赤くさせた。「お、おれは妻帯者だぞ。なぜ、なぜ、嫉妬などと」

　ティギーは大笑いした。

「アレン副長のそういうところ、おれは好きですよ。だからシーラ隊長もアレンどのには信しん頼らいを置いているのですな。こちらこそ嫉妬したくなるくらいにね」

　あまり大声でしゃべって周りに聞かれたくもないので、アレンは反論を避さけ、代わりに殺してやりたい気持ちでティギーをにらみつけた。

　それからふと、隊長の去った方向を見やる。確かにティギーが言うように、操縦の腕うで前まえ以外に隊長としての才能がシーラにもう少しでもあれば、今日も今日とて司祭を訪ねようとは思うまい。この任務に多少ならぬ不信感を抱いているのは彼らとて同じなのだが、他の人間が口にしないという理由だけで、シーラは自分ひとりだけがそうなのだと思いこんでいる節があった。

「といって、いま頼たよられても、おれにはどうしたらいいのかわからん……」

　アレンの苛立ちの原因は、大方、この点にあった。




「また何人の魔ま王おうを連れてこられたのです？」

　部屋に一歩足を踏ふみ入れるなり、シーラは開口一番そう言った。

　読書の真っ最中だった司祭は、シーラの不ぶ躾しつけを暗に責めるように丁てい寧ねいな挨あい拶さつをしてきたが、それにもほとんど投げやりに応じたのち、

「昨日は一二人。一昨日おとといは八人。今日はあと何人増えるのでしょう？」

　と詰つめ寄った。

　ホテルの広々とした部屋を独り占じめしている司祭は、いつも表情に乏とぼしいその細ほそ面おもてに意外そうな感情を覗のぞかせた。

「わざわざ数えていらっしゃる？」

「訊きいても、教えてくださらないでしょう。初日からそうしていればよかった」

　苛立ちを吞みこみ、相手のペースに乗らないようにしながらシーラは応こたえる。ここ数日の司祭との問答で、その程度の技能くらいは身につけていた。

　司祭が「教会本部の意向」として、パリス本国から増ぞう援えん部隊を要求し、それをほとんど彼らの指揮官のような立場で動かしはじめてから一週間。部隊はノール中の魔法使いすべてを狩かり出すつもりなのではないかと思うほど、あらゆる場所から魔法使いたちを捕とらえては、このホテルへと移送してきた。

　理由は何でもよかった。ただ「デモに参加していた」とか、「必要もないのに魔法を使った」だとか、「魔王の伝承に関する本を持っていた」「魔法使い同士で怪あやしげな集会を開いていた」など──何であれ、軍人たちが危険とみなせばそれそのものが正当な理由になり得るかのように、彼らは力ずくで魔法使いたちを自分たちの駐ちゆう屯とん地ちへ連れ帰ってきた。

　最初はシーラも黙もく認にんしていた。魔王の襲しゆう撃げき事件があったのは確かだし、パリスの部隊が駐屯している上であのような騒さわぎがあったとあれば、これはパリスの威い信しんにも関かかわる問題だ。何としてでも解決せねばならない、という本国の意向は理解できた。

　それに、増援部隊の到とう着ちやくが、シーラのただでさえ不安定な立場をさらにあやふやなものにさせていたこともある。もともとはザーロフとの軍事合同演習に参加するための部隊を束ねていたシーラだったが、その任務が変わった以上、自おのずとシーラの役目も変わってくる。増援部隊としてやってきた機学歩兵一個大隊隊長ギプロは、シーラに型どおりの挨拶をしたあとはほとんど彼女の指揮を仰あおぐこともなく、もっぱら司祭の命令どおりに動いていた。

「魔法使い狩り」も、いまや司令部と化したこのホテルの一室を通じて司祭がはじめたものだ。シーラ自身、魔王に関してはまだまだ知りたい情報が山ほどあった。だから「彼らへの尋じん問もんに参加させていただきたい」と何度か司祭に申し出たのだが、司祭の返事は常に、

（あなたには他ほかにやるべきことがある）

　というものだった。これは我らの領域だ、とその目は訴うつたえていた。

　だからシーラは、果たして何人の魔法使いがこのホテルに囚とらわれているのかも知らなかった。どんな尋問が行われているのか。どれほどの情報が集められたのかさえも。

「知っておられますか、司祭。ノールの中では、あれは魔女狩り部隊だと陰かげ口ぐちを叩たたくものさえあるのです。三〇〇年前、教会が終末の世を唱えていたとき──あの、恐おそろしい時代に行われていた人狩りと同じだと言われているのですよ！」

　無む辜この人々を捕えては、意味のない拷ごう問もんにかけて次々と死に追いやっていった歴史的な事件を引き合いに出し、とんでもない事実を突つきつけるようにシーラは言ったのだが、

「好きに言わせておきなさい。それに、何も我々に反感を抱いだいている住民ばかりでもありませんよ。一方的な見方をしないことですな、隊長。魔法使いの居場所を我々に伝えてくださる住民の方も多いのです。いくら近代化して栄えているように見える土地でも、神の教えがなければ、蛮ばん族ぞくどもの住まう荒こう野やと変わらない、といつも教えているでしょう。ようやくこのノールでも神の御み心が伝わりつつあるのですよ。もちろん、神の愛が真にこの土地に根づくには気の遠くなるような年月が必要になるでしょうが──何しろ、魔王の伝説などに汚お染せんされていますからな！──いまはその芽生えをこそ喜ぶべきでしょう。魔女狩りなどと、とんでもない。あなたもお言葉を慎つつしむべきですな」

　至し極ごく冷静に、むしろ司祭のほうがシーラをたしなめた。かっとなりかけたシーラは、

「魔法使いだから、というだけの理由で住民を力ずくで連れてくるようなことをつづけていれば、教会や軍のやり方に疑問を抱かれて当然でしょう！　それも、ノール内だけじゃない。他の連合国や、教会本部でさえ、強ごう引いんなやり口を見とがめるかもしれません！」

「教会本部？」司祭は目だけを持ち上げて言った。

「隊長、わたしが教会の意思に添そってはいないと？」

　その目に縫ぬい止められたかのように、シーラの口が一いつ瞬しゆんにして動かなくなる。信しん仰こうを確かめるような司祭のその目にはいまも慣れない。神をこよなく愛すればこそだった。口をつぐんだ航空機士の前で、ザインはわざとらしくため息をついた。

「隊長、あえて苦言を呈ていさせてもらいますが──まあ、それが部隊つきの司祭の役目なのでね──あなたは今回の事件を少々甘く見すぎておられる。お若いのだから仕方ないかもしれないが、もう少し現実を厳しく見み据すえなさい。ここノールで度たび重かさなって起こっているテロ事件、魔ま王おうの襲撃、魔法使いたちがあたかも善人の顔をして振ふり上げる拳こぶし、プラカード。むしろ、魔女狩りよりもよほど終末の世を暗示させるものばかりだ。魔王の復活が真実だとするなら、これは神の敵がいまこの世に現れたということなのですぞ？　シーラ姫ひめとしては、もう少しご自覚いただかなければ。あなたには他ならぬ、その魔王を斃たおした英えい雄ゆうの血が流れていらっしゃるのだから」

　まただ。

　シーラの脳のう裏りをよぎったその思いには、二種類の意味が重なり合っていた。

　まずひとつ目の「また」は、ザイン司祭が、魔王の復活について、あたかも真実味があるかのような口ぶりで話したことだ。普ふ段だんは「魔王の復活など馬ば鹿か馬ば鹿かしい、あれはテロリストがそうでっち上げているか、悲しくも愚おろかにそう信じたがっているだけの話です」という態度を取っているにもかかわらず、ふとした瞬しゆん間かん、いまのように、あながち冗じよう談だんではない、というふうな言葉を口走ったりする。普ふ通つうの人間ならばそうして価値観が定まらないことはままあるだろうが、神の教えという絶対の価値観を与あたえられた司祭が──それも、神話に深く関わりのある事態において──こうも目線が定まらないのはどこか不自然だ。

　そして気がかりなのは、シーラを「姫」だとか「王女」とか呼ぶことなのだが、これに関しては、以前も嫌いや味み混じりに言われたので別段珍めずらしくはない。しかしもうひとつの「また」は、その際にシーラを見つめる司祭の目つきにあった。焦こがれるような、どこかうっとりとした目をするときがある。といって、男性として女性のシーラに関心がある様子ではない。むしろシーラそのものではない別の何かを見ているような感じさえする。

　シーラはその目で見られると、「王女」「姫」と呼ばれたことに対する怒いかりよりも、何とはなしに得体の知れない不安に駆かり立てられるのだった。

　二重の意味での不可思議な感覚を味わいつつも、シーラはそれでもなお、口を開こうとした。駄だ目めだ──ここで言い負かされては。また、同じことのくり返しになる……。

「し……しかし、ここは教会連合圏けん内ないではありません。神の教えの及およばないところで住民を捕とらえ、いまだひとりも帰さないとなると」

「わたしとて、何も魔法使いを牢ろう獄ごくに閉じこめておきさえすればすべて安心だ、などとは申しませんよ。しかしテロリストたちの焦あせりを呼びこむにはこの上ない手段だ。彼らはいずれ、大おお掛がかりな行動に出ようとするでしょう。そう遠くない将来、必ずね。ノール中の魔法使いたちが我々教会に不満と怒りを募つのらせているこのときだからこそ、近いうちに魔王とやらも名乗りをあげて現れるはず。そのときこそ、隊長の出番ですよ」

　またも言葉を縫い止められてシーラは押し黙だまった。なるほど、と内心で思う。その考えには同調できる部分がないわけでもない。が、しかし……。

　──では、いつまでこれがつづくのだ？

　ザインは「いずれ」「遠くない将来」「近いうち」と、奇き妙みように確信めいたことを口にしていた。揺ゆるぎない信仰に裏打ちされてでもいるせいか、ザインの言葉にはいっさいの迷いがなかった。が、司祭とて予言者ではあるまい。それこそ神ならぬ人の身、何もかもを見とおす千里眼を持っているわけではないのだ。では、もしその「いずれ」が訪おとずれなかったら？　いたずらにノールの人々を不安に陥おとしいれ、力ずくで神の理念を強要するような、こんな時間が長引いたとしたら？

　崩くずれ去るのはむしろ、魔王伝説を信じるテロリストたちの信念ではなく、教会の威い信しんのほうなのではないか。もし教会やパリスのやり方に対し、ザーロフ公国が公式に非難を表明するようなことになりでもしたら、パリスの立場とてなくなる。

　沈ちん黙もくしたシーラを満足げに見やった司祭は、ようやく本を手放してテーブルの上で手を組み合わせた。

「それまでは、余計なことを考えずに、どうぞ与えられた任務を遂すい行こうしていただきたい。魔王を名乗る不ふ逞ていの輩やからの動きを摑つかむためにもね。何か役に立ちそうな情報は得られましたかな？」

「……いいえ」

　シーラは首を横に振った。司祭によってシーラに与えられていた任務とは、ここノールで立てつづけに起こったテロ事件における、不可解な点の調査だった。

　魔王城での襲しゆう撃げきの際、テロリストたちは飛ひ竜りゆうを操あやつっていた。しかし、ノール領周辺では飛竜の巣など発見されていない。では別の場所から持ちこんだことになるが、あんな目立つものをこっそり首都近くに潜ひそませていることなど不可能だ。

　また別の事件で、古い城に立てこもったテロリストたちは戦せん闘とう機に取りつけるための大型機き関かん銃じゆうを使用していた。ザーロフにも機学を用いた戦闘機や戦車は存在するものの、それがテロリストの手に渡わたったとするなら大おお事ごとだ。が、事件が「魔王」の手によって解決されたあと、破は壊かいされた機銃を調べたところ、どうやらザーロフで製造されているものではないらしいことがわかった。ではこれも、外から持ち運んだことになる。しかし、ただでさえ一いつ般ぱん人じんよりも警けい戒かいされやすい魔法使いたちがどうやって大型の機関銃を目的の場所まで運んだのか？──部品をばらばらにして？　機学を恐おそれ、忌いみ嫌きらうはずの魔法使いたちが組み立てた？

　シーラはここ数日、首都から航こう続ぞく距きよ離り一日でいける村や町を飛び回っていた。飛竜や武器の動きに関する情報を集めるためだったが、何の成果もあがっていないのはもちろんザインの耳にも届いているはずだった。

「では、引きつづき調査のほうをよろしくお願いします。ここは、まだ隊長のお手をわずらわせる事態ではないので」

　どうぞ、お好きなように、気の済むままに。我々が好きにしますから。

　ザインの言こと葉ば裏うらを読んだシーラは唇くちびるを嚙かみしめた。向こうはもう飽あき飽あきしているようだが、こちらにはまだまだ言わねばならないことがある。しかし、なかなか具体的な言葉となってこない。シーラが黙ったまま愚ぐ図ず愚ぐ図ずしていると、

「司祭さま、そろそろ」

　ドア近くに立った、司祭つきの侍じ従じゆうが声をかけてきた。「おお、もうそんな時間ですか」と司祭は何とはなしにほっとしたように席を立った。

「お喜びください。我らが神の声を聞きたいと、ノールの市民たちが最近集まるようになっているのですよ。これもさっき申した芽生えのひとつでしょうね。小さな一歩でも、その一歩が積み重なってこそ偉い業ぎようは成されるもの。我らが神の言葉は平等に人の胸を打つでしょう。これも教会が神の言葉を平等に与あたえようとすればこそ、です。おっと、魔ま王おう以外は、ね。もちろん」

　ザインには珍めずらしくおどけた言葉を言い添そえながら、少年の侍従に恭うやうやしく差し出された頸ス垂ト帯ラを受け取り、祭服の上から肩かたにかけた。そしてそのままシーラに「失礼」のひと言もなく、ドアの向こうへと姿を消してしまった。おそらくは、市民たちにありがたいお言葉を聞かせるために。

　ノール市民が教会に入信したがっている？

　ここまで見事に不安を煽あおれば、そうなる人間とて大勢いるだろうさ。なるほど、とシーラはほくそ笑えんだ。それこそがあなたの狙ねらいだったのか。そうやって、市民たちを徐じよ々じよに改宗させようと……。

　自分の下らない思いつきにシーラは舌打ちした。笑えもしない冗じよう談だんだ。

　喜ばしい進歩の裏には、まぎれもない恐きよう怖ふと圧力とが潜んでいる。その大半は魔王ではなく、他ほかでもない教会からもたらされたものなのだ。

　それではむしろ神の教えに反してしまう。

　シーラはしばし、主あるじのいなくなった部屋の中でひとり立ち尽つくしていた。目を伏ふせて、拳こぶしを握にぎりしめながら。

　司祭はここノールで魔法使いたちすべてを一いち網もう打だ尽じんにするつもりだろうか？　いいや、あまりにもリスクが大きすぎる。教会にとってさえも。

　では、いったい？

　考えてもわからない。だからここへ来た。司祭にしつこいと思われようとも、何とかその口から意図を聞き出そうとした。が、それも徒労に終わった。司祭はこちらと話し合うつもりなどないのだ。今日はっきりわかった。ザインはそもそも、シーラを対等に話せる相手だとさえ思っていないのだ。

　司祭と機士だから？　男と女だから？　教会と国の立場があるから？

　いいや。

　シーラは握りしめていた拳を解くと、顔を持ち上げた。胸の前で聖なる御み印──十字を切る。

「あなたの見られている神は、いったいどこにおられるのでしょう？」

　シーラはおそらく、この場にまだ司祭が残っていたとしても聞き取れなかっただろう小さな小さな声で囁ささやいた。

「わたしとて、わたしの見つめる神と、あなたの見られる神とが同じであればよいとどれほど願ったことか。わたしの信心が足りないのかと、自らを何度も責めた。あなたの神を見ようと努力もしつづけた。が──、もう限界だ。これ以上、わたしはわたしを」

　シーラはあどけない少女のような顔つきで言った。

「──わたしの神を裏切れない」




　一方、ロビーに降り立ったザインは、ホテルの従業員から来客があることを告げられた。侍従をいったん待たせてから応接室に赴おもむくと、そこにひとりの男がいた。

「どうだ」挨あい拶さつもなしにザインは切り出した。ソファに腰こし掛かけようともしない。

「魔王城のほうは。何か発見できたか」

「特にめぼしいものは。あらかた、古こ文もん書じよの写しにある隠かくし部屋も含ふくめて探してみたのですが。何せあれは半分しか記されていないものでして」

「そうか」ザインは軽く舌打ちした。「もう少し、それらしい体裁は整えておきたかったがな。さすがに時期的に限界だよ。あのお嬢じようさまにせっつかれるまでもなくな」

　男は一礼しただけでそれについては何も言わない。ザインは相手のリアクションなど気にしたふうもなく、話を進めた。

「奴やつのほうはどうなっている」

「こちらはこちらで特にめぼしい動きは。準備を整えている最中だと言っていましたが、我々の目では、果たしてそれが進んでいるのかどうかも判断しかねます」

「魔法使いだからな」ザインには珍しく、薄うすい唇くちびるを吊つり上げて笑った。「我々には理解できぬよ。まあ、ものは使いようというやつさ。わたしもよくはわからないが、腕うで前まえとしては申し分ないらしい。せいぜい見得を切ってもらわんと。こちらとしても人材派は遣けんしている身であることだし」

　なぜかザインは「人材」という言葉を口にしたとき、いま以上の笑みを堪こらえきれずにいた。

　それからすぐにいつもの情が薄そうな顔つきに戻もどり、

「間に合えばそれでいい。五〇〇年ぶりとなる魔王さまの復活にさえな」
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　学校の寮りようからそう遠くない路上に、アウルは車が停とまっているのを見つけた。軍用車しや輛りようだ。ザーロフ公国のものではない。ということは、必然的にパリスのもの。

　アウルは進路を変え、ひとつ裏の細い通りをいくことにした。まさかいきなり手首を摑つかまれて、銃じゆうを向けられる──なんてことはないと思うが、念のためだ。

　ノールは小雨に濡ぬれていた。レンガ造りの建物が立ち並ぶ通り。二階の窓から顔を出した丸顔のおばさんが、「ああ、ちっとも最近晴れやしないんだから」とぼやくのが聞こえた。洗せん濯たく物の心配だろう。いつもの眺ながめだった。

　夏間近だというのに少し肌はだ寒ざむい。ダイアンは冬のほうが好きだと言っていたっけ──唐とう突とつにアウルはそんなことを考えた──「だって、そのほうがお洒落しやれできるじゃない？」

　アウルは冬が嫌きらいだった。彼の育った孤こ児じ院いんはいつも雪の中にあったから。冬になると、それだけで毎日の労働が二倍増しにきつくなる。身を切るような寒さ。夕方、火の前で丸くなった少年少女たちの手足はいつも赤く擦すり切れていて、髪かみの毛には雪が交じり、それでも、必ず誰だれかが窓の外から雪玉をぶつけてくる……。どんな環かん境きようにあれ、子供たちは毎日を楽しく過ごす方法を何かしら見つけ出す天才だった。だから──そう、そんなに、あれも、悪くなかった……。

　じゃあ、ぼくもダイアンに言おうか。ぼくも冬が好きだよ、って。「そう」とダイアンは微笑ほほえむだろう。アウルの一番好きな顔で。アウルの一番好きな声で。でも……。そう、でも。それから何を言う？

　思い出話でもする？　孤児院の話を？　いいや、駄だ目めだ。ダイアンはそんな話を面おも白しろがりはしない。じゃあ、他ほかにどんな話を？　彼女がいつも教室で話しているようなこと。ファッション？　バックスボール？　先生たちの悪口？

　胸がざわつく感じがすると同時、アウルはふと足を止めた。すぐ近くの建物の裏口からひとりの男が現れたのだ。背を丸め、辺りをきょろきょろしながら通りへと出る。最初はゆっくりと、しかしアウルの傍かたわらを過ぎるあたりから歩みを速め、最後には一気に駆かけ出そうとする。

「待て！」

　鋭するどい声が飛んだ。アウルが呆あつ気けに取られていると、通りのあちこちから一気に他の男たちが押し寄せてきて、見る見るうちに最初の男を取り囲んでしまった。

「逃にげられるとでも思ったか？」

「おまえら魔ま法ほう使つかいには専用の首輪が必要みたいだな！」

「ま──待ってくれ！」両手を力ずくで摑まれた男が悲鳴をあげた。「おれが何したって言うんだ！　別に、あんたたちに危害を加えたわけじゃないだろう！」

　男を取り押さえた軍人らしき人々はしかし、容よう赦しやせずに彼を強ごう引いんに歩かせていく。

「デモに参加していたのがわかった時点で、警告はしていたはずだ」

「監かん査さ対象の身分で、また魔法を使ったな。取り調べを受けてもらうぞ」

「おまえに後ろめたいことがないなら、正直に話せばそれでいいんだ。魔王のしもべなんて不ふ名めい誉よなレッテルを貼はられたくなかったらな」

　どうやら、前の通りに停めてあった車輛は囮おとりだったらしい。私服の軍人たちがすでに通りのあちこちを固めていたのだ。捕つかまった男はなおもパニックに駆られてわめいていた。

「噓うそをつくな！　おまえら、そんなこと言って……取り調べを受けた魔法使いは誰ひとり帰ってきてないじゃないか！　放してくれ。おれは魔王なんて知らない。関係ないんだ、もう魔法も使わない。だから放してくれ！」

　男の悲痛な声がアウルからどんどん遠ざかっていく。代わりに、建物の中から火のついたような泣き声が聞こえてきた。男の家族だろう、とアウルは推測した。

「……魔法使いをかくまっていたことに関し、あなた方も取り調べを受ける義務がある」

　軍人の声もする。アウルは足を止めたままだった。

「魔法使いに脅おどされていたとか、魔法で操られていたんだとか、いくらでも言い訳はできるだろう。それさえ言えば、簡単に帰してもらえるさ。みんなそうだったんだから……」

　が、数秒もしないうちにアウルはまた歩き出していた。それは、すでに珍めずらしい光景ではなくなっていた。

　一週間前の『魔王襲しゆう撃げき事件』以来、教会連合国パリスの軍人たちは、ノールにおいてますます我が物顔で振ふる舞まうようになっていた。まず、表向きは「魔王からノール住民を守るため」、パリスからさらなる増ぞう援えん部隊が送りこまれ、町中でパリス軍のエンブレムをつけた軍人や軍用車輛を目にする機会が増えるようになった。ノール領主ゲイル・ライリーはここでも持ち前の事なかれ主義を発揮し、ご丁てい寧ねいにも彼らが好き勝手に振る舞えるようなお膳ぜん立だてをわざわざ整えてやった。噂うわさでは町中の発はつ砲ぽうさえも軍人たちには許可されているという。真しん偽ぎのほどは定さだかではないが、しかし彼らの態度を見るにつれ、あながち噓ではないような気がする。以前は、魔王城を封ふう鎖さするに留とどめていた部隊の行動も一気に広がり、さっきのように堂々と町中で魔法使いたちを捕とらえるようになったのだ。

　最初のうちはノールの住民たちも口を揃そろえて抗こう議ぎしていた。パリスの軍事部隊のみならず、ゲイル・ライリーへの直じき訴そを求める声も多くあがっていたのだが、彼らの正義は三日としないうちに潰ついえた。

　領主へのデモに参加していた住民たち二二名が、パリスの部隊に捕まったからだ。二二名は「魔王に心を操られている可能性がある」とされ、丸一日取り調べを受けた。彼らはそこで教会の望んだとおりの答えを口にさせられた。すなわち、「魔法使いに騙だまされた」。そうしなければ帰してもらえなかったからだ。

　魔法使いの解放を求める声は絶え、路上にはいくつものプラカードが投げ捨てられて、そして住民の署名活動も町のあちこちから姿を消した。

　そうして表面に出なくなったぶん、人々の不満や怒いかり、恐おそれは、次し第だいに積もり積もって、胸中でどろどろの粘ねん塊かいのような姿にまで醸じよう成せいされていき、やがては粘ねばっこい光となって、彼らの目に等しく灯ともることでかろうじて外へと噴ふん出しゆつした。いまもそうだった。レンガ造りの家々から路上を見下ろす人々の顔。ご近所の魔法使いが連れ去られていくその姿を見つめる目が、それぞれ異なる感情の波に揺ゆれながらも、奥のほうではよく似た光を宿している。

　アウルは目を伏ふせて歩きつづけた。もう見るのは嫌いやだった。だけどどこへいってもそこがノールである以上、あの目はついて回ってきた。

「あれじゃ、魔女狩がりだよ！」

　教室でさえも。

　ここ最近、生徒たちはいつも教室の一ヶ所に寄り集まって話していた。

「取り調べったって、ひとりも帰ってきてないじゃないか。最初に捕まったオーレン通りの占うらない師なんて、もう今日で七日目だぞ」

「きっと拷ごう問もんを受けてるんだ」

「あれか？　魔女は水に沈しずめても浮うくんだ、とか言って、魔法使いに重りをつけてでかい水すい槽そうに沈めているんだ。浮いてくれば、そいつは魔女だから死罪。浮いてこなければ魔女ではないけど、結局は溺でき死し」

「何、それ！」

「昔、魔女狩りやってたときに教会がやってた裁判のひとつだ。裁判だぜ？　他ほかにも、鉄で刺さされても魔女は死なないんだって、喉のどを剣けんで貫つらぬいたりとか……」

　熱弁を振るうドニーは、最近、にわか教会マニアになっていた。会話を陰いん惨さんな方向に盛り上げたくて仕方ないのだ。中には真実の話もあったが、日を経るごとに大げさな噓の占しめる割合が多くなってきている。

　アウルはもちろんそれを糾きゆう弾だんしたりなどしなかった。彼は当然のように生徒たちの輪の外にいた。

「あたしたちだって、監査対象なんでしょう？」

「デモに参加した人間はみんなリストアップされてるって話だ。こっそり教会の連中につけまわされてるかもしれないぜ」

「この前、町中で軍人に声かけられたわ！　すっごく怖こわかった。あたしも連れていかれるんじゃないかって」

「三組のリオなんて、本当に取り調べ受けたらしいぞ」

「知ってるか？　この前捕まったテロリストたちだって、パリスは本国に護送してないらしい。部隊の交こう替たいがあったばっかりなのに、犯人護送車らしいものはなかったって言うんだ。生きたまま魔ま法ほう使つかいの研究をしてるんじゃないかって噂もあるんだぜ」

　彼らの目も同じだった。熱に浮かされ、大人と同じに怒おこりたくて、そして大人と同じ深刻そうな顔をしたがって、でも具体的には何もできないから苛いら立だちと怒りとをぶすぶすくすぶらせつづけている。

　また、教室内が浮かない雰ふん囲い気きに包まれがちなのには、もうひとつのわけがあった。

　ダイアン・ライリーはあれからずっと学校を休んでいる。『魔王襲撃事件』で怪け我がをしたからだが、ライリー邸ていではそれこそ大げさに何人もの医者が呼ばれ、集中的に治ち療りようを受けているという話だ。一週間も何の音おと沙さ汰たもないくらいひどい怪我でもないはずだから、登校できないのは何か他の理由があるからだろう。

　無論、アウルもあれから一度も会っていない。ダイアンが足に包帯を巻いて、車で運ばれていったのを遠くから目にしたのが最後だ。見み舞まいのため、ライリー邸に一度出向いたこともあったのだが、応対に出たメイドのマーサは、彼こそがお嬢じようさまを怪我させた張本人であるかのような憎にくしみの視線を向けてきた。当然、会えるはずもない。

　アウルは唇くちびるを嚙かみしめた。張本人？──あながち噓うそじゃない。ダイアンが傷ついたのはぼくのせいだ。何もわかんなくなっていたから……ただ焦あせって、魔将たちを外へ出して……〈意識の手〉を絞しぼりきれなくなって、ザベルを制せい御ぎよできなくなった……辺りは混乱していて、火が立ち昇のぼり、土が焦こげて、風が泣き叫さけんで……プロペラの音、どう、どう、どう、と撃うち出されていくオレンジ色の火線……ザベルが吠ほえた……頭上で凄すさまじい音が鳴り響ひびいて、黒っぽい煙けむりを吐はき出すと、あたかもその黒い雲が降らす雨のように、刃やいばの群れが落ちてきて……、

　血しぶき。

　アウルは叫びたくなった。身体からだが震ふるえる。頭を抱かかえ、机を蹴けっ飛ばして、その辺の酔よっ払ぱらいがやっているみたいにわけのわからない大声を出したくなる。一週間、あのときの出来事はアウルの脳のう裏りから一時も離はなれることがなかった。

　ダイアンにひと目でも会いたかった。もしも謝ることができたら、このひどく重苦しい心のもやもやも晴れるかもしれない。どんなにいいだろう。ダイアンが微笑ほほえんで、許してくれたなら。誰だれも知らないぼくの戦いを認めてくれたなら。

　だから、アウルは今日もライリー邸へ向かう。また追い返されるかもしれない。それでも構わない。会わなくてはならないのだ。たとえ、誰が邪じや魔ましようが。言わなくてはならないのだ。たとえ、その謝罪の意味をダイアン本人が理解しなくとも。

　雨はやんでいる。黒々と空を覆おおう雲の下っ腹に、オレンジ色の夕陽が透すけて見えていた。




　アウルはあれから一度も魔王城へは足を運ばなかった。そんな気になどなれなかったからだ。魔将たちがまた「世界征せい服ふく」を彼の耳に囁ささやいてきても以前のように、ごまかしたり、演技したり、そんな気苦労をわざわざ背負しよいこむつもりもなかった。

　一度、アウルが学校にいっている間、寮りように来客があった。彼の親類を名乗った老人という話だが、間ま違ちがいなくガイツだろう。アウルに親しん戚せきは──少なくとも、一五年の人生で知り得る限り──ひとりもいない。アウルに会いたいと、寮の管理人を通して場所と時間を指定されたが、もちろん彼は出向かなかった。

　ただ、しつこくガイツが誘さそいにくるだろうと考えるとさすがに気が重かった。何しろ魔法使いなのだ。何かとんでもない脅おどしをかけてくるかもしれない、とも思った。が、この一週間でガイツがアウルを訪ねたのは、意外にもその一度きりだった。

　結局、自分がいなくとも何とかなっているのだ。魔法に詳くわしくないアウルにその理由までは推察できないが、きっとガイツはアウル以外の人間をローラナに「承しよう認にん」させる方法を見つけたに違いない。そうすれば晴れてガイツは魔王さまだ。彼が八〇年以上の人生を掛かけて求めていたその座についたのだ。世界征服なり、復ふく讐しゆうなり、好きにすればいい。ぼくの知らないところでやってくれるなら何だって構わない……。

　ぴたりとアウルの足が止まった。ライリー邸が見えてきた。夕方六時。人通りは少ない。時折、列車の走る音がかすかに聞こえてくるだけで、ほとんど物音もしなかった。

　息を深く吸いこんで、意を決しようとしたとき、

「また来たの！」

　いち早く声をかけられた。ぎょっとして振ふり向くと、年配のお手伝いさんが立っていた。手に買い物籠かごをぶら下げている。用事を済ませてライリー邸に戻もどる最中だったのだろう。目が吊つり上がっていた。

「何度来ても、お嬢さまに会わせるわけにはいかないの。まったく、あなたがここへ来るようになってから嫌いやなことばかり起こるんだから！」

「え？　え、ええと、ええと」

　心の準備ができないまま、一いつ気き呵か成せいに押し寄られてアウルは後ずさりした。マーサさんという名のそのメイドとは以前から折り合いが悪い。太い指を鼻先に突つきつけられ、

「いいこと？　あたしたちの中には、あなたを魔法使いだと疑っているものもいるのよ。以前だって、まだ応対に出たのがあたしでよかったわ。それ以外のメイドがあなたを見たなら、すぐにパリスへ通報してたかもしれないわね！　さあ、魔ま女じよ狩がりに遭あいたくなかったら、さっさとお帰りなさい。ルーク坊ぼつちゃんだって通すなと旦だん那なさまから言いつかっているのに、あなたなんか……」

　あまりの迫はく力りよくに、アウルは口を挟はさむこともできない。「う、うう」と唸うなっていると、ふと上のほうで何かが動くのが見えた。

　これもいきなりだったので驚おどろいた。ダイアンだ！　三階の窓、確かに彼女がいる。赤い髪かみがはっきりと見える。彼女はアウルを見ながら、両手を振っていた。

　思わず手を振り返しそうになったが、何かその手が妙みような動きを示しているのに気づいた。マーサに詰つめ寄られながら、ちらちらと視線を上向けて動きを探さぐろうとする。眉まゆを八の字に寄せ、「？」という顔をしてみせると、ダイアンは苛いら立だったように首を一回振り、もう一回最初から身振り手振りで何かを伝えようとしはじめた。

「まあ、何、その顔！」

　マーサが、信じられない、というような声を出した。しまった、とアウルは震え上がる。マーサはショックに打たれたように身を震わせ、また一気に怒ど鳴なりはじめた。長年、こき使ってきた牧羊犬がある日突とつ然ぜん「手て前めえの出す飯はクソまずいんだ」としゃべりでもしたら、飼い主はこんな顔と声になるのかもしれない、とアウルは思ったが、もちろんそれを口になど出さなかった。

「さっさといきなさい！　本当に軍人を呼ぶわよ！」

　肩かたを小こ突づかれ、門前から押し返される。「ご、ごめんなさい」とひと声残してアウルは退散した。本当にそうされかねないと思ったからだ。

　汗あせびっしょりになったアウルは、マーサの姿が門の内側へ消えたのを確かめてから、塀へい沿いにライリー家の裏口へ回った。マーサさんが苦手なわけがわかった……あの人、孤こ児じ院いんのジェシカ先生にそっくりだ。「はっきりしない子ね、おまえは！」「そのくせ、余計なところでおしゃべりなんだから！」

　フェンスで囲われた果樹園が広がっていた。フェンスについたドアに手をかけてみる。開いていた。周囲を気にしながら中へと入る。時間のせいか、使用人たちの姿はなかった。もちろん、ダイアンはそれを知った上でアウルをここへと誘ゆう導どうしたのだろう。

　小さな通用門がその向こうにあった。しかしこちらのドアは鍵かぎがかかっていた。他ほかに入り口はないはずだ。何か間違ったかな、と思いつつノブをもう一度摑つかむと、かちり、と鍵の開く音がした。

　ドアが開き、そのわずかな隙すき間まにダイアンの赤い髪がのぞいた。

「ダイアン！」

　心臓がどきりと鳴って、思わず叫さけびそうになる。さっきから不ふ意い打うちばかりだ。ダイアンは眉をひそめ、「しっ」と指を唇くちびるの前に立てた。周囲をしばし窺うかがったあと、そろそろとドアを開けてアウルを中へ招き入れた。

　前に、二人でこの家をこっそり抜ぬけ出すときに通った道だ。ダイアンはそのことをアウルに身振り手振りで伝えていたのだった。

　ダイアンは声を出さないよう、これも身振りで伝えつつ、足音を忍しのばせて廊ろう下かを歩いた。同じく息を殺してアウルもあとにつづく。何回か来たことのある家だが、その広さと豪ごう華かさには慣れるということがない。壁かべにかかった絵を眺ながめながら、まるで魔ま王おう城に来たみたいだ、とこっそりアウルは思った。そう、あのときも、ダイアンと息を殺しながら、こんなだだっ広い建物の中で身を寄せ合っていた。

　ダイアンに先導されて階段を上り、途と中ちゆう、誰だれともすれ違ちがわずにようやく彼女の部屋まで辿たどり着いた。

　ドアを開け、中へと入る。ほっ……とアウルが息を抜きかけた途と端たん、

「どうしてもっと早く来なかったの！」

　と怒鳴られた。またも不意を突かれて呆あつ気けに取られたアウルに、

「前に来たときも、あたし、上から見ていたのよ。裏の通用門開けるから、って伝えようとしたのに、気づきもせずにいっちゃうんだから」

「ご、ごめん」

　アウルが謝ると、ダイアンはまだぷりぷりして室内をうろつき回っていたが、「まあ、いいわ」とあっさり言い捨てると、ベッドの上にどすんと腰こしを落とした。ワンピースの裾すそから延びた右足をさする。

「それで？」

　枕まくらもとにあったぬいぐるみを手に取りながら訊きいてくる。「え？」となったアウルへ、

「いろいろよ。学校でのこと、町のこと、パリスのこと、魔法使いたちのこと。死にたいほど知りたいことが山ほどあるのに、誰も、何も教えてくれないんだもの。パパはもう、あたしが死ぬまで誰とも会わせないつもりじゃないかしら、ってくらい、誰が来ても家に入れてくれないみたいだし。ねえ、教えてよ。いまどうなってる？　みんな、またデモの準備してたりしてない？　あたしだけ除のけものにされるのは嫌いやよ。今度もあたしが先頭でいきたいの。そうだ、今度は仮装もしてみようかしら？」

　ぺらぺらと早口でまくしたてられる。アウルは二の句が継つげなかった。ひとしきりしゃべったあと、「どうしたの、そんな顔して」と言われ、突つっ立ったままのアウルは首を横に振ふった。

「その……ダイアンは、また、デモをやるつもりなの？」

「当然でしょ」長く、柔やわらかそうな髪かみを手で梳すきながら答える。「一度くらいであきらめたりするもんですか。まだパリスは魔王城を封ふう鎖さしてるんでしょう？　そんなのってよくないわ」

　アウルは「そう」とだけ答えた。まるで誰かが、別の誰かのぬいぐるみを取っちゃった、みたいな話だ、とどこかで思った。彼女はいまと同じ顔で言うんだろう。そんなのってよくないわ。その子はずっと返してくれないのよ。そんなのってよくないわ。

「だけど、いまは、まずいんじゃないかな」慎しん重ちようにアウルは言った。「デモに参加した生徒たちは、その……パリスの人だか、教会の人だかににらまれてるみたいだし。魔法使いだって、いろいろ、連れていかれた人とか多いみたいだ」

「だからこそやるのよ。ここでやめたら、脅おどしに屈くつしたみたいじゃない。相手の横暴を認めたことになるのよ」

「う、うん。だけど、まともに正面からぶつかっても、わかってくれない相手なら、他にいろいろ方法を考えるのだってありだと思う。デモをやるだけが、相手の脅しに歯向かう唯ゆい一いつの方法じゃないんだし……。ここは、じっくり考えるほうがいいと思うよ。ダイアンは、ほ、ほら、お父さんのこともあるから」

「そんなの関係ないわ。あたしだって、ノールの住民なんですもの。パパの言うこと何もかもに賛成しなきゃいけないってことじゃないでしょ」

「そうなんだけど。だけど」

「さっきから何よ！」ダイアンはいきなり叫んだ。

「だけど、だけど、って。まるであたしがものを考えたらいけないみたいに。パパも、あなたも同じね！」

　ダイアンの放ほうり投げたぬいぐるみが、アウルの顔に当たりそうになる。

「そ、そうじゃないよ。ぼくはただ、もう少し……」

「頭を使えって言いたいの？」

　ダイアンはからかうように言った。アウルを、ではない。どこか自じ嘲ちよう的な響ひびきがあった。

「そうでしょうね。何もかも、考えの足りないあたしのせいだもの。何も考えようとしなかったあたしは、自分を守れもしないのにひとりで出歩いて、テロリストに捕つかまって。そして珍めずらしく何かを考えたと思ったら、その考えの足りなさで、みんなを怖こわい思いに巻きこんで。わかってる。そんなのわかってるわよ！　パパになんか言われなくたって！」

　アウルはおろおろするばかりで何も言えなかった。何が、彼女をこんなに怒おこらせてしまったのかさえわからない。いつどんなときであれ、ダイアンは彼にとって未知数のものばかりを秘ひめていた。

「教会の人にもさんざん言われたわ。子供っぽい憧あこがれは捨てなさい、って。教会の教えを受けてないきみは、魔ま王おうの邪じや悪あくさを知らないんだ、って。それこそ本当の子供に言うみたいにね。みんな、あたしを何かで決めつけようとするんだから！　あなただけはわかってくれると思ってたのに」

「ぼくは……」

　言葉にならない。こんなこと話したくて来たわけじゃないのに。と、またアウルのそんな態度に苛いら立だったのか、ダイアンはベッドの上から勢いよく立ち上がろうとした。と、

「いたっ……」

　がくんと腰が落ちる。前のめりに倒たおれそうになったダイアンの身体からだを、あわててアウルが支えた。手と手、胸と胸が触ふれ合う。長い髪がアウルの鼻先をくすぐった。はっと、至近距きよ離りで二人が見つめ合う。

「ご、ごめん」
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　と言って、最初に跳とび離はなれたのはアウルだった。「ううん」とダイアンが小声で言う。しばし二人背を向け合った。また列車の音が聞こえた。窓の外は暗がりに包まれつつある。心臓が張り裂さけそうなほど痛かった。何か言わなくちゃ。

「あ、と……その、痛むの？」

　自分で舌打ちしたくなる。どうして気の利きいた言葉のひとつも思い浮うかばないんだ。

「少しね」

　そう答えたダイアンの声は小さかったけれど、先ほどとはまた違ちがっていた。アウルは思わず振り向いた。床ゆかの上にぺたりと座りこんだダイアンは、急に怒いかりを忘れ、一気に沈しずみこんでしまったかのように見えた。

「でも、大した怪け我がってわけじゃないのよ。前といっしょ。パパが騒さわいじゃって、まだ学校にもいかせてもらってないの」ダイアンはまた自嘲気味に鼻を鳴らした。「怪我が完全に治るまでは、魔王の刻印が残ってるみたいに思ってるんじゃない？」

　アウルはふたたびはっとなった。こんな、小さなダイアンを見るのははじめてだ。アウルの知っているダイアンはいつも輝かがやいていて、手を延ばそうが、どんなに背せ伸のびしようが、決して届かない光そのものだった。いまはしかし手の届く距離にいた。というよりも、いま手を延ばさなければ、今度はむしろ急激な勢いで遠ざかってしまいそうに思えた。

　そしていま、その手を摑つかめるのはアウルだけなのだ。近くにいるから、という理由ではなく、もうひとつの確かな理由を胸に秘めていたから。

「ザベルはさ！」

「え？」

　アウルがいきなり大声を出したのでダイアンはびっくりしたようだ。目を丸く見開いてアウルを見つめる。

「別に、ダイアンを傷つけるつもりなんかじゃなかったと思う。ダイアンの言うとおりなんだ。魔王はぼくらの味方。あのとき、襲おそいかかってきた飛竜たちと戦っていたんだし──きっと、何か事情があって、人をたくさん巻きこんじゃったんだけど。でも、だから、別に……」

　最初の勢いは早くも失われ、言こと葉ば尻じりがすぼんでいく。ダイアンはしばらくそんなアウルを見つめていたが、

「ありがと」

　と言った。それは期待していたリアクションではなかった。ただ言わなければならないことがあったから、アウルはダイアンが口にしたそのお礼の意味も理解しないまま、

「違うんだ」とかぶりを振ふった。「そうじゃないんだ。ぼくにはわかるんだ。ダイアンを……みんなを、あんな目に遭あわせるつもりなんかなかった……ザベルだって、リュカールだって、もっと上手うまく使えれば、あんな風には……ぼくが、もっと、そう、もっと上手く……」

「アウル、アウル」ダイアンが少しおかしそうに微笑ほほえんだ。「まるであなたが魔王みたいな言い方するのね。あの襲しゆう撃げき事件、パリスのほうでだってろくに事情がつかめてないみたいなのよ。テロリストが魔王を騙かたって襲ってきたんだって言ってるけど、でもあなたが言うように、その魔王のしもべであるザベルと竜たちが戦っていたのにね。だから──」

「そうなんだよ」アウルはぶるっと身み震ぶるいした。風が出てきた。かたかたと窓まど枠わくが鳴った。

「ぼくが……魔王だから」

　ざっ、と風に混じって雨あま粒つぶが窓ガラスに当たった。また降りはじめたのだ。ごくりとアウルは唾つばを吞のみこんだ。ダイアンの顔を見る勇気はなかった。それでも、やっといま、胸に抱かかえこんできた言葉を解き放つことができる、という思いが、彼の勇気をなくさせはしなかった。

「ぼくが、魔王だから」もう一度、アウルは言った。「だから──謝りたかったんだ。ダイアンに。みんなに。怖こわい思いをさせて……傷つけてしまって……ごめん」

　アウルはまたうつむいた。信じてくれようが、そうでなかろうが構わなかった。たとえ笑われたって。

　が、

「何を言っているの、アウル？」

　顔を上げた。ダイアンは眉まゆをひそめ、こちらを見ていた。笑いも呆あきれもしない代わりに、彼女はふたたび苛立っていた。

「いいんだ、信じてくれなくて。ただ、ぼくは……」

「出ていって！」

　ダイアンは立ち上がった。痛みに一いつ瞬しゆん顔をしかめたものの、すぐにアウルの肩かたを小こ突づいて、部屋から追い出そうとする。

「ダ、ダイアン……」

「ふざけないで。あなたもそうなんでしょう？　あなたも結局はあたしの世間知らずを笑っているのよね！　そうよ、バカな領主の娘むすめが、脳のう味み噌その使い方を知らないからこんなことになるんだわ。どうしてあなたにそんなこと言われなきゃならないの？　ああ、そうね、あなたがあたしを助けに来てくれたからね。ありがとう。すっごく感謝してるわ。だから、二度と来ないで！　顔も見たくないわ！」

　アウルはあっという間に部屋の外まで追いやられた。何か言おうにも、目の前でバタン！　ときつくドアが閉じられる。風圧がアウルの鼻先を叩たたいた。

　あわててドアをノックしかけたアウルだったが、

「お嬢じようさま!?　いかがなさいました！」

　お手伝いたちの声が聞こえてきて、あわててアウルはドアの前から素す早ばやく移動した。

　人の声と気配に追い立てられる結果、来たときと同じルートを辿たどって戻もどるしか道がなくなった。時折柱の陰かげや誰だれもいない小部屋に身をひそめること数回、果樹園の外へとようやく出られたときには外は真っ暗になっていた。

　先ほど勢いを増したかのように見えた雨は、また小降りになっている。今日の天気はとことん気まぐれだった。

　アウルはしばらくの間、ぽつんとひとりで立ち尽つくしていた。頭の中に、何度も何度もダイアンの声が響ひびき渡わたる。今日、出会ったときから追い出されるまでに交かわした、ほんの三分足らずの会話を、一字一句正確に、何度も何度も思い返しながらも、その実、アウルは何も考えていなかった。

　いや、考えることそのものを頭が拒きよ否ひしていた。

　湿しめった風が吹ふきつけてきた。その風に押されるようにしてアウルは歩き出していた。どこへいくかさえ、アウルは考えていなかった。
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　ノール領首都の中央を流れる川には、大昔から石造りの橋が渡されている。魔ま王おう統治時代、居城のひとつをノールに構えていた魔王ガリオンは、この橋の下にある土手で宴えん会かいを催もよおすのが好きだったという。

　アウルはその橋の上にいた。ガス灯がぽつんと足もとを照らす中、同じくオレンジ色に照らされた川かわ面もを眺ながめている。

　もうとっくに寮りようの門限は過ぎていた。ノールへ来てからこの五年の間、アウルが門限を破るのははじめてのことだ。追い出されるかもしれない、とは思わないでもなかった。貴族や大商人の子し弟ていでも何でもないアウルだから、どんな小さな過あやまちでも弾だん劾がいされる理由になり得うる。

　しかし、いまはどうでもよかった。学校を、ノールを追い出される？　それでもいい。ぼくには向いていなかったんだ。何もかも。そう。何もかも。

　言われる前に荷物をまとめるのもいいかもしれない。カルマさまは残念がるだろうけれど。

（おまえはとても頭のいい子だ。向学心もある。ザーロフ公国にいってみないか。教会連合圏けん内ないじゃ学問の幅はばがどうしても狭せまくなってしまう。ノールという土地でな、住んでいる人は皆みな大らかだ。領主のゲイル・ライリーとは知らない仲でもない。紹しよう介かい状を書いてやろう……）

　でも、もういいんだ。期待を裏切ってしまうことには胸が多少ならずとも痛んだが、そのカルマさまだって、教会軍から追われ、いまや何処いずことも知れない身。ぼくひとり、似合わない土地で、似合わない人たちと頑がん張ばらなくったっていい……。

「アウル坊ぼつちゃん」

　いきなり後ろから声をかけられた。驚おどろきつつ振ふり向くと、太っちょの老人がいた。白くなりかけている髪かみはシルクハットで覆おおわれている。ゼットだ。彼もまた驚いている様子だった。

「こんな時間に何をしておられる？　未来ある若者が、さっそく夜遊びを覚えなすったかな？　悪い傾けい向こうだ！　それは世の中というもの、誘ゆう惑わくに満ち満ちておる。若者なればこそ、その誘惑に抗あらがう術すべと意志を持つに至らぬのもよくわかる。しかしそれを打ち破ってこそ、真の輝かがやかしき未来も開けるのだぞ」

　ゼットは大げさな身振りで言った。それからにやりと笑って、「まあ、若いからこそできる遊びもあろうというものですがね。アウル坊ちゃんもなかなか隅すみに置けませぬなあ」

「そんなんじゃない」

　アウルはかぶりを振って、ふたたび川を眺めはじめた。「ふむ」とつぶやいたゼットは、少し間を置いて、

「……そういえば、あれから、一度も会っていなかったな、アウル。ロカのことはすまなかった」

　芝しば居いじみた口上をやめ、妙みようにしんみりと言った。一いつ瞬しゆん、「ロカ」が誰だれだかわからなかったアウルだが、すぐに、あのときダイアンをさらったテロリストのひとりだということを思い出した。昔、ゼットとはコンビを組んでいて、ここノールで魔法の『手品』を披ひ露ろうしていたのだ。

「あのときは驚いたよ。まさかおまえさんが飛びこんでくるなんて。愛いとしのガールフレンドのためなら火の中、水の中か」

「そんなんじゃない」

「それとも」ゼットはとっておきの秘密を出し惜おしみするかのように声をひそめた。「おまえさん、本当に魔法使いじゃないだろうな？　五年前もおれの魔法をひと目で見破ったし、この前だって、おまえさんが来た直後にリュカールらしき魔物が現れた。噂うわさの魔王さまとはおまえのことだ、と言われてもおれなら納なつ得とく……」

「そんなんじゃないったら！」

　アウルは猛もう然ぜんと振り向いた。その勢いで、目に溜たまっていた涙なみだがこぼれ落ちそうになる。ゼットは目を丸くしていた。

「お、おいおい。冗じよう談だんじゃないか。そんなに怒おこらんでくれ。悪かったよ」

　シルクハットを脱ぬいで謝りつつも、ゼットはなぜかしきりに後ろのほうを気にしていた。アウルは手で目もとをごしごしとこすった。

「何かあったのか、アウル？」ゼットは優やさしい声を出した。

「ううん」

　首を振ったアウルの隣となりにゼットが並んだ。さっきとは逆に、ゼットのほうが川面を眺め、アウルはその隣で逆方向を見ている。

「まあ、生きてりゃそりゃいろいろあるか。おれだって、無む駄だに長生きしているけど、そりゃ落ちこむようなことだって山ほどあった。人に言えないような──別に秘密にしているわけじゃなくて、人に言っても笑われるような、そんな小さな、下らない理由でな」

　夜中のノール。遠く、山の手の住宅街が光をちらちらと放っている。また列車の走る音が聞こえてきた。

「ノールから離はなれる人も多いみたいだな」ふと独り言のようにゼットは言った。「魔王が復活して、町を滅ほろぼすんじゃないかと思ってる人たちも多いみたいだ。パリス軍の増ぞう援えんをむしろ期待している人たちだっている。ザーロフの機学兵器は数が少ないからね。……そういう人たちを一いち概がいには責められないな。おれだって、魔王さまのことなんかほとんど知らないもの」

　アウルは何も答えない。もちろんゼットの言葉は聞こえているし、頭の中で理解もしている。だが、いまは誰とも話したくなかったし、どんな言葉もうっとうしいだけだった。

　そんなアウルの様子を横目で見やったゼットは、

「そろそろ時間か。おれ、もういかなくちゃ」と言い、ひとつ大きく息を吸った。

「最後のステージが待ってるんだ。こんな時間だから、客は限られるけど。まあいいさ、ひとりでも見てくれるんならね」

　アウルはちらっとゼットの格好を見た。タキシード、そして手に持ったままのシルクハット。そういえば、いつもの『手品』をやる姿だ。何となくアウルは腹立たしくなった。こんなときに手品だって？　ゼットは笑えみを浮うかべつつ、

「元気を出しなよ、アウル。年寄りらしくひとつ教訓めいたことを口にさせてもらうとね、どんな大きな悩なやみでも、大したことない、と思いこめば、大たい抵ていは何とかなるものさ。大抵はね」

　ぽんとひとつアウルの背中を叩たたく。苛いら立だっていたアウルは、その手を振り払はらった。

「何も知らないくせに」アウルはしゃがれた声で言った。

「大したことない、なんて何も知らない人に言われたくない！」

「ああ……うん」ゼットは気まずそうに自分の頰ほおを搔かいた。「そうか。そうだな」

　ゼットはひとつ息をついて、帽ぼう子しをかぶり、そしてそのまま去っていった。

　彼の姿が見えなくなると、アウルも深いため息をついた。やっとひとりになれた。

　というよりも、アウルはずっとひとりだったのだ。

　ノールに来てから、結局、誰とも心を通わせることはなかった。友達はひとりもいない。悩みを話せるような人もいない。自分と血のつながった人間は、この広い世界、どこにもいやしない。

　ノールに来て出会ったのは、虐いじめっ子に、彼の存在を無視する人々に、自じ称しよう『お師し匠しよう』に、彼の『部下』たち。考えてみれば寒々しい。アウルはまた泣きたくなってきた。ゼットだって、優しくはしてくれたが、別段友人というわけではない。

『手品』だって？

　それを手た向むけにノールを去れっていうの？　大体、魔ま法ほうでインチキをした『手品』を見たって……。

　目を瞠みはったアウルは、ゼットの去った方向を見やった。もう誰もいない。どこまでも暗くら闇やみが広がっているばかり。

　胸の中まで黒く染まった気がした。その黒い何かがひどくざわざわしている。アウルは駆かけ出した。ぬかるんだ地面に足を取られて転びそうになりながら、それでも走った。

　いつもの、学校からすぐ近くの広場にゼットはいた。

　こちらもガス灯ひとつきりの照明の下、ゼットは誰もいない空間に向かって恭うやうやしくお辞じ儀ぎをしていた。いいや──アウルは気づいていた。誰もいないように見えて、目を凝こらせば周囲に人がいる。見物客ではない。さっき、ゼットが後ろを気にしていたのも、彼らにつけられていたからだ。

　お辞儀をしたまま、ゼットは口上をはじめた。

「さて、お立ち会い。かつて、古代魔法帝てい国こくハイアが栄えい華がを誇ほこっていた頃ころ。ハイアはどこよりも強い国でしたが、しかし不思議なことに兵隊はただのひとりもおりませんでした。それもそのはず、ハイアの魔法使いたちは、手のひと振ふり、呪じゆ文もんのひと声で、魔界よりあまたの軍勢を呼び寄せたといいます。その姿、異形なれど、闇色の皮ひ膚ふはどんな剣けんをも矢をも弾はじき返し、そして火の爪つめはどんな盾たてをも甲かつ冑ちゆうをもやすやすと切り裂さいたという力の持ち主。そして何より、忠義に篤あついどんな騎き士しよりも、主あるじに対して忠実で、主人の言うことならば何でも聞いたというのです」

　ゼットは観客の反応を窺うかがうみたいに少し目を上げた。見える範はん囲いには誰だれもいない。それでもゼットは満足そうに頷うなずいた。

「それとわたしとどんな関係があるかって？　さあ、わたくしめ、実はハイア魔法使いの子孫なのです。おやおや、どの顔も疑ってらっしゃる！　その証しよう拠こをいま、ご覧に入れましょう。何とこの場に魔界の軍勢数千を呼び出そうというのです！」ゼットは両手を広げてみせた。「いやいや、大だい丈じよう夫ぶ！　先ほども申したでしょう。彼らはわたくしめに忠実なしもべなのであります。はい、そこのお嬢じようちゃん、泣かないでね。あとで飴あめをあげるから……さあ、気を取り直して参りましょう。そうれ！」

　掛かけ声を出すと同時、ぽんッ、という音とともにゼットの身体からだからもくもくと煙けむりが湧わき上がってきた。ゼットの姿が影かげとなって見えなくなる。と、それ以外の影が煙の中から突とつ如じよとして現れた。ゼットの背せ丈たけの倍以上に延び上がったそれは、巨きよ大だいな竜りゆうだった。といっても、恐おそろしさはまるでない。まるで絵本の挿さし絵えに登場するようなディフォルメが施ほどこされていて、顔形もどこか愛らしく、きょとんとした、人間じみた表情が浮かんでいる。

「あわわわ」

　ゼットは自分自身で驚おどろいたのか、尻しり餅もちをついて、辺りをきょろきょろ見回している竜から逃にげようとしている。竜がゼットを見つけた。目が吊つり上がる。荒あら々あらしく吐はき出される鼻息はちろちろとした火をともなっていた。

　幻げん影えいだ。別の場所に置かれている物体を、空気中に投とう影えいしているのだ。おそらく、もとは竜を模したぬいぐるみか何かだろう。ゆらゆらと蠢うごめいて見えるのは、空気中で活発になった水の精せい霊れい力に働きかけているせいで、ゼットの意思ひとつであたかもその竜の表情が変わったり、襲おそいかかってきたりするかのように見える。いまのような雨上がりのときなどにゼットが好んで使用する魔法だった。

　ゼットは「助けてくれえ」とわめきながら、うっすらと透すけているその竜から逃げつづけている。客など誰もいない、たったひとりの道どう化け芝しば居い。が、

「いまだ！」

「魔法を使ったぞ！」

　アウルが近づくより早く、広場のあちこちからひそんでいた人影が多数出現した。パリスの軍人たちだ。アウルは早くに気づくべきだった。ゼットは、あの捕とらえられたテロリストたちとは顔見知りであり、ダイアンを人ひと質じちにしたときも彼らといっしょにいた。誰よりも厳重に見張られていたのはゼットなのだ。

　駆け寄っていった軍人たちは、むしろ逃げようとしていたゼットに抱だきつかれて困こん惑わくした。その後ろからもやもやとした水蒸気の固まりが迫せまってくる。竜が大きく口を開けた。思わず先頭にいた軍人があとずさりしかける。ひとりがホルスターから拳けん銃じゆうさえ引き抜ぬこうとした。

　と、竜はあまりに口を大きく開けすぎて、顎あごを地面に落とした。丸くなった目が飛び出てくる。ゼットは抱きついていた軍人の肩かたを叩たたいて、げらげらと大笑いした。白けたように軍人たちが顔を見合わせる。怯おびえていた若い軍人だけが、

「こいつ！」

　と怒ど鳴なって、ゼットの肩を小こ突づいた。濡ぬれた地面に太っちょの身体が転がる。それでもゼットは笑っていた。笑いすぎて涙なみだが出ていた。

　腹立ちまぎれにか、若い軍人が「くそっ！」とその尻しりを蹴けっ飛ばす。

「おい、もうやめとけ」

「さっさと手て錠じようをかけろ！」

　ゼットは立たされ、後ろ手に手錠をかけられた。笑いの余よ韻いんか、まだひくひくと頰ほおが引きつっている。と、その目が近づいてくる人の姿を認めた。彼は笑えみを含ふくんだ声で言った。

「アウル。やっちまったよ。でもまあ、最後のお客がおまえさんでよかった。楽しんでくれたかい？」

　声をかけられるまで、アウルは自分が彼らのもとへ歩み寄っていることにさえ気づいていなかった。はっと我に返ると同時、何か言おうと口を開いた。しかし、まるで言葉をどこかに置き忘れでもしてきたかのように、その口からはどんな言葉も洩もれ出ることはなかった。

　ゼットは泥どろにまみれた顔で笑いながら、

「確かめてくるさ。ロカのほうはおれのことをもう仲間だと思っていないかもしれないけど、でも、おれにとってはかけがえのない相棒なんだ」

「いくぞ」

　軍人がゼットの肩を摑つかんで歩きはじめた。今度はゼットも逆らわなかった。その姿がアウルの前をよぎっていく。彼らのゆく手に広がる暗くら闇やみは、少年の目には得体の知れない世界へ通じるゲートのように見えた。悪い噂うわさはいくらもある。パリスは、捕えた魔法使いを実験材料にしているだとか、魔女狩がり当時に行われていたような理り不ふ尽じんな裁判をやっているのだとか──。

　そのとき、やっとアウルはゼットの言っていることが理解できた。

「待って！」

　同時に声も出た。振り返ったのはゼットだけだった。
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「どこへ連れていくんだ！　みんな、いったいどこにいるんだ！」

　それでもなお彼らは遠ざかっていく。アウルは駆かけ寄った。来るな、というふうにゼットが首を振ふる。

「ぼくだって魔ま法ほう使つかいだ！」

　アウルはわめいた。一番後ろにいた若い軍人が、どこか苦そうな顔つきになるのが見えた。なぜかその顔にいままで以上の怒いかりを駆り立てられたアウルは、さらに声を大きくした。

「捕つかまえろよ！　おまえたちは、魔法使いなら誰だれだって連れていくんだ。ぼくも、連れていけよ！」

「アウル坊ぼつちゃん！」

　それ以上の声を張り上げたのはゼットだった。思わず口ごもったアウルへ、

「未来ある若者に祝福を。ノールはいい土地だよ。のびのび勉強しなさい」

　そう言い残すと、むしろきびきびとした足取りで少年から遠ざかっていく。

　アウルは小さくなるその背中を見つめていた。

　くそっ！──

　やがて完全にその背中が闇に吞のまれると、アウルはわけのわからない衝しよう動どうに駆られて走り出していた。「見てろ」と何度もつぶやいた。水気の混じった風が顔に当たる。一キロ近い距きよ離りを走って、彼は寮りようの中へと飛びこんだ。

　閉とざされた門もん扉ぴをがしゃがしゃと手で揺ゆさぶると、管理人が出てきた。じろっとアウルを見やる。「食事はもうないよ」と出し抜けに言われた。それから嫌いや味みもたっぷり言われたが──アウルの出自も含めて──気にもならなかった。一直線に自分の部屋へと向かった。

　タンスの中を引っかきまわし、中から汚きたない布きれを取り出す。それを摑むと、今度はすぐさま部屋を飛び出た。

　一階の管理人用のトイレへ向かう。この小さなトイレからは外へと抜け出られる窓があるのだ。寮の生徒たちが夜中に遊びに出かけるときに使っている。アウルがそこを使って外へ出るのははじめてだった。さっき正直に門から帰ったのは、とりあえず管理人に顔を見せておくためだ。まさかまた外出するとは思わないだろう。

　トイレを出ると、アウルはふたたび走り出した。

　目差す先は、町の外れにある小高い丘おか。

　木々を縫ぬう道はたっぷりぬかるんでいて、三歩と進まないうちに靴くつやズボンがどろどろになった。足を取られて息もあがる。が、アウルは歯を喰くいしばって先を急いだ。

　頂上に辿たどり着いた。ここからは、森を挟はさんで魔王城を遠くに眺ながめられる。その森の向こう、魔王城前の広場にちらちらと灯あかりが灯ともっているのが見えた。パリスの駐ちゆう屯とん部隊だろう。以前よりも警けい戒かいを厳しくしているという噂だ。いまとなっては、肝きも試だめしのときのようにこっそり中へ忍しのびこむのは不可能と考えたほうがいい。

　迷いのない足取りでここまで来たアウルだったが、しかし頂上に着いた途と端たん、途と方ほうに暮れてしまった。息を弾はずませながら辺りを見回す。

　ここには、魔王城の地下へ通じる秘密の入り口があるのだ。以前までなら、ローラナのほうから〈意識の手〉を延ばしてきて目には見えない入り口まで導いてくれたのだが、いまは何も感じ取れない。しばらく丘の上をうろうろしたあと、アウルは手にした布きれ──ガリオン・ローブを首に巻いてみた。

　自分から〈意識の手〉を延ばすしかない。アウルは目を閉じた。心の中にもうひとつの自分をつくり上げ、肉体から浮うき上がらせて、さらに遠くまで飛ばすというイメージを抱いだく。

　重苦しい肉体から、ふわっと解き放たれていくような感覚を味わうこと一いつ瞬しゆん。アウルはそのもうひとりの自分を「手」のイメージに置き換かえて、魔王城へ向かってぐんぐんと延ばした。

　真っ暗闇が広がっていた。

　おかしい。アウルは文字どおり手て探さぐりで暗闇の中をうろつき回った。何の反応もない。

　これも以前までなら、〈意識の手〉を魔王城に向けただけで、魔将たちが反応を示してくれたはずなのだ。彼らは魔王城から飛び立ちたくて仕方のない連中ばかりなので、むしろアウルが困ってしまうくらい自己主張を激しくして、「おれを」「わたしを」「自分こそが陛下のお役に立ちますれば」と我先にと意識を向けてきた。しかしいまは誰も応じようとしない。炎ほのおのように激しい気き性しようの野や獣じゆう王ザベルも、冷れい徹てつな知性はなまじの賢けん人じんより上回るという魔鳥リュカールも、ありとあらゆる古代王国の城を褥しとねにしたという誇ほこり高い黒くろ猫ねこゼナも、そのゼナによって戦場各地から呼び集められたという死者の群れレギオンも、そして──魔王城を司つかさどる、姿なき生命体バァル・ローラナも。

　アウルは熱くなって、滅め茶ちや苦く茶ちやに〈意識の手〉を振り回した。

　誰でもいい！　ぼくの〈手〉を受け取って！

　何分経たってもしかし結果は同じだった。誰も応じようとしない。何も見えない。気がつけば、アウルは相当に疲つかれ果てていた。〈意識の手〉をつくり出すには複数の自意識を強く意識せねばならず、慣れないアウルにはたかだか四、五分でも重労働だ。おまけにここ一週間、ガイツの指令どおりに行う訓練をやっていなかったせいもあって、あっという間に体力も精神力も底そこを突いてしまった。

　めまいさえ起こしそうになり、アウルはいったん〈意識の手〉を引こうとした。しばらく休もう。久しぶりだから、感覚がよく摑つかめていないだけなのかも──。そう思った矢先、

〝──ル！　アウル！　聞こえ……か！　ア……ル！　アウル！〟

　引き戻もどしかけた〈意識の手〉に、必死になって追いすがってくる声があった。アウルは目を瞠みはりかけ──すぐさまあわてて目を閉じて、ふたたび〈手〉を延ばした。アウルのように未熟な人間は、余計な感覚があるとそちらのほうに意識を奪うばわれて集中しにくい。だから〈意識の手〉をつくるとき、アウルはよく目を閉じるのだ。

〝ガ、ガイツさん？　聞こえますか？〟

〝おう、アウルか！　ようやく捕つかまった！　毎日、何べんも〈声〉を飛ばしていたというのに、貴様ときたら、ガリオン・ローブも身につけず、近くに寄ってこようともせず。ええい、魔王の自覚が足りなさすぎるわ！　もしわしが本当の師し匠しようで、貴様が魔法使いの弟で子し志願だったとしたら、とっくに破門にしておるからな！〟

〝ご、ごめん──なさい〟

　アウルは謝りながらも、反応があることにほっとした。よかった。ぼくはまだ魔王だ。遅おそすぎはしなかった……と思ったのだが、

〝どうも妙みようなことになっておる〟

　ひとしきりアウルの無自覚のほどを責めたあと、ガイツは唸うなるように言った。

〝ローラナがまるでわしの声に応こたえようとせん。魔王城が完全に機能を停止しておるのだ。まるでローラナの意識そのものが消え去ってしまったかのようにな〟

〝え？〟

〝魔将たちもおまえが姿を見せないので荒あれ狂くるっておる。陛下はどこへいかれた、もしや敵に恐おそれをなして逃にげてしまわれたのではあるまいか、とな。おまえに対する不満と不ふ信しんとが募つのりに募っておるのだ。このままでは、ローラナの許可なくして──すなわち、魔王の命令なくして──外に出るな、という先代魔王の命令さえ忘れ果てて、勝手に外へ飛び出していきかねん。アウル、そちらから中へは入れんか？〟

〝い、いいえ。ローラナの導きがなければ、ぼくは魔ま将しようともコンタクトが取れないみたいなんです〟

　アウルは息を吞のみながら言った。魔将たちの反応がないのは、アウルと彼らとの仲ちゆう介かい役となっていたローラナの意識が存在しないためであるらしかった。本来、アウルに魔力はない。それでも魔法の基き礎そである、「自意識を複数にわける」という常人にはなかなかできない行こう為いを可能としてきたのは、ガイツからもらったガリオン・ローブがあるからだし、いままで魔将を操あやつってこられたのは、そのローブの力によって魔王城の中ちゆう枢すうであるローラナを介かいして、それそのものが巨きよ大だいな精せい霊れい増ぞう幅ふく器である城の巨大な魔法力をもらい受けていたからなのだ。

　そもそも、ローラナが許可を出さねば魔将へのコンタクトは取れない。魔王になろうという人物が、ローラナの承しよう認にんを受けねばならないのはこういう理由があるからだ。

　アウルも、そのローラナに認められて魔王となった。が、それゆえにローラナがいなければ、アウルは魔王ではなくなる──というより、ただの魔法使いですらなくなるのだ。たとえ便利なガリオン・ローブがあったとしても、本当の意味での基礎をやってこなかったアウルだから、いまさら魔法使いになる訓練をはじめたところでどれほど実を結ぶかはわからない。

〝い、いったい、どこへいってしまったんですか？　その、ローラナのいきそうなところとか、わからないんですか？〟

〝馬ば鹿かめ。ローラナは魔王城そのものじゃぞ。竜りゆう人じん族である彼女は、憑ひよう依いした物体をこそ肉体としておるのじゃ。魔王城にいないというのなら、世界中のどこを捜さがしてもおらんわい〟

　アウルは絶句した。ガイツの忌いま々いましそうな声は、アウルの無知ゆえに、というより、不測の事態への戸と惑まどいのほうが理由としては大きいように感じられた。魔法や魔王に関しての知識なら、八〇年以上の人生をこれのみに捧ささげてきたガイツに勝まさる人物などそうはいまい。そのガイツが戸惑い、苛いら立だち、何もわからないでいる。

〝アウル、ローラナに呼びかけてくれ。おまえの呼びかけならローラナも応えるかもしれん。何度も、何度でもやるのじゃ。このままでは、魔王伝説の──本当の意味での終しゆう焉えんじゃぞ！〟

　アウルはやってみた。ガイツの言うように、何度も、何度でも。

　しかし、やはりローラナが応じる気配はない。というよりも、気配そのものがない。暗くら闇やみにひとり放ほうり投げだされて、「さあ、目当ての人物を捜せ」と言われても、まるで手がかりがないし、方向すらわからないから、どこへ向かって歩けばいいのやらわからない。

　気がつけば、アウルは近くの木の根もとにへたりこんでいた。

　息が苦しい。心臓がどっどっどっど、と激しく鳴り響ひびいている。まるで命そのものに対する警けい鐘しようであるかのように。

　アウルはそのまま木にもたれかかった。じっとりと汗あせに濡ぬれた背中を木に押しつけ、息を整える。〈意識の手〉が途と切ぎれたせいか、もうガイツの声も聞こえてこなかった。互たがいに〈手〉を握にぎり合わねば魔法での会話は成立しないのだ。

　見上げた先に広がる空は雲に覆おおわれ、妙にのっぺりとして見えた。

　ぼくは馬鹿だ。

　ぼくひとりだけが、何かを考え、何かを悩なやんでいるのだと思いこんでいた。でも結局何もできず、ただ立ち止まったまま、不幸に酔よい痴しれて。

　ゼットは考えていたのだ。

　ダイアンだって考えていた。アウルはそれを知らず、自分が抱かかえこんでいるものだけを吐はき出そうとした。ダイアンはひょっとしたらアウル以上に落ちこみ、後こう悔かいし、それでも前を向こうとしかけていたときだったかもしれないのに。自分が魔王だと打ち明けて、謝ったのはダイアンを気にしていたからじゃない。ぼくは、自分のためだけにダイアンに謝ったんだ。

　さっき、アウルは自分がひとりだと思った。そう決めつけた。が、違ちがう。自分からひとりになったのだ。その道をわざわざ選んだのだ。ダイアンともルークともわかり合えず、ゼットは自ら苦難へと飛びこむことでアウルの前から姿を消し、そしてアウル自身は魔王ですらなくなった。

　だけど──魔王であったというなら、何だというのだろう？

　ふとアウルは気づいた。

　ぼくは……いったい、何のためにここまで来たんだろう？　どうして魔王にもう一度なろうとした？　放っておいてくれているならそれでよかったはずなのに。どうして、わざわざ──。

　ひどく空くう虚きよな思いが胸を占しめた。軍人たちに連れられ、遠ざかっていくゼットの後ろ姿が脳のう裏りをよぎった。そう、あのとき、アウルは走り出した。ここへ。魔王になるため。そして、どうしたかったんだ？　魔王になって……ゼットを助けたかった？　いいや、理り不ふ尽じんにも拘こう束そくされた魔法使いたち全員を？

　何のために？

　教会連合が悪いから。魔法使いたちは善人だから。ガイツを喜ばせたいから。魔将たちに活かつ躍やくの場を与あたえたかったから、そうして気を惹ひいておきたかったから。かっこよくみんなを助け出してヒーローになりたかったから。ダイアンがデモの先頭に立つから。やっぱり魔王は正義の味方なのよ、と言うから。見てアウル、魔王さまがあたしを助けに来てくださったわ、凄すごいわ、凄いでしょう、そう、アウル、あなたが魔王なのね？

（ふざけないで！）

　ダイアンの声が胸を切り裂さいた。

　闇やみはまだ、どこまでも深い。

　アウルは立ち上がっていた。肌はだが汗ばんで気になっていたので、首からするりとガリオン・ローブを抜き取る。これを手に、坂道を駆かけ上がってきたのがもうずっと遠い過去の出来事のようにも思えた。そのまま何をするでもなく、アウルはじっと立ち尽つくしていたのだが──。

　不意に、頭上でざわざわと梢こずえが騒さわいだ。見上げるより早く、ひゅうっ──と吹ふいた風が、アウルの手もとからガリオン・ローブをさらった。

「あ」

　と反射的に手を延ばしたがもう届かない。

　ふわり、ふわりと風に舞まい上げられた黒い布きれは、そのまま木の枝へと引っかかった。

　アウルはあわててそちらへ駆け寄った。黒い布きれは闇に同化していてなかなか探しにくかったが、ぱたぱたと裾すそが風に揺れているのをかろうじて見つけることができた。さほど高い位置ではない。運動の苦手なアウルでも、木を数歩よじ登れば何とか手の届く距離だ。アウルはほっとした。

　その木へと近づいた。幹に手を置いて、足を引っかける場所を近くに探そうとして──、

　やめた。

　いまさら何になるだろう。アウルはまるで黒い波間にもがくようなマントをじっと見上げながらそう思った。もう自分は魔王でさえないのだ。これ以上、自分から追いすがる理由がどこにあるだろう。

　彼は布きれの引っかかった木に背を向けた。

　一歩、また一歩と遠ざかる。ゆっくりと。

　まるで、後ろから聞き覚えのある声が自分を呼び止めるのを期待するかのように。

　かっとアウルの頭に血が昇のぼった。

　まだ自分を哀あわれむ理由が欲しいのか！

　彼は駆け出した。

　強くなりはじめた風が顔にまとわりつく。ならばもっと強く、もっと強く、と足で勢いよく泥どろを跳はね上げていく。

　丘おかはすでに背中の向こう側。

　それが、アウルの選んだ「魔ま王おう」との別れだった。
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　翌朝、アウルは寝ね坊ぼうをして学校に遅ち刻こくした。

　当然、寮りようで出される朝食も摂とれなかったので、昨夜とあわせて二食抜ぬいた空すきっ腹の状態での、マロイ先生の説教はかなり骨身に応こたえた。

「おやー、アウルちゃん。お前、朝からいなかったっけ？　まったく気がつかなかったぜ」

　ルークが野や次じを飛ばして皆みなを笑わせた。もはやアウルには気にもならなかったが、ようやく先生から解放されて自分の席へ戻もどる途と中ちゆう、ダイアンの姿を見つけたときにはかなり驚おどろいた。

　頰ほお杖づえをつき、無表情だったダイアンと目が合う。すぐに逸そらされた。胃い袋ぶくろ以上に空虚な思いが胸を占める中、とぼとぼと自分の席につく。教科書を広げはしたが、しかしマロイ先生の授業は少しも頭に入ってこなかった。

　今日もここにいる。

　場違いなところにいるという思いが、いつも以上に頭にこびりついて離はなれなかった。うつむいたまま時間だけが過ぎていく。自分がこれからどうしたらいいのか、それさえもまるで考えられなかった。

　やがて、変化は自分だけにあらわれているのではないと気づいた。ダイアンもそうだった。頰杖をついた姿勢のまま動かない。休み時間、ルークたちが声をかけてもそのほとんどを無視していて、久しぶりの登校となるのに、お昼前の休み時間には声をかける生徒たちすらいなくなっていた。

　もともと、ザーロフでの宮きゆう廷ていデビューも決まっている血筋の主だけに、そうやって他人を拒きよ絶ぜつする態度を取られると、一気に近寄りがたくなってしまうのだ。

「何だかさ、いきなり偉えらくなった感じ」

「仕方ないでしょ。もともと偉いんだもん。二、三年して、学校を卒業すればもう立派な貴族さまよ」

「でもひと言くらいあったっていいじゃない。そりゃ怪け我がをして一番大変だったのがダイアンなのはわかるけど。みんな、怖こわい思いをしたんだから……」

　授業中、そういった言葉が囁ささやかれるのをアウルは耳にした。主に女子生徒が交かわすそれらの会話はもちろん、ルークの前では決して口にされなかったが、しかしそれがいまの生徒たちの本音だろうということはわかった。

　アウルは授業中、ずっとダイアンの後ろ姿ばかり眺ながめていた。そのおかげで何度か教師に指されても問題に答えることができず、そのたびに叱しかられた。露ろ骨こつにアウルを差別する教師などは、

「ご令れい嬢じようの髪かみはそんなに美しいかね、アウルくん？」

　とまで指し摘てきして、アウルを耳まで真っ赤にさせた。当然、教室がどっと笑いで揺ゆれる。

「何か言いたいことでもあるかね？　きみのような優ゆう秀しゆうな生徒の言うことだ、聞かないでもない。わたしのような愚ぐ鈍どんな教師の授業がつまらないのなら、そう率そつ直ちよくに言いたまえ」

　これでどうせ終わりなら──と、アウルは思わないでもなかった──あの先生を一発でもぶん殴なぐってやろうか。そうすれば間ま違ちがいなく退学だ。寮からも追い出され、つまりノールで生きていく術すべはなくなって、それから。

　それから……。

　アウルは「すみませんでした」と小声で先生に謝った。

「聞こえないね」

　教師は尊大にアウルを見下ろしながらかぶりを振ふった。しばらく、不自然なくらいに長い沈ちん黙もくが教室内を占しめた。笑っていた生徒たちも口を閉とざし、ちらちらとアウルのほうを見はじめる。アウルは目を伏ふせがちにしながらも、ふたたびあの赤い髪を眺めていた。もう一度だけ振り向いてくれたら。そう、もう一度だけ。そうしたら、きっと、ぼくは……。

「アウルくん！」

　教師が甲かん高だかい叫さけびを発しそうになったそのとき、ドアがガラッと音を立てて開いた。姿を見せたのは校務員らしき人物だ。

「何だ!?」と勢いのまま大声をぶつけた教師は、校務員の言葉を聞いてすぐに目を瞠みはった。

「あ、あのう……。ダイアン・ライリー嬢と、あと、アウルという生徒がいらっしゃいますかな。学長が二人をお呼びです。緊きん急きゆうの用件とかで。いますぐ来てほしい、とのことでした」

　教室内がざわめきはじめた。ダイアンがアウルの願っていたとおりに振り向いたが、しかしもちろん待ち望んでいた事態ではなかったから、アウルには喜べなかった。

　学長が？　ぼくを？

　ほとんど会話もしたことないのに。それに、ダイアンもいっしょだって？

「お、おい。まさか……」

　誰だれかが小声で囁くのが否いや応おうなしに聞こえてくる。思いは誰しもがいっしょだった。

「デモに参加したって、それだけで、おれたちも……」

「あ、あたしも？──」

「軍に連れていかれるんじゃ……」

　校務員に急せかされる中、そうした小声の噂うわさ話ばなしに取り巻かれながら、アウルとダイアンはそれぞれ席を立って教室の外に出た。

　一転、廊ろう下かは静せい寂じやくに包まれていた。足音だけが響ひびいている。二人は無言のままだった。先導する校務員の後ろを、黙だまったままただ歩いていく。アウルはちらりと窓の外を見た。今日も天気はよくない。朝はまだ晴れ間がのぞいていたが、いまは空一面、灰色のうっすらとした雲に覆おおわれている。

　しばらく歩いたのち、アウルは勇気を出して口を開いてみた。

「な……何だろうね、いったい」

　ダイアンの赤い髪が揺れている。返事はなかった。改めて迎むかえた静寂は、さっきまで以上に肌はだに痛かった。

　学長室前に辿たどり着いた。

　校務員がまず声をかけ、それから応答があったのち、ドアを開けて二人を中へ入るよう促す。

「失礼します」ぴんと背筋を延ばしたダイアンが声を張り上げ、

「し……失礼します」アウルが消え入りそうな声で言った。

　学長は、奥にあるデスクではなく、入り口のやや横手にある応接ソファに腰こしを下ろしていた。

「やあ、来たね」

　ハンカチを額に当てていた学長は、立ち上がって二人を手招きした。

「この方がね、ぜひ、二人に協力していただきたいことがあるとかで」

　ダイアンはさっきから息をひそめていた。アウルも最悪の事態を悟さとって、頭を見えない鉄てつ槌ついでぶん殴られたような気分になっていた。

　何てこった。サラ、いつかきみが言っていたっけ。──どん底にいると思ってもね、土を掘ほり返せばもっと下があるもんだわ。アウル、あんた多分、他の誰でもない、自分自身で掘った落とし穴に、自分で蹴けつまずいてさらに下へ下へと落ちていくタイプよ。絶対だわ。

　しきりに汗あせを拭ぬぐっていた学長の対面で、立ち上がった軍服の少女──シーラ・アランスは二人に目礼した。




　車に乗せられた二人は、そのまま学校の敷しき地ち内から離はなれ、メインストリートへ入った。

　テロを警けい戒かいしているのか、軍用車しや輛りようではなく、こげ茶色をした普ふ通つうの乗用車だ。後部座席に並んで座らせられた二人のさらに左右に、シーラと別の大おお柄がらな軍人が腰を下ろしているからかなり狭せま苦くるしい。運転しているのは若い軍人だ。どちらにもアウルは見覚えがあった。確か、デモのときもシーラといっしょにいたはずだ。

「あたしにも楽しい尋じん問もんとやらが待っているの？」

　ダイアンは前を向いたまま皮肉げに訊きいたが、シーラは応こたえない。きっ、とダイアンは隣となりに位置する銀ぎん髪ぱつの少女をにらみつけた。

「あたしには何かを訊く権利もないってわけ？　ああ、そう、お偉えらいのね！　あなたたちはノールの占領軍ですものね。植民地の人間は人間じゃないってことなのよね。あーあ、領主の娘むすめって立場にも慣れなかったけど、新しいその立場にはもっと慣れるのに時間が必要なようだわ！」
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「ダイアン嬢、別に我々は……」

　大柄なほうの軍人が言いかけるのを、シーラは片手を挙げて制した。「あっはっは」と声を大きくして笑ったのは運転しているほうの若い軍人だ。

「さすがはご令れい嬢じよう、領主の娘に慣れないと言いながら、なかなかどうして、お気が強くていらっしゃる。一方の小こ僧ぞうは震ふるえ上がって口も利きけないようなのに。ねえシーラさま、むしろおれはそっちのご令嬢のほうなんじゃないかって気がしますけど。というより、その小僧じゃないなら他ほかの誰だと言われようとも信用しますよ」

「おまえは脳天気で羨うらやましいよ」ぼそりと牛によく似た顔と体格の軍人が言う。「おまえが言うように、もし違ちがってみろ。おれたちのほうこそ……ええい」

　太い首を振ふって自らの言葉を封ふうじこめる。何やら妙みような雰ふん囲い気きだった。アウルはきょろきょろ落ち着きなく車内を見回しながら、待ち構える運命に恐きよう怖ふするのとは別に、どこか釈しやく然ぜんとしないものを感じていた。

　いくら強ごう引いんなやり方を押し進めてきたパリスとはいえ、魔ま法ほう使つかいでも何でもない子供二人を、たかがデモに参加したからという理由だけで捕つかまえるだろうか？　それではさすがにゲイル・ライリーも黙って傍ぼう観かんはできまい。何より、捕まえた子供の一方はその領主の娘なのだ。

　体裁を気にしなくなった──ということは、それこそダイアンの言うように、パリスが本格的な軍事侵しん攻こうを開始する、という意味に取れなくもない。事態があまりに飛ひ躍やくしている感こそあるものの、いまのノールとパリスの緊きん張ちよう感ではまともなことのほうが起こりにくい気さえする。

　それともうひとつ気にかかるのは軍人たちの態度だ。あの身体からだのでっかいほうは、あるいはアウル以上に落ち着きなくそわそわしているし、シーラはさっきからずっと無言で、前だけをじっと見み据すえている。軍人としての毅き然ぜんとした態度、というより、まるで決死の戦場に向かう一兵士のようであり、近くにいるだけで、体毛が逆立ちそうなくらいにぴりぴりとした緊張感が伝わってくるのだ。

　ひとり飄ひよう然ぜんとしているのは運転手をつとめている若いほうだが、こちらもこちらでバックミラー越ごしにちらちらとやたらにアウルを見つめてくる。大分興味津しん々しんの様子だったが、むしろこの場合注目を集めるのはダイアンのほうだろうに、どうして──。

　そう思いかけ、アウルは血が凍こおるような思いに駆かられた。

　心臓が高鳴る。まさか……。アウルは改めてシーラの横顔を見つめた。一いつ瞬しゆん、こちらを窺うかがっていたらしいシーラと目が合う。ダイアンのときと同じく、すぐに逸そらされた。が、アウルの心臓はなおも早はや鐘がねを打ちつづける。意識しないままに鼻から荒あらい息が洩もれた。頭から血の気が引くあまり、ほとんど目の前が真まっ暗くら闇やみに閉とざされていく。

「おや」バックミラーでアウルを見つめていた若い軍人が片かた眉まゆを上げる。「顔色がひどく悪い。やれやれ、少し脅おどかしすぎちまったかな。水、吞のむかい？」

　座席の下から水すい筒とうを取り出してアウルに渡わたそうとしたが、アウルはうつむき、手を膝ひざの上でぎゅっと握にぎりしめたまま身み動うごきを取ろうとしなかった。車はなおも走りつづける。そのとき、ぱっと白い手が延びて水筒を奪うばい取った。

　ダイアンだ。蓋ふたを開け、じかに口をつけて吞みはじめる。喉のどを二、三回鳴らしたあと、「ふん」と言いたげに、呆あつ気けに取られていた運転手をにらみつけた。バックミラーにすぐさま運転手の苦く笑しようが浮うかび上がる。

「大したご令嬢だ」

　ダイアンはにらみつけたまま鼻で笑った。それは、怯おびえて身動きもできないアウルをも嘲あざ笑わらうかのようだった。が、すぐに目をまん丸にして口もとに手をやり、

「いやだ！　あなた、これ、直接口につけて吞んでいるんじゃないでしょうね！」

「うん？」ふたたびきょとんとした若い軍人は、すぐにまた大声で笑った。「安心しな、躾しつけはいいほうなんでね。ライリー家のお嬢さまよりは！」

「少し静かにしていろ」

　シーラが面おも白しろくもなさそうに言い放った。「へーい」と運転手は頷うなずき、ダイアンはもちろん烈れつ火かのごとく目を怒いからせたまま、返事もしなかった。

　当のシーラは、座席の上で震えている少年にまた横目を向けていた。濃こいブルーの瞳ひとみに、何がしかの確信がよぎる。

　同じく、疑ぎ惑わくを胸のうちで恐おそるべき確信に変えつつあったアウルは、目的地に着いたのにもしばらく気づかなかった。

　車の速度が落ち、エンジン音が腹を揺ゆさぶらなくなる。顔を上げたアウルは、窓の向こうに目を馳はせた。そこに──、

　まぎれもない、魔王城がそびえていた。




　魔王城の周囲は堅けん牢ろうに固められていた。やはりテロを警けい戒かいしているのだろう。軍用トラックが数台停とまっていて、装そう甲こう車が機き銃じゆうをちらつかせながら目の前を通り過ぎていく。牽けん引いん式の大たい砲ほうまでもが見え、広間の片かた隅すみには簡易式の兵舎が並んでいた。

　バリケードを張ってその前面を護衛していた兵士は、シーラの訪問を意外そうに迎むかえた。

「何者も通すな、と司祭から命令を受けているのだろう？」シーラは珍めずらしいことに微笑ほほえみを車内から投げかけた。「その何者に、わたしが含ふくまれていると知ってもいまさら驚おどろきはしないが。そうなのか？」

　兵士たちは相当に面めん喰くらった様子で顔を見合わせた。「お気の毒な言い方をなさる」とぽそりと若い軍人がつぶやいた。司祭との板いた挟ばさみにあわせているのをわざと知らぬげに、シーラは相手を追いつめているのだ。

「城内には調査隊が赴おもむいております。万が一のことでもありますれば……、その、報告のものもあとで向かわせるわけには」

「城内に魔ま王おうが潜ひそんでいて、わたしを待ち受けてるのか？」シーラは面白いジョークだと言わんばかりに笑った。「それは願ってもない事態だな。構わん、通せ」

　ごく当然のように片手を振ふってみせる。シーラたちの車はバリケードを越こえて奥へと進んだが、その後ろのほうでは兵たちがあわただしく動いていた。

「司祭に電話で連れん絡らくするつもりですよ」ごくりと唾つばを吞のんだ大おお柄がらな軍人が言う。シーラは微笑んだまま、

「安心しろ。いまの時間、司祭はホテルにはいらっしゃらない。どこへいかれているのかは知らないが、その程度の調べくらいはついている。我々に与あたえられた自由な時間は、まあ、一時間といったところか。それくらいあれば充じゆう分ぶんだ」

　さっきから笑みを絶やさないまま、口もとに手を当ててあちこち動かしている。作り笑いに凝こり固まった顔をほぐそうとしているらしい。慣れていないのだ。車から降りる際、ようやくもとの表情に戻もどっていた。

　当然、アウルとダイアンも降ろされる。どこか虚うつろな足取りでよろめいたアウルと正反対に、ダイアンはしゃきっと背筋を延ばし、まるでどこからでもかかってこい、というふうに左右についた軍人たちに厳しい眼まな差ざしをよこしていた。

「こんなところに何の用？　言っておくけど、あたし、別に魔王の知り合いなんかじゃないわよ。居場所を教えろって言われたって、知らないわ」鼻先でせせら笑う。「それとも、この中で拷ごう問もんめいたことでもするのかしら？　確か、それ専門の器具が飾かざられている場所も……」

「お望みならな！　急げ！」

　シーラは急に声を荒あららげて、ダイアンを驚かせた。腰こしのホルスターから拳けん銃じゆうをも引き抜ぬいている。ダイアンが思わず口をつぐんだ間に前庭を通り抜けた彼らは、そのまま正門から魔王城の中へと足を踏ふみ入れた。

　左右に、ガーゴイル像のある広々としたホールが全員を出迎えた。現在は観光地としても機能していないために照明が落とされている。外の暗さもあって、どこか寒々とした空気に満ちていた。

　心なしか、ダイアンの顔色も悪くなっているように見えた。それでも気き丈じように「どこへいこうっていうの」と軍人たちに訊きいたが、

「それはわたしたちが決めることじゃない」

　シーラは奇き妙みようなことを口にした。足を止め、むしろダイアンたちの出方を窺うかがうように少年少女の顔へ交こう互ごに視線をくれている。ダイアンの顔にふたたび血の気が戻った。

「ふざけないで。どういうつもり？」

　今度は応答がなかった。薄うす暗くらがりのホール内に彼女の声だけが短く反はん響きようする。沈ちん黙もくが数秒、つづいた。ダイアンの喉が上下する。車の中と異なってどこか怪かい奇き的なイメージのある場所だけに、そうした沈黙がよりいっそう無言の圧力を強め、目に見えない輪となってぎりぎりと心身を締しめつけてくる。

　息苦しそうに小さく喘あえいだダイアンは、

「な、何よ。訳のわからないことを言って、怖こわがらせようって言うの。ここがどこだかわかっている？　魔王城よ。あなたたちこそ怖がるべきじゃないかしら。そう……こ、ここにはね……ザベルがいるのよ！」

　自分自身、はっとしたように叫さけんだ。見る見るうちに表情に活力が舞まい戻ってくる。その力に促うながされてか、ダイアンはそのとき久しぶりにアウルの顔を見た。

「そうよね、アウル？　あたし、ここでザベルに助けられたんだわ。ああ……そうよ」何度も自分で頷うなずく。「あなたたち軍人に銃じゆうを向けられて。そう……こうも言っていたわ。〝また行方ゆくえ不明者が増える〟って……」

　軍人たちがぎくりとしたように顔を見合わせた。シーラも首を縦に振る。

「兵士たちも最初は確かに〝ザベルを見た〟と言っていた。が、詳くわしいことを聞き出すより早く、彼らは全員、司祭の手によって本国へ強ごう引いんに送り返されてしまった。いまはともかく、あのときはわたしにも秘密で彼らに城を調査させていたんだ。それを知られたくなかったんだろう」

「何よ、他人の顔をして」ダイアンは精いっぱいの力をこめてシーラをにらんだ。「そうよ、何もかもあなたたちのせいなんだわ。この前、お城の前であたしたちを襲おそったのだって、軍の仕し業わざなんでしょう。魔王のせいにするためにね！」

「何を……」

　シーラは反論するかに見えたが、ふと小首を傾かしげた。こつ、こつ、と足音を響ひびかせてホール内を数歩歩く。編みこんだ髪かみをふわりと揺ゆらして振り向いた軍服の少女は、意外な言葉を口にした。

「……なるほど。わからない話じゃない」

「隊長？」大柄な軍人──確か、アレンと呼ばれていた──が声を張り上げた。「まさか、そのような！　歩兵たちは奴やつらに襲われ、怪け我が人も大勢出たんですよ！」

「いや、待ってください」口を挟はさんだのはティギーという名の若い軍人だ。「最初に現れ、人を襲いはじめたのは飛ひ竜りゆうの群れだ。その後、我々航空機士が駆かけつけたときには、ザベルらしき獣けものがその竜たちと戦っていた。……考えてみれば、これも妙ですな」

「獣同士のことなど知るものか。テロリストに手て違ちがいでもあったんだろう。隊長は現にザベルと戦っていたじゃないか！　我々の敵なのは間違いない！」

「いえ、ですから」ティギーが手を挙げて猛もう牛ぎゆうの鼻息を阻そ止しする。「何もおれに確信があるわけじゃないですが。ただ、単純に考えるには妙な点が多すぎやしませんか、ってことですよ」

「そもそも、この任務そのものが妙だったのだ」

　シーラが断じた。数多くの謎なぞに取り巻かれる中にあって、彼女はひどく落ち着いていた。その目がある一点に注がれている。ただひとりの少年へ。

「いまここで騒さわいでも仕方がない。──アウル、といったな」

　アウルの背中が震ふるえた。シーラが近づいてくる。ダイアンと並ぶといくぶん背の低く見えるシーラだが、アウルよりは少しだけ上回っていた。後ろからその肩かたに手を置くと、シーラは相手にしか聞こえないような声で囁ささやいた。

「何も、すぐに銃じゆう殺さつしようなどとは思っていないから安心しろ。きみはここで、魔ま王おうである証あかしを我々に見せてくれさえすればいい。わたしたちがいま一番欲しいのは魔王のそっ首じゃない。確かな情報なんだ」

「な、何を言ってるんです？」アウルもまた、相手にしか聞こえない声で言った。

「勘かん違ちがいしてらっしゃいます。ど、どうかしてますよ。ぼくを、あの、魔王、だなんて……」

「きみだけじゃなく」シーラの青い目がきらめいた。「ダイアン・ライリーを連れてきた意味がわからないわけでもないだろう？」

　アウルは息を吞のみ、顔だけ後ろを振ふり向かせた。二人の軍人に挟まれた赤毛の少女がいる。不ふ審しんそうにこちらを見ていたが、アウルと目が合うと一いつ瞬しゆん、どんな顔をしたらいいかわからないふうに視線を泳がせた。アウルは顔を前へと戻もどして、

「……ラ、ライリー家の令れい嬢じようですよ。彼女をもし、き、傷つけでもしたら……」

「さすが、察しが早い。きみが魔王だとはわたしとてどうしても信じられないが、この目で見たんだ。一度会っただけだが、そのきみが、彼女を見捨てるはずがないとも確信している。……魔王の人ひと柄がらを信じてるなんて、確かに、わたしはどうかしてるんだ」

　シーラはにっこり笑った。さっきのつくり笑いよりもよほど自然なその笑え顔がおで、彼女はアウルを脅きよう迫はくしているのだ。

「こちらにはやり方がいくらもあるぞ。彼女の血を見たくないだろう？」

「だったら……せめて、ダイアンを帰してあげて。そうしたら」

　アウルは息苦しそうにそう言ったが、

「駄だ目めだ」シーラは首を横に振った。「魔将たちが脅きよう威いなのは間違いない。襲いかかってこられても困るからな」

　さっきは信じてると言ったくせに。──いや、だからか。ダイアンを盾たてにしている限り、ぼくが何もしないと、そう信じているのだ。そして確かにそのとおりだった。シーラはなおもアウルの耳に囁いた。

「時間がない。さっさと決断するんだ。こちらはダイアン・ライリーの命さえあればそれで充じゆう分ぶん人ひと質じちになり得うるんだ。たとえ手の一本、足の一本なかろうと……」

「わかった、わかったよ……だから」

　アウルはもうそれ以上聞きたくない、というふうに首を振った。アウルの見えないところで、シーラの顔にいくばくかの苦く渋じゆうが滲にじんだが、それを吞みこんでなお酷こく薄はくに笑えるくらいの覚かく悟ごが彼女にはあった。

「よし、じゃあ、案内してくれ」

　頷うなずいたアウルの後ろで、シーラが二人の部下に合図した。ダイアンを挟んだまま歩いてくる。

　そのまま、歩き出したアウルに先導される形で城内を進むこととなった。

「何？　何なの」ダイアンが不思議そうな声を出す。「もう！　誰だれかひと言でもいいから説明してよ！」

　応こたえるものもないまま、四人は中庭を横手に眺ながめる位置に差しかかった。アウルは悄しよう然ぜんと歩きつづけている。ガイツさんは怒おこるだろうな、と思った。何しろあの師し匠しようが一番嫌きらう教会連合の人たちを連れていくのだ。怒るどころじゃないかも。「侵しん入にゆう者」を撃げき退たいするために魔法を使うかもしれない。魔将たちはどうするだろう？　ぼくを裏切り者と責めるだろうか。ザベルは剣けんのような牙きばを剝むき、リュカールはその嘴くちばしでぼくをつんざこうとするだろうか。

　それでも、ダイアンの命には代えられなかった。シーラ隊長が魔王である証を発見して何をどうするつもりかさえぼくにはわからないけど、何とかガイツさんや魔将たちの安全を保障してもらおう。伝説の魔将たちだって、城の中にさえいれば誰も傷つくことはないんだ。

　──だけど……。

　アウルには別の意味での不安もあった。彼がいこうとしているのは、肝きも試だめしの際に通りかかった回かい廊ろうだ。そこで彼はルークに突つき飛ばされて、偶ぐう然ぜん秘密の抜ぬけ道を伝い、隠かくされていた地下層へと入りこんだ。アウルがいまのところ知っている地下層への道は、外の丘おかにある入り口をのぞけばそこ一ヶ所だけだ。

　が、そこにいけば入り口がわかるとは限らない。何しろ五〇〇年もの間、誰も発見できなかったのだから。あるとわかって探していてさえ、発見は困難を極きわめるだろう。もたもたしていたら、シーラが騙だまされたと思うかもしれない。脅おどしのためにダイアンの手足を撃うとうとするかも……。

　そう思ったとき。

　いきなり地じ響ひびきのようなものに足もとをすくわれ、アウルは前のめりに倒たおれた。「うわあっ」と後ろのほうでシーラたちの悲鳴も聞こえる。すぐに揺ゆれはおさまった。しばらく辺りをそろそろと警けい戒かいしてから、立ち上がろうとする。

　と、後ろからさらに悲鳴が聞こえてきた。今度はダイアンがやたらに甲かん高だかい声をあげている。地響きはおさまったはずなのに──と思いながら振り向いたアウルは、ダイアンたちの向こうに奇き妙みようなものを目もく撃げきした。

　球体がいくつか、こちらへ転がってきている。直径は、人間の背せ丈たけのおよそ二倍。一瞬、アウルには最初その正体がわからず、茶ちや褐かつ色しよくの、何やらうじゃうじゃとした突とつ起き物があちこちから生えているように見えた。

　近づいてくるにつれ、やがてアウルの目にもはっきり見えるようになってきた。突起物の群れは手であったり、足であったり、頭であったりした。アウルはぽかんと口を開けていた。

　それは──そう、死者の群れ、レギオンだった。
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　なぜ、どうして、どこから、どうやって……。

　たくさんの疑ぎ問もん符ふが一挙に押し寄せてきて、アウルの脳のう裏りいっぱいを占しめた。

「き、貴様！」

　上ずった声をあげながらアウルの肩かたを摑つかんだのはシーラだ。片手では拳けん銃じゆうを構えている。

「魔ま将しようたちを呼んだな！　こちらが本気でないと、まだわからないのか！」

「ぼ、ぼくは……」

　アウルはシーラを見ようともしなかった。魔将たちを呼んだ？　いつ？　ガリオン・ローブもないし、ローラナの意識さえ感じられないのに、いったいどうやって？

「た、隊長、こっちへ来ます！」

　アレンがどたどたと足を踏ふみ鳴らして逃にげてくる。ティギーもその隣で銃を構えながら下がってきた。

「撃ってよろしいか、隊長？」気取った言い方だが、さすがにティギーの顔もこわばっている。「人間じゃない相手に、わざわざ確かく認にんするのも馬ば鹿からしいが、くそっ！」

「待て！」

　シーラは前方で立ちすくんでいたダイアンの手を引いて、そろそろと後ろへ下がりながら叫さけんだ。彼女はふたたびきっとアウルをにらみ据すえ、

「奴やつらを引っこめろ！　逆にこっちを脅きよう迫はくしているつもりでも無む駄だなことだぞ。わたしは教会への反逆罪になりかねない覚かく悟ごだってしているんだ！」

「ぼくは知らない！」

「噓うそを言うな！　さっき、自分でも魔王だとほとんど認め……」

「隊長！」

　アレンがまた、顔と体格に似合わない甲高い声をあげた。ごろごろ転がってきた、ほとんど見た目にはでかい肉団子のようだったレギオンたちが、一〇メートルほど手前の距きよ離りで静止したかと思うと、いきなりぱっと砕くだけ散ったのだ。

　土くれは通路だけでなく、壁かべや天てん井じようにも飛び散った。それぞれの場所でそれぞれの四し肢しを得た亡もう者じやたちがぐるりと首こうべを巡めぐらせる。その数はどう少なく見積もっても二〇〇は超こえていた。通路いっぱいに埋うめ尽つくされ、壁や柱、天井は貼はりついた無数の体皮によってほとんど色が変わっているようにも見える。

　彼らは、シューっという低い唸うなりを発した。ただれたり、裂さけたり、上半分がなくなっている唇くちびるはそれぞれ滅め茶ちや苦く茶ちやに動いているのにまるで言葉にならない。渦うず巻まく魔法の力によって、彼らとて城内ではしゃべれるはずなのに、と一いつ瞬しゆんアウルは思った。

　考えている余よ裕ゆうなど次の一瞬であっという間に吹ふき飛ばされた。レギオンたちがそれぞれの場所からいっせいに駆かけ出してきたのだ。古めかしい回かい廊ろうを染めていた汚きたならしい茶ちや褐かつ色しよくそのものが、回廊を置き去りにしたままどっと一気に押し寄せてきたかのようだった。

　銃声が鳴り響ひびいた。シーラだ。

「逃げろっ！」

　ほとんど張り裂けんばかりに顔を歪ゆがめて叫ぶ。ダイアンの手を引いたまま走り出した。ティギー、アレンが同じく発はつ砲ぽうしながらその後ろにつづく。が、一瞬、アウルは立ち止まってしまった。どうすれば一番正しいのか、まるで判断がつかなかったからだ。レギオンと合流して、このまま地下へいけば──いや、でも駄だ目めだ……まだダイアンが人ひと質じちになっている──。

　すでに先頭のレギオンが迫せまっていた。手足を床ゆかについて獣けもののごとく一直線に走ってくる。その頭を銃弾で吹き飛ばされても、まだ肉体は走っていたが、アウルに追いすがる寸前に横よこ倒だおしになった。次のレギオンが天井から降りかかってくる。アウルはよろめいた。

　頰ほおにざっと痛みが走ったかと思うと、血のりが床に散った。アウルは信じられない思いで、赤く染まったレギオンの爪つめがふたたび振ふり上がるのを見ていた。

「馬鹿！」

　シーラが吠ほえるのと同時に、後ろからアレンがアウルの細ほそ腕うでを摑んで引っぱった。あまりの怪かい力りきにアウルの足が宙に浮ういた。

「走れ、走れ！」

　足音と複数の息いき遣づかい、そして亡者たちの鳥とり肌はだが立つような唸り声。

　ぐらりとふたたび地響きが襲おそった。世界そのものが二つに裂けたようにアウルには思えた。生きた人間と、死んだ人間の世界。いや、もともと二つに分かれていたはずだ。それがいまの地じ震しんでひとつになってしまったため、レギオンは現れたのだ──。

　魔王城の異変はそれだけに留とどまらなかった。アレンに手を引かれて走らされていたアウルは、目の前に黒々とした大きな穴が広がっていくのを見た。通路にでも床にでも、天井にでもない。

　言うなれば、空気そのものに穴が開いていた。

「な、何だ！　新手の魔ま物ものか!?」

　先頭のシーラが足を止めかけた。黒い穴はぐんぐんと大きくなっていく。

「わっ、待て……！」

　シーラがあわてたように言った。手を摑んでいたダイアンが、そのまま走り出そうとしたのだ。ダイアンは前を見ていなかった。後ろから迫りくるレギオンだけに気を取られていて、逃げようとするあまりに前方の穴に気づいていなかった。

「うわあっ」

　あげた悲鳴もろとも、二人は穴に吸いこまれて姿が見えなくなった。あっという間の出来事だった。

「隊長！」

　叫んだティギーはアレンと顔を見合わせた。決意を固める間もなかった。穴は一気に他の三人が立っている場所にまで押し寄せてきたのである。

　当然、アウルも闇やみに吞のまれた。強い風がごうごうと吹いていた。最初、その風に背中を押されているのだと思った。だが違ちがった。風は前から吹いていた。どこかでか覚えがある──ちらりとそう思ったアウルは、同じような記き憶おくを無意識のうちにたぐっていた。

　そう……あれは……確か、ルークに突つき飛ばされて……。

　落ちていく！

「ローラナ！」

　アウルはほとんど無意識のうちに叫んでいた。瞬間、何かに包まれるような感かん触しよくとともに風はおさまり、気がつけば、冷たい床に尻しり餅もちをついていた。

　すぐ脇わきで、同じくぺたりと座りこんでいたシーラがいきなり立ち上がったかと思うと、銃をあちこちに向けていた。ティギーとアレンもいる。

　広々とした空間だった。間違いない。ここは、あの玉座の間だ。ルークに突き飛ばされ、最初にアウルが降り立った場所。ということは、広がっていったあの穴は、アウルが落ちた秘密の入り口だったのだろうか。しかしなぜそれが巨きよ大だい化し、アウルたちを吞みこんだのかはわからない。

　がらんとした空くう洞どうめいた広間の中央に、ひとつの椅い子すがあった。背もたれの上に魔ま王おうのエンブレムが象ぞう嵌がんされている。アウルの喉のどが上下した。ガイツの言葉を思い出す。──ローラナがいなくなった？　そんなはずはない。いま、確かにアウルたちを受け止めたのは……。いや、だけど、レギオンたちとはまるでコミュニケーションが取れなかった。頰に手をやると、まだ血が滴したたっている。

　彼は玉座に近づいた。どうせ魔法には詳くわしくないのだから、考えたところで答えが出せるはずもない。座ってみればはっきりする。ローラナが、あの元気な声を聞かせてくれさえすれば何もかも解決するのだ。

　アウルは腰こしを下ろしてみた。何も起こらない。お尻の位置を調整して改めて座りなおす。何も起こらない。アウルはいったん立ち上がり、もう一度腰を下ろそうとした。

「動くな。こちらを向け」

　声のほうを向くと、シーラの構えた銃口と目が合った。思わず跳とび上がりそうになったアウルに、

「我々を罠わなにかけたな」ぎらぎらと目を光らせてシーラは唸うなった。「やはり、貴様こそが魔王だ。いまこの場で撃うち殺されたくなかったら、両手を挙げて床に這はえ！　もう容よう赦しやしないぞ！」

　少女の名残なごりを留とどめた顔立ちだけに、眉まゆを吊つり上げ、ほとんど目を白目に剝むいた表情がいっそう恐おそろしい。

「ま、待ってよ。ぼくは本当に何も知らないんだ！」

「黙だまれ！　もう騙だまされるものか！」

　アウルはほとんど息を止めたまま、誰だれか助けてくれないかと辺りを窺うかがった。ティギーは銃を構えたまま広間をうろうろしていて、アレンは息を吞んだ顔つきでアウルとシーラのやり取りに注目している。

「……ダイアンは？」

　その疑問がぽつりと声になって洩もれ出た。

「知るものか」シーラは冷れい酷こくに言った。「どうせ、貴様が我々の手の届かないところへ連れていったのだろう。さあ、早く言うとおりにしないか！　次はザベルを呼び出す気か？　それともリュカールか？」

「リュカールはこの広間にはおさまらんでしょう」ティギーがまぜっ返すと、

「黙れ！」癇かん癪しやくを爆ばく発はつさせた。

　しかしアウルは構っていられなかった。ダイアンがいない！　あの穴の中へシーラとともに吸いこまれたはずなのに。アウルはまた椅子のほうへ向き直った。そうだ、魔鏡を呼び出せば……と思いつく。あれなら、魔眼を通じて城内の至るところを見られるはず。ああ──でも駄だ目めだ！　ローラナがいないんじゃ、それもできない！

　とにかく、もう一度だけ座ってみよう、と腰を落としかけたとき。

　こつこつと響ひびいてくる足音が聞こえた。それもひとつではない。「ダイアン!?」と叫さけびかけたアウルの声は、同じく響いてきた別の叫び声に搔かき消された。

「ちくしょう！　何だってんだよ。誰かひと言でもおれに説明しろ！」

　先ほどのダイアンの言葉とよく似ている。が、無論ダイアンではなく、男の声だ。他ほかに複数の声も聞こえてきた。

「騒さわぐな！」

「お、落ち着くんだ、ロカ。なあ、軍人さん、何もここでひと思いに殺そうってわけじゃないだろう……。それなら、他の場所だって構わないわけだし……」

「うるせえ、手て前めえがしたり顔で説教するな」

「大人しくしろと言っている！　撃ち殺されたいか！」

　一瞬、アウルはシーラと顔を見合わせた。反射的に、「知らない」というふうにかぶりを振ふる。シーラはそれでも疑わしそうにアウルを見ていたが、足音が大きくなってきたので、即そく断だんを要求された。アレン、ティギーを促うながして、玉座の後ろに位置する柱の陰かげに隠かくれる。

　アウルもそれに倣ならい、別の柱へと移動した。シーラには「知らない」という顔をしたが、実際のところ、声には聞き覚えがあった。それも二つ。「ロカ」という名前からして、おそらく……。

「おお」

　別の声がした。打ち震ふるえるようなその声の主は、広間の入り口近くで立ち止まっていた。

　どくんとアウルの心臓が高鳴った。すぐに中へ向かって進み出てきたその人物につづいて、数人の男たちが姿を見せる。うち二人は、確かに顔を見知っていた。が、アウルの目はすでに彼らを見ていなかった。最初に現れた人物のほうに釘くぎづけになっていた。

　それもまた、見たことのある男だった。黒く、長いローブですっぽりと身を覆おおい、同じく黒色の、艶つやのある長い髪かみをなびかせて歩いてくる。彼はまるで、広間そのものの出で迎むかえを歓かん迎げいするかのように両手を広げていた。

「三〇〇年。そう、我ら魔王の血統が断だん裂れつしてすでに三〇〇年になるか」謳うたうような声を紡つむぎ出す。「祖先には気の遠くなるような年月だったかもしれぬ。だがいま、わたしはここにいる。父よ、祖父よ、曾そう祖父よ、あなたたちの流した血と憎ぞう悪おの涙なみだは決して無む駄だではなかった。その結けつ晶しようがいま──まぎれもない、レイナー家最高の魔法使いが──この城に降り立ったのだから」

　レイナー・レイバック。その名が、薄うすら寒い風をともなってアウルの胸中を吹ふき抜ぬける。

　彼につづいた三人の男たちは、年とし恰かつ好こうこそばらばらだったが、後ろ手に手て錠じようをかけられているという奇き妙みような共通点があった。そのうちひとりは、一〇日ほど前にダイアンをさらったテロリスト──ロカだ。黒い巻き毛がアウルと似ているが、目つきは以前に会ったときよりさらにぎらついていて、さながら囚とらわれの獣けものじみている。

　そしてロカのすぐ隣となりで震え上がっているのは、他ならぬゼットだった。パリスに捕つかまって以降行方知れずになっていたのだが、いまのところは無事らしい。怪け我がはしていないし、消しよう耗もうしきった様子もない。もうひとりは見覚えのない囚しゆう人じんだった。ロカとゼットの顔ぶれからすると、おそらく彼もパリス軍に捕まった魔法使いなのだろう。

　そして、三人の後ろからさらに別の人物が現れた。今度はシーラが眉をひそめる番だった。その男はパリス軍地上部隊の制服を着ていて、三人の囚人に後ろからライフルを突つきつけていた。

「いやはや、ここか！　何ともはや、伝説にはほど遠い場所だな。ここを見せてもなかなか魔ま王おうの真の玉座だとは信じてもらえまい。少し期待外れだったのではないかね？」

　レイナーはうっすらとした笑えみをたたえたまま何も言わなかった。口くち髭ひげを生やした軍人はふんと鼻を鳴らし、

「まあいい。とにかく、これでおまえの言っていた準備とやらはすべて調ととのったはずだな。おまえの持っている古こ文もん書じよではここへの入り方は書いてないと聞かされていたから、少しは肝きもを冷やしたが。一応、訊きいておくが、どうやったのかね？　兵たちに調べさせても入り口は見つからんかったようだが」

「魔法ですよ」簡潔にレイナーは答えた。「レイナー家が、古文書の片割れを頼たよりに解き放った禁断のデススペル。人格をわざわざ複数にわけるのではなく、他人の魂たましいを利用して物質に宿らせ、我が肉体同然にするという──まあ、説明してもわかりますまい」

「いまので訊く気も失うせたよ」

　肩かたをすくめた軍人の顔には、「魔法使い風ふ情ぜいが」という嘲あざけりが露ろ骨こつに浮うかんでいた。息をひそめて見守っていたアウルにも、彼らの話している内容はほとんどわからなかったが、次に二人が交かわした会話を耳にして驚おどろいた。

「とにかく、これで魔王城はおまえのものなのだな？　それは間ま違ちがいないのだな？」

「ええ。バァル・ローラナを眠ねむりにつかせた初期段階はとうに過ぎ去り、わたしのかわいい魂たちは魔王城のあらゆる機能を掌しよう握あくしつつあるはずです。が──、完全にするためには、もう少し魂の数が足りないようですな」

「念のためにと連れてきた甲か斐いがあったというわけか？」

　三人の囚人を見やった。どこか嫌いやそうな目つきで、

「やるならさっさとやれ。あれは、おまえら魔法使いなどと違って、まともな神経の持ち主が何度も直視に堪たえられるものでもない」

「承知」

　レイナーは薄く笑った。この世の贅ぜい沢たくをし尽つくした女王とて、宝の山を積つんででも側そばに置いておきたいと願うのではないかという妖あやしさと引き換かえに、その笑えみからはどこか生気が失われていた。

「な、何だよ」

　がしゃりと手錠を揺ゆらしてロカが言った。レイナーが囚人たちのほうへ向き直ったのだ。

「話には聞いている」一方のゼットは震えてはいたが、勇気を失ってはいなかった。「あんたが、ロカをたぶらかした張本人だな。こいつは純じゆん粋すいなんだ。何でも言われたことを信じちまう。その純粋さを、おまえは利用したんだな！」

「黙だまれ、ゼット！」

　ゼットの言葉を阻そ止ししたのはむしろかつての相棒だった。いったん気け圧おされたかのように見えたロカは、叫さけんだことで自分を取り戻もどしたのか、すぐに野性じみた眼光をぎらつかせて吠ほえかかった。

「ちくしょう、おれはあんたを信じてライリー家の令れい嬢じようをさらったっていうのに！　あのときいっしょに語った、魔法使いたちの楽園の夢はでまかせだったのか！」

「噓うそではないよ」レイナーの笑みは相手を選ばず、常に一定のようだった。「いまでもそのつもりさ。さあ、わたしといっしょにその夢を追いかけよう。まずは、きみからだ」

　レイナーは、怯おびえるあまりか、さっきからひと言も口を利きいていなかった四〇年配の男へ手を差し伸のべた。ほとんどたおやかといっていいその手から、瞬しゆん間かん、無色透とう明めいの波動が広がるのをアウルは感じた。

　激しい頭痛がした。それは凄すさまじく強い魔法を意味していた。精せい霊れいに干かん渉しようするその力が強いあまり、周囲の人間にさえ影えい響きようを与あたえてしまうのだ。

　手を差し伸べられた男が、いきなり白目を剝むいた。ぽかんともの問いたげに開いた口から泡あわがこぼれる。口はさらに開いた。おそらく本人の意志とは無関係に。内側から何かがあふれ出てきた。今度は涎よだれや泡ではない。光り輝かがやく珠たまのような物体だった。

「あ……う」

　アウルもその苦痛の何割かを味わっていた。思わず呻うめき声が洩もれたが、それよりもゼットやロカの悲鳴のほうが凄まじく、幸いにもレイナーや軍人には聞こえなかった。

　光の珠は男の口から離はなれると、ふわふわと宙を漂ただよってレイナーの手へ吸いこまれていった。と、左手首にはめられていた腕うで輪わが同じ色の光を放ち──どちらの光もすぐに消え失せた。

　男はどうと前のめりに倒たおれた。ロカもゼットも悲鳴をほとんど同時におさめ、奇妙なくらいに場が静まり返った。男はそのまま動かない。レイナーは微笑ほほえみひとつ崩くずさないまま、ロカのほうを向いた。

「さあ。次はきみだ。見ただろう、たとえ肉体が失われようとも、その魂は常にわたしとともにある。いっしょに魔ま法ほう使つかいの楽園を築こうではないか。きみはそのためなら何の犠ぎ牲せいも辞さないと言ったはずだよ」

「い……嫌だ。嫌だ、嫌だ、嫌だ」

　ロカはあとずさろうとして、足首をひねってそのまま後ろに倒れた。レイナーが近づく。ロカの顔がこれ以上ないくらいの恐きよう怖ふに彩いろどられた。瞬間、

「逃にげろ、ロカ！」

　ゼットの大声が鳴り響ひびいた。彼は嫌そうに顔を背そむけていた軍人の隙すきをついて、レイナーめがけて駆かけ出していた。「うおおおお」と吠えながら肩からぶち当たろうとする。レイナーは少しもあわてなかった。あらかじめ決められていた段取りをこなすかのようなごく自然な動作で、左手を突つき出す。

　やめろ──！

　叫び、柱の陰かげから走り出そうとしたアウルは、またも強い魔力に打たれて身動きできなくなった。

　ゼットの勇ましい顔つきから力が失われた。突とつ然ぜん眠ねむ気けに誘さそわれたかのようにとろんと弛し緩かんし、身体からだも腰こしから崩れ落ちる。レイナーの腕輪がまた輝かがやいた。

「あ……」

　アウルとロカはほとんど同時につぶやいた。ロカは腰を落としたまま、膝ひざを床ゆかに擦すりながら必死になってゼットのほうへ近づいた。

「ゼット。ゼット、ゼェーット！」ロカの顔は涙なみだと鼻水でくしゃくしゃになっていた。「動け。動け、動け！　くそったれのゼット、老いぼれのゼット！　手品の下手なゼット、動けよおお！」

　レイナーはそのロカの背中めがけて手を突き出そうとした。わんわん泣きじゃくるロカは気づかず──いや、あるいは泣き、叫ぶことで訪おとずれるであろう恐怖から逃とう避ひしようとしていたのか──ただただゼットの名を呼びつづける。

　レイナーの手から、三み度たび、魔力の波が広がり──かける寸前、

「やめろっ！」

　柱の陰からぱっと飛び出した小こ柄がらな影かげがあった。胸を摑つかんで苦しさに耐たえていたアウルがはっと顔を上げる。

　シーラ・アランスは両手で拳けん銃じゆうを構えていた。かつては、軍人ごっこ遊びをやっているほんの少年のようだった姿が、いまや英えい雄ゆうのそれのようにアウルには見えた。

「それ以上動くな、魔法使い。おまえもだ！」

　レイナーは手を止めていた。この場において、一番驚おどろいているのはしかし彼ではなく、「おまえ」とシーラに呼ばれた軍人のほうだった。

　シーラにつづいて飛び出したティギーとアレンとが分担して、それぞれに銃を突きつける。髭ひげを生やした軍人の顔色は蒼そう白はくになっていた。

「おや、誰だれかと思えば」心中、決して穏おだやかではないだろうに、ティギーは普ふ段だんどおりにからかってみせた。「増ぞう援えんとしてやってこられた異い端たん審しん問もん局所属第八歩兵部隊の隊長、ギプロさまではありませんか」

「説明してもらおうか」

　シーラはギプロをにらみつけた。その目が燃えている。まるで状じよう況きようはわからなかったものの、それでもシーラは、ようやく謎なぞの中ちゆう枢すうに迫せまっているという実感にこの上もない興奮を味わっているようだった。

　ギプロは白くなった顔をうつむかせていた。シーラの銃じゆう口こうが、今度はレイナーのほうへ移動する。

「おまえはその男から下がれ。……アレン、その男から手て錠じようを外し、魔法使いにかけろ。両手を自由にさせておくと厄やつ介かいだからな」

「了りよう解かい」

　アレンが頷うなずき、まだすすり泣いているロカの近くに屈かがみこもうとした。シーラはこの場を支配している興奮に頰ほおを染めていた。間ま違ちがいなくもう少しですべてがわかる、すべてが解決する。それをこのシーラ・アランスがやるのだ、とその目が訴うつたえていた。

「うぐわあああっ!?」
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　叫さけび声が轟とどろいた。レイナーが、引っこめていた手をまた突き出したのだ。無造作に。ロカの背中が二度、三度と波打って、やがてその口から光の珠が現れ、またもレイナーの腕輪へ吸いこまれていった。

「き、貴様……」

　あまりの出来事にシーラの顔と声はわなないていた。レイナーはまたあの笑えみを覗のぞかせ、

「手錠をかけるのだろう？　その前に、やりたいことはやっておかなければね」

　事もなげに言ってのけた。ロカのほうへ突き出していた手を持ち上げようとする。シーラの目がきらめいた。

　引き金を引いた。レイナーの足を狙ねらい、数発撃うちこむ。ほぼ至近距きよ離りの射しや撃げきだ。外すはずがなかった。

　確かに狙いは外さなかった。しかしレイナーはなおも笑みを持続させている。弾だん丸がんは彼の足に届く寸前で停てい滞たいしていた。周囲に空気の渦うずをまとわりつかせながら。

　アウルは愕がく然ぜんとしていた。魔ま法ほうの仕し業わざだ、とはわかった。風の精せい霊れい力に働きかけているのだろう、とも。かつて、風を操あやつるのを得意とする魔法使いたちは、降り注ぐ矢をも受け止めていたという。だが、それを銃じゆう弾だんに応用できる魔法使いの話などアウルは聞いたこともなかった。もしそんなことが可能なら、魔法使いはいまだに天下を支配していたはずだ。

「さすがに魔王城だ」レイナーは額に手を当てた。「その銃をまずは壊こわしてもよかったが。ここに及およんで、銃弾も止められないようでは魔王の意味がない。試ためした価値はあったよ」

　レイナーは冷や汗あせを拭ぬぐっているらしかった。さすがの彼も銃弾を受け止めた経験はないらしい。が、その言葉の意味するところを悟さとったアウルはなおも深い絶望に叩たたき落とされた。彼は魔王城に渦うず巻まく魔力を我がものとしているのだ。つまり──実質、すでに彼が魔王のようなものだった。

　シーラは足を踏ふん張り、なおも銃を構えた。

「こ、このっ！　撃て、撃てえ！」

　ティギーとアレンも立てつづけに引き金を引く。銃声がアウルの鼓こ膜まくを震ふるわせつづけた。立ち昇のぼる硝しよう煙えんがうっすらとレイナーの姿を遮さえぎる。

　その煙けむりが晴れたとき、レイナーはその手をシーラめがけて延ばしていた。

　シーラの膝ひざが落ちる。銃弾はすべてレイナーの足もとに転がっていた。と、

「ま、待て、レイナー！」ティギーとアレンより早く、ギプロのほうがあわてた声を出した。「それでは、我らの計画も……！」

　アウルは目を閉じていた。

　シーラがばったりと倒たおれるのを見たくなかったわけではない。彼は先ほど、「ローラナ！」と叫んだとき、彼らを受け止めたあの感覚を信じた。信じるしか他ほかなかった。

　レイナーはローラナに認められたわけではないらしい。レイナー自身が言っていた。「眠ねむらせているのだ」と。ならば、届け……この手が。せめて、あれを動かすくらいには！

　アウルはこのとき、根本的なことをひとつ忘れかけていた。しかし──というよりも、だからこそ彼は信じることができた。

　心の中にもうひとつの自分をつくり出す。その自分が心と身体からだの殻からを打ち破って外へと放たれる。たったひとつでいい。何も、魔ま将しようを操あやつったときのように複数じゃなくていい。たったひとつ。それも小さな手。

「くそぉ！」

　アレンが雄お叫たけびをあげた。銃では効果がないと判断したか、先ほどのゼットのようにレイナーめがけて体当たりをぶちかまそうとする。

　レイナーはギプロの叫びを無視し、なおもシーラに手を延ばしていたが、すぐにアレンへとその矛ほこ先さきを変えた。超ちよう然ぜんとした態度と視線は、まるでアリの巣を見下ろすときの人間のそれと似ていた。おまえらにわたしは傷つけられない。どんなにもがこうと、あがこうと。その気になれば、ほら、たった一いつ瞬しゆんで踏み潰つぶすことができる。

　まるで見えない壁かべに阻はばまれたかのように、アレンの全力疾しつ走そうは数秒で途と絶だえ、その代わりに床ゆかへうずくまった。

「次は航空機士の魂たましいか。悪くない──」

　レイナーがいっそう陰いん惨さんな笑みを深めたそのとき。

　突とつ如じよとして黒い壁が目の前に立ちはだかった。「なにっ」と低い声を発して後ろへ跳とび退のく。壁は床を移動しつつ、レイナーへ勢いよく迫った。レイナー自身もまた、滑すべるように床を移動した。足もとに人間の女性によく似た姿が複数貼はりついている。ただしそれは小さく、しかも半はん透とう明めいだった。薄うす布ぬのをまとった美女たちに運ばれながらレイナーは迫せまり来る第二、第三の壁から逃のがれた。その途と中ちゆうで「逃にげろ」という誰だれかの叫さけび声が聞こえた。

　レイナーは魔鏡から距離を置いた。一回目を閉じ、次に見開いたとき、壁は──突如として玉座の間に現れた『魔鏡』は、動きを止めた。

「ほう……」

　感かん嘆たんの声を洩もらす。航空機士二人、そしてシーラはすでに姿を消していた。

　レイナーの足もとからも、半透明の女性たちの姿が消えていた。彼が『形』を与あたえた風の精霊たちだ。

「魔法使いがいたか。魔鏡を知っていて、しかもその『感かん触しよく』を知っているとなると……ローイェ家の子孫か、あるいは」

　ぺろりと舌なめずりする。奇き妙みように青黒い舌だった。広間に残されているのは、動きを止めた魔鏡が三つ、倒れ伏ふした三人の囚しゆう人じん。そして最後のひとりであるギプロは顔を真っ赤にして怒おこっていた。レイナーへ怒ど鳴なりかかる。

「何をしている!?」

「わたしにどうせよと？」レイナーは見た目よりは幅はば広ひろの肩かたをすくめた。「シーラ王女を追って、殺せばよいのですかな？　いまさっき、あなたは計画のために殺すなと命じたように思えたが」

「そ、それは……」

　赤い顔色が一気に血の気を失って青ざめる。黒い軍服に包まれているたくましい肉体がわなわなと震えていた。

「し、しかし、わたしは顔を見られた……。よりによって、魔法を使ったおまえといっしょにいるところをだ……。こうなれば──い、いや、しかし──それでは」

　眉み間けんにきつくしわを寄せ、視線も虚うつろで定まらない。そんな彼を眺ながめていたレイナーは、半ば興味なげに切り出した。

「その悩なやみ、わたしが解決して差しあげましょうか」

「なに」ギプロはぎょろっと目を剝むいた。「おまえに何が……そ、そうか。魔法で、何か……」

　希望に輝かがやきかけたギプロの顔へ、すっとレイナーの手が延びた。

「そのとおり。魔法ですよ」

　数秒後、うつ伏せになったギプロの顔からは苦く悶もんのしわが消え、確かにすべての悩みから解放されたように見えた。

「さて」

　事もなげにレイナーは改めて広間を見み渡わたした。

「まだローラナの意識がわずかながら残っているということか。が、すべてが我が肉体同様になるのももはや時間の問題。神の敷しいた筋書きもこれでおしまいだ。あとは、そう……魔の導くこの手が世界をつくり出す時代の到とう来らいだ」
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　四人が息を切らしながら長い階段をひた降りていく。

「坊ぼう主ず！」ティギーが後ろを気にしながら声を出した。「今度はどこへいく気だ!?」

　今度も何もない。魔ま王おう城に入ってから、自分の意志で移動するのはいまがはじめてだ。が、説明している暇ひまなどなかった。ティギーもアレンもこっちを疑ってはいるだろうが、いまのところはついてきている。他ほかに道がないからだ。

　アウルにいの一番に喰くってかかりそうなシーラはしかし、無言だった。走りながらも心ここにあらずといった感じがした。

　階段は真っ暗だった。以前なら、アウルの意を汲くみ取ったローラナが火の精せい霊れいを灯ともしてくれていたのだが、灯あかりは手近なところにないし、地下へいくにつれて窓から入ってくる陽光もなくなったので、気を抜ぬくと階段を踏ふみ外して転げ落ちそうになる。しかしアウルは速度を緩ゆるめなかった。振ふり向くと、そこにあのレイナー・レイバックがいるような気がしてならなかった。あの手が延びてくる。青白い手。恐おそろしいほどの魔力を秘ひめたその手が。

　階段を下り終えると、石の柱が低い天てん井じようを支える通路に出た。こちらにも灯りはない。いくつか道が交差していたが、アウルは記き憶おくを頼たよりに道を選んで走り出す。シーラたちがついてこようがこまいが構わなかった。

　数分ののち、地下の大広間へと辿たどり着いた。現在はガイツが研究所に使用している空間だ。

「おうっ」

　出し抜けに、広間の大半を占しめる棚たなから人ひと影かげが飛び出してきた。指の先に火を灯している。その火がアウルの顔を照らし出した。

「何と、アウルか！」頭ず巾きんつきのローブをまとった老人が、目を丸々とさせる。「いままさに、あの出入り口を手動で開いた帰りだったのだ！　魔王城の調査をしていてな、それが可能だと知った。少し他の人間に発見されやすくはなるだろうが、これからは以前のようにあの入り口からここへ来られるぞ。しかしまさかおまえがひと足早く訪おとずれていようとは……うん？　どうやってここまで来た？　別の入り口でも見つけたのか。いやはや、おまえには驚おどろかされることばかりじゃな。ローラナの意識はまだ何も感じられんというのに！　見ろ、いつもは地下を照らしていた灯りのひとつもなくなってしもうた。万が一のためにと、ここに設置していた魔鏡さえ、何も映し出さん。ああ、それから……」

　とにかく、ガイツは一週間ぶりに会うアウルに伝えたいことが山ほどあるようだった。が、それはアウルのほうとて同じだ。べらべらとまくしたてる老人の隙すきをついて大声を出そうとしたそのとき、

「誰だれじゃ？　そこにいるのは！」

　顔をこわばらせたガイツが、指先に灯した火の精霊をアウルの肩かた越ごしに投げかけた。そのすぐ後ろで、ごうっと人の背せ丈たけにまで立ち昇のぼった火柱がシーラたち三人の姿を映し出す。

「魔法使い……!?」

　思案に暮れていたシーラの顔がはっと現実へ引き戻もどされた。ふたたび拳けん銃じゆうを構えようとしかけ、

「パリスの軍服だと!?」

　同じく、はっとなったガイツが片手の杖つえを構える。

　双そう方ほう、アウルを挟はさんで互たがいの武器を突つきつけ合う格好となった。

「アウル、おのれ、つけられたな！　不用意に城内へ入ろうとするからこうなるのだ！」

「アウル、説明しろ。こいつ、何者だ！」

　どちらもアウルへ向けて大声を出し、それからはたと見つめ合った。少しの間ののち、「どういうことだ？」とガイツが地の底から這はい上がるような声を出す。

「アウル、よ、よもや、貴様、裏切ったか。魔王である貴様が、教会連合と手を結ぶなどと……」
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「アウル、やっぱりおまえが魔王だったのか！」

「許さんぞ！　魔法使い同士の掟おきてを破ったものには、相応の報むくいがあるのじゃ。生まれてきたことを後こう悔かいするほどの苦しみを受けてもらう！」

　広間中が大おお騒さわぎだ。アウルの頭上で言葉を投げかけ合う両者は、いまにも銃と杖から必殺の一いち撃げきを繰くり出しかねず、挟まれる形となっていたアウルは、しばらくおろおろとしたあと、「わーッ！」と出し抜けに生しよう涯がい最高の大声を張り上げた。

「待って。いまは言い合ってる場合じゃないんだ！　ガイツさん、レイナー・レイバックがいまこの上にいるんだよ！」

　きょとんとしたガイツに、アウルはようやく言いたかったことを口にすることができた。

「レ……レイバックだと？」ぺしゃんこの鼻から荒あら々あらしい息が洩もれた。「それは、アウル……いったい、どういう……」

「説明する前に、聞かせて。ガイツさんはここで何をしていたの？」

「わしは……いつもと同じじゃ」目をぱちぱちさせながらガイツは言う。「この広間にこもって、城と──ほれ、魔将の研究をしておった」

　ガイツが指差す先に、真っ黒い毛並みをした猫ねこがいた。透とう明めいの容器の上にちょこんと乗っている。「おいおい、まさか、〈死を歌う淑しゆく女じよ〉って言いたいわけじゃないだろうな」と、ティギーがこっそり、まさにゼナの二つ名を呼ぶ。

　ゼナは皆みなに注目されているのも構わず、容器の上で伸のびをしていた。気持ちよさそうに目を細め、ぷるぷるっと身を震ふるわせると、「なーお」と鳴く。ガイツは忌いま々いましそうにそれを見やりながら、

「あの調子じゃ。魔ま王おう城内の力は失われていく一方。いまやゼナもただの猫にすぎん。いったい、城に何が起こっているのか──待て。おまえ、さっきレイバックと言ったな？　よもや、奴やつと関係が……」

　ふたたび興奮の火を目に灯ともしだしたガイツを何とか制し、アウルは一から説明することにした。

「その代わり、約束して！　ぼくがしゃべっている間、誰も……誰もしゃべらないで。お願い。いまは時間を無む駄だにしたくないんだ」

　アウルは必死になって、ガイツとシーラたちの双方に頼たのみこんだ。いつにない少年の気き迫はくに押されたか、双方、火花を散らし合いながらも承しよう諾だくする。

　アウルはまず、この前の戦いでパリスの部隊長であるシーラに魔王とばれたこと、その彼女に脅おどされて城内へ入ってきたことを説明した。そして、レギオンたちに襲おそわれ、逃にげた先の玉座の間で見たこと、聞いたことすべてをガイツに話した。

　その話の途と中ちゆう、ガイツの様子が変わっていくのにアウルは気づいた。顔色が青ざめ、瘦やせっぽちの身体からだががくがくと震えはじめる。アウルの話が終わるか終わらないうちに、

「あ奴……。デススペルと言ったか。そう言ったのだな？」

　あたかも脅きよう迫はくするかのような勢いで詰つめ寄ってきた。「え、ええ」と、今度はアウルのほうがガイツの気迫に吞のまれてあとずさる。そういえば、はじめて彼と会ったとき、まさにガイツはこんな顔をしていた。

　老魔法使いはアウルから顔を背そむけると、まるで神を呪のろうように天てん井じようを見上げて叫さけんだ。

「何ということじゃ！　デススペルだと!?　わしのほうに残った古こ文もん書じよには記されてはいなかったから、よもや、とは思うておったが。レイバック家の子孫め、古文書の記述をもとに、デススペルさえ呼び覚ますほどの力を手に入れおったか！」

「どういう意味だ？」苛いら々いらしたようにシーラが口を挟む。「ひとりで盛り上がっていないで説明しろ。わからないことだらけなんだ」

「アウル、魔法の原理がどういうものなのか、いまのおまえにはわかるな？」

　ガイツはシーラを無視してアウルに言った。アウルは頷うなずく。魔法とは、人間が、肉体を持たないもうひとつの自我をつくり出し、その自我をもって精せい霊れいに干かん渉しようすることで起こす様々な現象のことだ。アウルの場合、その〈意識の手〉において魔将たち自身とつながり合うことで彼らに命令を下し、あるいは、同一化して操あやつってきた。

「優すぐれた魔法使いであればあるほど、己おのれの心をいくつにも分け、同時に精霊へ働きかけることができる。が、人間の身ではどうしても限界がある。一〇〇も二〇〇も〈手〉をつくりだせるわけではない。そこで、かつて魔王ガリオン陛下が考え出され、新たに生み出した秘術こそ、デススペル……すなわち、生きた人間の魂たましいを利用する技わざじゃ」

　己の自我を分けるのではなく、他の人間の魂を抜ぬき取り、自らに服従させることで、その魂を〈手〉と為なして思うがままに操る。その数に限界はなく、もともと他者の魂であるために数がいくら増えようとも術者の負担になりすぎることもなく──デススペルの使い手は、労せずして同時にいくつもの魔法を操ることができるのだという。

　レイナーの場合はそれを魔王城のシステムを乗っ取ることに利用したのだ、とガイツは語った。魔王城の中ちゆう枢すうともいえるローラナを眠ねむりにつかせたのもそのデススペルなら、眠らせたローラナを媒ばい体たいとし、ありとあらゆる魔王城の機能へ魂を潜もぐりこませ、手足として操るその力もまたデススペル。

「おそらく、以前にレイナーが襲いかかってきたとき、城へ多数の魂を潜りこませていたのだろう。ローラナの意識を眠らせ、城中の封ふう印いんが解けたその隙すきに城内へ侵しん入にゆう──そしていま、レイナー・レイバックが玉座に降り立ったそのとき、デススペルが発動したのじゃ。魔王城の精霊増ぞう幅ふく器から得られるすべての魔力は、いま、あ奴の手の中にある……」

「じゃあ、魔将たちは？……」

「レギオンはゼナの魔力がなければ統とう率そつが取れぬ」ガイツは無念そうに、ただの猫となったゼナを見やった。「リュカールも、ザベルも……このままでは、奴によって操られてしまうだろう」

「そんな……」

　そうつぶやいたきり、アウルは無言になった。つまり、それでは打つ手がない、ということだ。ローラナのいないアウルでは魔法もろくに使えない。魔将も味方にできない──どころか、敵にさえなってしまうという。

　ガイツも口を閉とざしていた。彼なりの絶望と苦しみとを吞みこんでいるのだろう。魔王の継けい承しよう者になるべくして、修行を重ねてきたこの魔ま法ほう使つかいにしても、デススペルとはよほど恐おそろしい代しろ物ものらしい。

　と──、

「わからん！」

　黙だまりこくった二人に、シーラがまた癇かん癪しやくを起こした。「話を聞いても少しもわからん！　誰だれか、わかりやすく説明しろ！」

　頭を振ふりたくった拍ひよう子しに軍ぐん帽ぼうが地面へ落ちた。彼女は銃じゆうを二人に突つきつけたまま、

「いったい、誰が魔王なんだ!?」

　言われた途と端たん、その言葉があらかじめ決められた合図であったかのように、アウルとガイツは同時に顔を見合わせた。答えようがない。「シーラさま、落ち着いて」とアレンがなだめようとするのだが、シーラはまるで少女のように地じ団だん太だを踏ふみ鳴らしていた。

「ギプロは何をしていた!?　司祭は何をお考えになっている！　捕とらえた魔法使いたちがなぜここにいたんだ！　いったい、おまえたちは何者……！」

　突とつ然ぜん、広間の片かた隅すみで何かが光った。びくりと驚おどろいたシーラがそちらへ銃を向ける。

「魔鏡じゃ」ガイツもまた意外そうな声をあげた。「何かを映し出しておるぞ……レイナーめ、ついに魔王城のシステムを我がものとしはじめたか！」

　アウルたちは歩き出したガイツに誘さそわれるようにその後ろへとつづき、大広間の隅に設置してあった四角形の柱──魔鏡の前まで来た。城の内外に多数取りつけられてある、魔眼という物体が見たものを、遠えん距きよ離りから映し出す鏡だ。

　画面は入り乱れていた。城の部屋を映し出したかと思うと、次は通路の映像になり、さらにいまは使われていない地ち下か牢ろう獄ごくを見せたりもする。

「さすがにまだ慣れておらんな。機能が入り乱れておる……」

　ガイツがつぶやいた矢先、暗かった映像が一転、外の明るさに包まれた。曇どん天てんの下、木々の梢こずえが見える。

「ここは……？」

　ティギーが言いかけるのを、

「丘おかの上だ」アウルが断じた。「あの秘密の入り口があるところ……ほら、ガリオン・ローブがあそこに！」

　アウルの指差した先──丘の上に点在する木々の枝に、汚きたない布きれが絡からまっていた。ガイツはぎょっとしたように、

「アウル、貴様、ローブをなぜあんなところに置いてきた？」

「え？　えっと……」

　まさか捨ててきたとは言えない。が、幸いなことに──と言っていいものかどうか──次の瞬しゆん間かん、魔鏡に映し出された映像にとある変化が生じた。

　アウルはそれを最初、現実の光景とは信じられなかった。

　いきなり目もくらむような閃せん光こうが放たれたかと思うと、木々が左右に薙なぎ倒たおされた。まるでおもちゃのように撥はね飛ばされた木から、ガリオン・ローブが外れて宙を舞まう。が、それに気を取られる間もなく、次の異変が起こった。丘の中央部がせり上がってきたのだ。地面にひび割れを走らせ、おびただしい土ど砂しやと木々の根を宙へ巻き上げつつ、銀色の、鋭するどい剣けん先さきにも似た物体が生え出てくる。

　剣はその先せん端たんから稲いな光びかりのようなものを放っていた。

「精霊増幅器！」

　まるでこの世の終わりを宣言するようなガイツの声だった。

「奴やつめ、何をする気だ！　魔王城内に飽あき足らず、外の増幅器まで目覚めさせるとは……」

　答えは、魔鏡が示してくれた。

　丘の下に見える家々の間から、同じく巨きよ大だいな剣──精せい霊れい増ぞう幅ふく器が生え延びてきた。こちらからだと模型のようにしか見えない家が壊こわれて、舗ほ装そうされた道路が割れ、壁かべが崩くずれていく。

　両方の剣がさらに延び上がった。限界を超こえて。つまり、地面を置き去りにしてまでも、剣は宙へと浮うき上がったのだ。

　二振りの巨大な剣はやがて、ノールの町の上空で動きを止めた。魔鏡からぎりぎり見上げられる高さだ。アウルたちが目を凝こらしてその姿を見つめようとした瞬間、両方の増幅器にまとわりついていた稲光が、天高くへと解き放たれた。

　それぞれアーチを描えがいた光が、互たがいの増幅器から等距離の位置で交差する。

「あっ」

　と声をあげたのが誰なのかはわからない。アウル自身だったかもしれないし、あるいはその場にいる全員だったかもしれない。

　交差した宙の一点から、あたかも爆ばく発はつが起こったかのように、光が四方八方へと砕くだけ散った。

　そのまま真下へ降り注ぐものもあれば、ジグザグに枝分かれしつつ、アーチを飛び越こえた距離へと襲おそいかかる光もあった。

　家々が火を噴ふいた。

　レンガが砕けた。

　ショーウィンドウが粉々になった。

　馬がいななき、馬車が転てん倒とうした。

　カーブを曲がりかけていた車が、ハンドル操作を誤ってか、こともあろうに数の少ない電柱にぶつかった。

　あちこちから人の姿があふれ出て、口々に何かわめいた。空を見上げて、燃える家を指差して、ガラスやレンガの破片で傷ついた人を抱だき起こし、犬の鼻のように潰つぶれた車の中から運転手を引きずり出した。

　呆ぼう然ぜんと立ち尽つくすものもあった。隣りん人じんの肩かたを叩たたき、また現れ出いでた精霊増幅器の存在を指差して知らせるものもあった。雷かみなりがふたたび天へ昇のぼると、彼らは逃にげ惑まどい、抱き合って、その場にうつ伏ぶせとなって頭を抱かかえた。

「〝精霊の戯たわむれ〟じゃ」

　ガイツの声は、まるで何十年も口を利きいていないため、錆さびついてしまったかのようにしゃがれていた。

「膨ぼう大だいな魔力を利用し、この世と精霊界を近づけておるのだ。結果、精霊たちのほんの戯れ程度の力が、現世には恐おそるべき破は壊かいの力となって顕けん現げんする。魔王ガリオンが全世界に名をとどろかすきっかけとなった大魔法よ。ガリオンはこれをバハールの王国中で行い、恐きよう怖ふした王から最初の玉座をもぎ取ったのだ……」

「黙だまれ！」

　シーラは突然、ガイツの襟えり首くびを力任せに摑つかんだ。銃じゆう口こうを彼の禿はげ頭に突つきつける。少年じみた小こ柄がらな身体からだを、ガイツの枯かれ木のような身体にぶつけるようにして、

「何だ、あれは!?　魔ま王おうの仕し業わざだとでもいうのか。それともわたしを惑わすための幻げん覚かくか」

「悪いが、お嬢じようさん」ガイツは疲つかれきっているように見えた。「あなたひとりを惑わして何になる。信じなくて結構だが、あれは実際にいまノールで起こっているのだ」

「どうすれば止められる!?」

「わしが教えてほしいよ。レイナーめは大した魔法使いだ。わしとて、たとえ魔王に選ばれていたとしても、その日のうちにあれができたとも思えん……」

　彼は銃口を押しつけられたまま頭を振ふった。ガイツの目からは、いつもの年ねん齢れいに似合わない精力が根こそぎ奪うばわれていた。それこそ彼を彼たらしめている最大の要因だったはずなのに。

「アウルが魔王になってから、わしは懸命に魔王城や精霊増幅器の研究をつづけてきたつもりじゃが、ははは、奴はたった数分でその研究以上の成果を実際に表しておる。それもそうか、デススペルで魔王城そのものとなっておるのだ。我が祖先よ、なぜ……なぜ、あなたがちぎり取った古こ文もん書じよの片割れにはデススペルが書いてなかったのだ。なぜ、あっちを選ばなかったのだ。なぜじゃ！」

「くそっ！」シーラは摑んでいた襟首を放すと、部下二人に怒ど鳴なった。「上へ戻もどるぞ。あのレイナーとかいう魔法使いを止めるんだ。そうすれば……」

「お言葉ですが、シーラさま」ティギーが珍めずらしく真顔で言った。

「どうやって？」

　何を、と反論しかけて、シーラが言葉に詰つまる。銃じゆう弾だんはまるで通じなかった。その上、いま、魔鏡で見ているような現象を引き起こすほどの魔法使い──いや、〝魔王〟。

　ふたたび広間を占しめた沈ちん黙もく。魔鏡内の映像が火を散らし、光をまたたかせている。

　どれくらい経たったか、ガイツが心底打ちのめされたような声を出した。

「……ちょうどいい、アウル。外への出入り口は開いておいた。あの丘おかの上へ通じておる。おまえはさっさと逃げるがいい。レイナーはいずれ魔王城すべてを──というより、世界そのものと言ったほうがよいか？──我がものとするだろう。他の魔法使いを生かしておくとも思えん。デススペルで魂たましいのみ抽ちゆう出しゆつされるのが落ちじゃ」

「…………」

　アウルは無言で魔鏡を見ていた。ガイツはなおもしゃべりつづけている。

「八四年、か。正確には、魔王直系の子孫であると知らされてから、およそ七〇年。まあ、悪い夢ではなかったかな。魔王にたとえなれずとも、その師し匠しようという夢さえ見られたし……。アウル、おまえがもっと成長した暁あかつきのため、言わずに取っておいた台詞せりふがある。これもちょうどいい、どうせこの先がないのなら、いまそれを口にしてやろう」

「待って、ガイツ……」

　呻うめくようにアウルは口を挟はさんだが、ガイツはそれを無視して、

「おまえは素す晴ばらしい弟で子しじゃった。いままで、わしがよい教師であるからこそ、おまえも成長しているのだと言っていたが、どうして魔法のまの字も知らぬ若者が、よい教師に恵めぐまれたくらいで魔法使いになれるだろう？　おまえは素晴らしい。才能とか素質とかではない。何より、必要に迫せまられたとき、いまある以上の力を発揮する術すべに優すぐれている。それは人間としてもっとも尊ぶべき能力じゃ。決してあきらめず、決して後ろへ戻ることをしない。願わくは、これからの人生、他の分野でもその力を発揮して生きていけ。さあいくのだ、アウル。別れの言葉はいらぬ。わしはここにて、七〇年以上胸に抱いた夢とともに朽くちていこう……」

「待ってよ！」

　アウルは叩きつけるような大声で言った。

「まだ、ダイアンを見つけていないんだ！」

　ガイツは一いつ瞬しゆん、何を言われたかわからないという顔をした。しばし宙を仰あおいでから、ふと思い出したように、

「ダイアン……？　あのお嬢さんのことか」

「そうだよ！　同じ入り口を通ったはずだけど、彼女だけいなくなったんだ」

「そうか……、魔王城のシステムが混乱しているため、お嬢さんだけ違ちがう場所へ飛ばされたのかもしれん。だが、どのみちもう時間がない。レギオンに襲おそわれたと言っていたろう。城中亡もう者じや兵に埋うめ尽くされていると考えたほうがいい。もうあのお嬢さんのことはあきらめて、せめて……」

「あきらめる、だって？」

　何を？　どうやって？

　そう言おうとして──いきなり、アウルは自分でも制せい御ぎよできないほどの熱い衝しよう動どうに駆かられ、そのまま走り出した。「待て！」と背後からガイツの声が飛ぶ。それをも振り払はらって広間を突つっ切ろうとした──寸前、「うわっ」と声をあげてアウルは前のめりに倒たおれた。

　彼の足もとに、醜しゆう悪あくな顔をした小こ鬼おにのような生き物がしがみついていた。レイナーが魔鏡から逃にげる際に使用した精せい霊れいと同じく、半はん透とう明めいの姿をしている。

「どうしようというのじゃ！」

　おそらくその魔法を使った張本人であるガイツが近づいてくる。

「おまえに何ができる!?　いまのわしの魔法さえ防げんくせして！　あのお嬢さんがどこにいるか知っているのか。闇やみ雲くもに捜さがそうとしても、亡者の牙きばにかかって、おまえもまた亡者の仲間入りするだけの話だ！」

　冷れい徹てつな現実を突きつけられる。アウルはしかし、ほとんど聞いた様子もなく、立ち上がろうとじたばたもがきつづけていた。「ええい」とひと声唸うなったガイツは、航空機士たちのほうへ顔を向けて、

「こ奴やつを外へ連れ出してくれ！　何とあきらめの悪い小こ僧ぞうだ。こいつを連れ、貴様たちもとっとと出ていくがいい。おまえたちなどがそもそもいていい場所ではないのだからな。空飛ぶ機学の翼つばさにでも何にでも乗って、自分たちの居場所へ帰れ！」

「な、何だと」シーラは顔を赤くして呻いた。「ふざけるな。こんなことを放ほうっておいて……」

「言ったろうが。貴様らなどいてもいなくても同じだ。まだこの場にいるというなら、このわしから先に引導を渡わたしてやるぞ！」

「魔ま法ほう使つかい風ふ情ぜいが！　やってみせろ！」

　ガイツが杖つえを、シーラが銃をふたたび構え合う。互たがいの目に宿った殺意と怒いかりとが、それぞれの武器の矛ほこ先さきに真っ赤な光を灯ともしはじめた矢先──、

「あきらめないよ」

　ガイツとシーラとが、同じ場所へと目を転じた。一五歳の少年は土の精霊に足をからめ捕とられたまま、それを振ふりほどこうと全力を振り絞しぼりながら、すすり泣いていた。

「ガイツが言ったんじゃないか。決してあきらめない……それを……魔法以外でも、そうしていけって」

　また魔鏡がまたたいた。アウルたちの頰ほおが白々と照らされる。その光を宿したアウルの目は、なぜだか見ている人間を不安にさせる色をしていた。

「アウル……」

　ガイツが何か言いかけるのを、アウルは首を振って制しながらつづけた。

「もう嫌いやなんだ。最初から何もかも決めつけて、あとで痛い思いをして、そんな自分を哀あわれに思うのは。そしてそれが嫌なら……やれることをやるしかない。そう気づいたんだ」

「待て。だからさっきも言ったはずだ。おまえに何がやれる？　魔法も使えない、おまえに何が……」

　ガイツはくり返し、諭さとそうとした。が、その言葉がむしろアウルの脳のう裏りにあるものを閃ひらめかせた。そう……魔法は使えないはずだ。それなのに、さっき、ぼくはガリオン・ローブもなしに自分の新しい自我を潜もぐりこませた……。

　あれに。

　少年の見つめる先にあるものに気づいて、ガイツははっとなった。遅おそかった。すでにアウルは片手を延ばしていた。

「ガイツ、シーラさん、魔鏡を見ていて。ダイアンを見つけたら、早く教えて」

「アウル……！」ガイツが白黒させていた目を限界まで見開いた。「待て、魔眼と〈手〉をつなぐつもりか。もうローラナはいないのだぞ。城の機能すべてがレイナーの肉体も同然だ。おまえ程度の〈手〉では、ひねりつぶされてしまう！」

「いいや」

　アウルは頑かたくなだった。

「ローラナはいるんだ」

　ガイツはそのとき──、止めようと思えば止められた。彼はアウルよりよほど優すぐれた魔法使いだ。ローブの裾すそには常に眠ねむり粉をひそませていて、その気になれば魔法で活性化させて周囲にいる人間を、個体差こそあれ、眠りに近い状態にまで陥おちいらせることができる。が、なぜだろう──ガイツはそれをしなかった。

　アウルは目を閉じていた。何をするつもりなのか、と三人の機士たちがおののいたようにあとずさる。魔鏡で見た光景が凄すさまじかったせいで、何か、火花でも散るのではないかと思ったのだ。

　が、見た目には何も起こらなかった。その代わり、わずか数秒ののち、アウルはいきなり床ゆかに片かた膝ひざをついていた。

「アウル！──」

　ガイツが駆け寄ろうとするのを、アウルは手で止める。シーラは驚おどろいて彼の顔を見つめていた。たった数秒で顔にはびっしり珠たまの汗あせが浮うかんでいた。彼女にはわからない苦しみにその顔を歪ゆがめつつ、魔鏡へ視線を注ぎつづけている。

　何だというのだろう。

　この魔鏡とやらが憎にくいのなら、いますぐ銃じゆう弾だんを撃うちこんで粉々にしてやればいい。が、魔法について何の知識もない彼女とて、それで事態が終わるとも思えなかった。ならば、いま……彼女には見ていることしかできなかった。心のどこか、彼女自身の理解さえ及およばない小さな領域で、何かしらの共感めいたものが、少年に対して芽生えはじめていたのだった。




　アウルは〈意識の手〉となって、魔鏡へともぐりこんでいた。

　いや、正確には、魔鏡を通じて、城内にちりばめてある魔眼を探していた。その魔眼と同一化し、魔鏡に目当ての映像を映し出そうとしていたのである。

　が、侵しん入にゆうはたやすいものではなかった。

　ガイツが口にしたように、いまや魔王城にあるすべての機能はレイナー・レイバックの手足なのだ。彼がばらまいた魂たましいたちによって、すでにアリの子一匹ぴき入る隙すき間まもないくらいにびっしりと支配されている。

　アウルに彼らを押し退のける力はなかった。何しろ、ローブもないのだ。〈意識の手〉を持続させておくだけでも相当に困難だというのに、他者の意識を無む理り矢や理り排はい除じよさせる腕わん力りよくなど期待するだけ無む駄だというものだ。

　だから、アウルは隙間を探してみた。アリの子一匹が無理なら、アリの子よりも小さくなればいい。このとき、アウルの魔法についての知識のなさがむしろ幸運のほうに働いていた。なまじの知識が、無限の可能性を邪じや魔ましてしまうことだってある。アウルは何も知らないからこそ、そんな単純な思いつきで最初の障しよう壁へきを突とつ破ぱしたのである。

　アウルは他の魂を刺し激げきしないよう、細心の注意を払はらって徐じよ々じよに魔王城──レイナーその人──の奥へともぐりこんでいった。気づかれてはいけない。自分もレイナーさまの魂そのものだという顔をしなくては。

　ゆっくり、ゆっくりと、自己主張しないよう、必要最低限の自意識のみを保ちながら、遅ち々ちとした足取りで、それでもかろうじて確実な前進をつづけていく。

　魔眼のひとつが見えた。そこに〈手〉を重ね合わせる。本当ならそこへ自分自身の視神経を重ね合わせ、自らの目で確かく認にんしたいところだったが、そうするとより強いアウルの意識が介かい入にゆうしてしまうので、レイナーに気づかれる恐おそれがある。

　アウルはあくまでもその魔眼を、地下広間にある魔鏡へ映し出すことのみに集中した。アウルの目には見えない。広間にいる人々に頼たよるしかなかった。ガイツたちの声は聞こえてこなかった。どうやら、ここじゃないらしい……。

　アウルはまた違ちがう魔眼を探してさまよった。

　かつてガイツが言っていた。魔王城にある魔眼の数は数百を超こえるのだと。そうであるからこそ、魔王は玉座の間にいながらにして、城内に関するありとあらゆる情報を集められたのだ。

　せめて──くそ、考えるな──その半分だけでもよかったのに！　探す身にもなってほしい。いや、しかし、魔眼がそれほどの数をもって城内すべてを網もう羅らしていなければ、アウルとてダイアンを捜せなくなる。これでちょうどいいんだ。

　もう余計なことを考えるなよ──ぼくの意識が強くなってしまうと、レイナーに……。

「うわあっ！」

　な、何だ!?──アウルの意識がどくん、という心臓の高鳴りとともに膨ぼう張ちようする。

「レギオン！　くそ、レイナーめ、ここを見つけおった！」

「撃て。弾たまのある限り、撃て！」

　大広間にレギオンたちが現れたらしい。銃じゆう声せいが遠くのほうで鳴り響ひびいている。本当はもっと近いのだ。アウルの五感が〈手〉に集中しているため、聴ちよう覚かくが鈍にぶっているのだった。急がないといけない。アウル自身の肉体が傷つけられれば、その痛みで〈手〉を失ってしまう恐れもある。

　──何者だ。

　また声が聞こえた。誰だれが現れたんだろう、と思いかけたアウルは、先ほどより驚いて意識を風船のように膨張させてしまった。

　──わたしのものではない意思が混ざりこんでいる。何者だ……と、訊きくまでもないな。先ほど邪魔をした魔ま法ほう使つかいだな。

　レイナー・レイバックの声だ！　ただそう認にん識しきしただけで、アウルは〈手〉を消してしまいそうになった。

　──無駄だ。

　が、逆に〈手〉を縫ぬい留められた。アウル自身の〈意識の手〉が固定化されてしまったのだ。

　──確か、一度空でもお会いしたかな？　わたしはサイレンに乗り、きみはそのときリュカールだった。

「隊長、弾が尽つきた！」

「わたしのを使え！　ただしこれで最後だぞ！」

「おのれ、亡もう者じやども。魔王のしもべの分際で、教育係に逆らうとはいい度胸だ。喰くらえ、我が炎ほのおの剣けん！」

「杖つえが燃えているだけじゃないか！　じいさん、危ないから下がれッ」

　──わたし自身に潜もぐりこんでこようとはなかなかいい度胸の持ち主だ。一気に殺してあげたいところだが、わたしに代わって、わざわざ封ふう印いんを解いてくれたきみだ。敬意を表し、時間をかけてゆっくりいたぶってあげよう。

〈手〉が不可視の圧力によってねじられた。

　アウル自身が幾いく重えにもねじられる。彼は自分の悲鳴を遠い場所で聞いていた。〈手〉が壊こわれるということは、アウルの自我の消失を意味する。廃はい人じん同然になってしまうのだ。

　アウルは泣き、わめき、転げまわった。いままで感じたことのない苦しみがアウルを襲おそっていた。灼しやく熱ねつの槍やりが身体からだのあちこちに突つき刺さされている。いっそ死んだほうが楽だった。

　レイナーは楽しげに笑っていた。三〇〇年以上昔、祖先の邪じや魔まをしたローイェ家の子孫を苦しめているのが楽しくてならないのだ。レイナーはそう思いこんでいる。

　だから、アウルは言った。

　──レイナー・レイバック。ガイツ・ローイェはここにはいない。ぼくはアウル。おまえの血統のことなど何も知らない！

　──なに!?

　レイナーの驚きよう愕がくの念が波動となってアウルに伝わってきた。それもそのはず。心と心を通わせる〈手〉では噓うそはつけない。その驚おどろきが一いつ瞬しゆん、アウルの〈手〉を自由にさせた。彼はレイナーと魂たましいたちの間を縫って奥へと突き進む。こうなれば、もう見つからないようにと注意を払う必要はなかった。レイナーが追いかけてくるそれまでの間、ありったけの魔眼にコンタクトをかけるのだ──。

　そして、「レイナーが追いかけてくるまでの間」はたった一瞬で終わりを告げた。

　──小こ僧ぞう。ならば、貴様などにかける情けはない。一気にひねり潰つぶしてくれる。

　ぞっとするほどに冷たくも、〈手〉を焼き尽つくさんばかりに熱い何かが後方から雪崩なだれを打って押し寄せてきた。

　アウルは前のみを見ていた。目につくありとあらゆる魔眼に触ふれて、通り過ぎ、また触れていく。そして、冷たく、熱い奔ほん流りゆうが一気にアウルを吞のみこみにかかったとき──。

「見えたぞ！」

　シーラの声がした。

「おおう、アウル。死体公示所モルグだ！　ダイアンはそこにいる！」

　ガイツの声がすると同時、アウルは〈手〉を解いた。

　現実に舞まい戻もどった。生身の感覚がずしりとアウルの心にのしかかる。

「急げぇっ」

　ガイツは杖を振ふり回しながらアウルを急せき立てた。杖の先せん端たんから噴ふき上がった凄すさまじい炎が、そのたびに、ぶぉん、ぶぉんと、空気に焦こげ目を残しながら踊おどり狂くるう。

　アウルはいきなり手を取られた。「こっちだ！」と叫さけぶその手の主はシーラだった。手て袋ぶくろに覆おおわれたごわごわした手と手を重ねながら、いっしょに走り出す。広間の奥へと向かった。ガイツはそのしんがりをつとめていた。茶ちや褐かつ色しよくの波が後ろから押し寄せてくるのが感じ取られ、アウルは先ほどのレイナーとの追いかけっこがまだつづいているような錯さつ覚かくに陥おちいった。

　広間から狭せまい通路へと出た。

「よし！」

　最後に転げ出てきたガイツは、炎の消えた杖を正面にかざした。

　がらがらがら、という音とともに、石の壁かべが天てん井じようから滑すべり落ちてくる。広間と通路を遮さえぎるための壁らしい。こちらへ襲いかかってきた死者たちの顔が、寸前で壁に遮しや断だんされて見えなくなった。

　しばらく誰だれも、何も言おうとせず──、

　やがて、五人が五人とも、はーっ……と、長い息を吐はいた。

「どう……やったの？」アウルがまず口を開いた。

「城はレイナーに支配されていたはずでしょう？　それなのに──」

「わしを見くびるなよ、アウル。わしほどの魔ま法ほう使つかいになれば、たとえ支配されていたところで、城の機能のひとつくらい……」そこまで言ってから、ガイツはにやっと笑った。

「と、言いたいところだがな。あれはもともとあった機能ではなく、わしがこの一週間の間、城の地下に転がっていた瓦が礫れきと、予備に持ってきていた疑似人格──魔道具の基き礎そじゃぞ。弟で子しのおまえにはあとで教えるからな──を使って、新たにつくり出した代しろ物ものよ。つまりはローラナや、デススペルとは関係がない」

　くっくっと笑う。笑いながら、

「こんなことで笑えるとは思わなんだ。このわしがな……プライドばかり高かったじじいがな」

「そ、そんな。でも、炎の剣だって凄すごかったよ。『杖が燃えているだけ』って、聞こえたから、心配してたのに」

「あれは、この馬ば鹿か牛めが魔法のかけはじめを見て言ったのじゃ。何も知らん素人しろうとが、まったく」

「い、いや。だって……ええ？」

　アレンが顔を赤くして手を振る。ガイツが命じたのか、その手には黒くろ猫ねこのゼナを抱かかえていた。なーお、とゼナが鳴く。

　五人の顔に、奇き妙みように共通した感情が形となって貼はりついていた。

「……とはいえ。この杖つえももう用済みじゃ。燃え尽つきてしまったのでな」

　ガイツは消し炭のようになった杖を地面に放ほうり投げる。と、それまでかろうじて維い持じしていた杖の形が失われ、ぼろぼろに崩くずれ去った。

「魔道具のひとつもなければ、レイナーに対してわしがどれほどの力を発揮できるかわからん。それでも、アウル……いくのか？」

　老人は真顔でアウルを見つめた。少年は顎あごを引く。おそらくいま、誰の胸にも思いが等しくよぎっているだろうという確信もあった。が、

「ならぬ」

　ガイツは酷こく薄はくに断じた。「おまえをいかせるわけにはいかん。たとえ魔法を使ってでも、おまえにはこの城から出ていってもらうぞ」

「なぜだ！」

　叫んだのは、むしろ呆ぼう然ぜんとしていたアウルではなく、航空機士のシーラだった。

「わたしには魔法のことなどわからん。が、この少年が必死であのお嬢じようさんを助け出したいという、その気持ちくらいはわかるつもりだ。痛いほどに。なぜ、おまえにはそれが理解できないのだ。やはり、魔法使いなどというものは人の心を持ち合わせていないのか！」

「好きに言え」

　鼻を鳴らしたガイツへ、シーラは先ほどまで以上の憎にくしみを視線の矢と化して投げつけながら、

「ならばわたしが同行する。たとえレイナーに銃じゆうが通じずとも、わたしにもダイアン・ライリーを助け出す手助けくらいはできるはずだ。……いくぞ、アウル」

　魔法で邪じや魔まをされると思ってか、シーラは銃口をしっかり老人の胸にポイントしたままアウルの手を取ろうとした。ティギーとアレンは戸と惑まどったように顔を見合わせている。と──、

「思いつきでものを言うのも結構だがな。……アウル、おまえはお嬢さんを助けて、それからどうするつもりなのだ？」

　ガイツは訊きいた。いつにない表情と声とに、アウルはしばし返答をためらった。何かシーラが口を挟はさみかけるより早く、ガイツはさらに畳たたみかける。

「どうあれ、レイナーが魔王の力を一〇〇パーセント引き出せるのなら、ノールが奴やつの手に落ちるのは時間の問題じゃろう。となれば、たったひとりの娘むすめを助け出したところで、果たして何になろう？　それともアウル、おまえに覚かく悟ごがあるか？　その、助け出したお嬢さんと二人して、この国から逃にげ出せるのか。他の何を捨ててでも──ノールのすべて、あるいは世界の未来──、おまえはその娘ひとりと引き換かえにして、生きていける覚悟があるのか？」

「────」

　アウルの口から言葉が失われた。すでにここに魔鏡はない。しかし、あの鏡はいまなお映しつづけているはずだった。ノールに巻き起こっている破は壊かいの嵐あらしを。人々が苦しみ、もがいている姿を。

　ノールのすべて──決して、大げさな話ではない。アウルはただダイアンを助けたいと思っていた。だが、それだけでは何にもならない。ガイツはそう言っているのだ。

　そう、それだけでは。

　レイナー・レイバックを斃たおさない限り。
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　左右に石の壁かべが積み上げられ、じっとりと湿しめったこの通路は、地下広間と丘おかの上にある秘密の入り口とをつないでいる。アウルが魔王城へ赴おもむく際に通っていた道だ。

　その道の半ば、アウルとガイツは視線をぶつけ合っている。互たがいに無言を守りとおしたまま。時間が停止してしまったかのような錯さつ覚かくが少年を襲おそっていた。何も起こらない代わり、アウル自身、何も考えることができない。

「世界だと？」

　そのとき、シーラが嘲あざけるように笑った。全員の視線を集めた彼女はくびれた胴どうに手をあてがいながら、

「魔ま法ほう使つかいだからそう思いたがっているのかもしれんが、おまえは魔法を過か剰じように評価しすぎだ。たとえ魔王が復活したところで、いまの世界がどうにかなどなるものか。もう五〇〇年前のあの時代ではない。神が我らにお与あたえくださった機学があるのだぞ」

　誇ほこらしそうに胸を張ったシーラはさらにつづけた。

「銃はレイナーに通じないかもしれない。が、魔王城ごと爆ばく撃げきしたら、果たしてどうかな。さっき、おまえはわたしたちにここを出ていけと言ったが、おまえのほうこそいまのうちに城から脱だつ出しゆつしておけ。ダイアン・ライリーを救出したあとで、我々航空機士が魔王城に爆撃を仕し掛かける。いかに魔王といえど、城ごと叩たたき潰つぶされれば……」

「おまえさんは機学を過剰評価しておる」ガイツは面おも白しろくもなさそうに鼻で笑った。「航空機士だからそう思いたがっているのかもしれんがな。……まあ聞け」

　怒いかりに煮にえたぎるシーラを手で制したガイツは、

「力を解放した魔王城は、魔法の盾たてに守られておるのじゃ。いや、盾というよりも『穴』というべきか。精せい霊れい界そのものへのゲートを周辺に発生させておって、外部からの、魔法以外の攻こう撃げきすべてを吞のみこむ。もともと、魔王ガリオンが精霊増ぞう幅ふく器を用いて城を建設したのも、いざというときに絶対の防ぼう御ぎよ力を誇る砦とりでを欲していたためなのじゃ。時代が五〇〇年過ぎようが、千年過ぎようが同じこと。おまえさんの言う爆撃もあっという間に吞みこむじゃろうよ」

　どうせ最初から理解できまい、と見下している出来の悪い生徒に説明するかのように、投げやりにそう言った。当然のことながらシーラは顔を赤くした。

「や、やらねばわかるものか！　誰だれも試ためしたことなどないのだろう！」

「死にたいのなら好きにやれ。が、その前に、なぜ千年近くも魔王の統治がつづいたのか、その理由をよく考えることじゃな。反乱が起こったことなど一度や二度ではないのだぞ。精霊増幅器を壊こわそうと試みたものも大勢いた。ただし壊せたのはせいぜいひとつか二つ。あとはほれ、見てのとおり、外へ浮うき上がってしまったし、そもそも、魔王城そのものにある増幅器は魔ま物ものや兵たちに邪じや魔まされて近づくことも……」

　ふと、ガイツは浮かべていた嘲ちよう笑しようを引っこめた。何やら思案に暮れるように顎あご鬚ひげに手を当てて目をしばたたかせる。さらには「そうか……いや、しかし……あまりにも……」と、小声でぶつぶつ言いはじめた。シーラが苛いら立だったように足を踏ふみ鳴らす。

「何もしないうちから決めつけることなどできるものか！　わたしたちは誇り高い航空機士だ。何を言われようとも、神の敵を前に逃げるわけにはいかない。おまえたち、さっさと……」

　と、シーラが部下二人を促うながそうとしたとき、

「待って！」とアウルが制した。彼はガイツを見つめていた。

「ガイツ、教えて。何か、あるんだね？　やれる方法があるんだね？」

　少年に詰つめ寄られ、ガイツは、うッ、と喉のどに何か異物を突つっこまれたような声を出した。ためらうように視線を逸そらす。シーラは鼻息も荒あらく、

「こんな奴やつの考えることなど当てになるか！　無む駄だなことをしていないで、早くダイアン嬢じようを助けにいくぞ。あとは我々がやる」

「ガイツは魔法のエキスパートなんだ！」アウルは大声を出してかぶりを振ふった。「そのガイツができないというのなら、確かにそうなんだとぼくも思う。でも、同時に、ガイツは何かを思いついたんだ。そうでしょう、ガイツ!?」

「アウル……」

　苦そうな顔つきになった老人へ、アウルは頭を下げた。

「お願いだ。ガイツ、何か方法があるなら教えてよ。もしも、レイナーを斃たおせる方法があるとして──それを知っているのは、いま……いま、ガイツしかいないんだ！」熱を込めて少年は言った。「ぼく、何だってやるよ。本当に……言われたとおりのことをやるから！」

　ガイツは、弟で子しの下げられた頭を見つめていた。拭ぬぐい去れない葛かつ藤とうが老いたその顔を何度もよぎる。ややあってから、

「……わしに、それを信じさせられるほどの覚かく悟ごがおまえにあるか？」どこか厳おごそかな口調でガイツは問いかけた。「先ほどとは違ちがう意味での覚悟だぞ。アウルよ──あのお嬢さんを助けたいというおまえの気持ちはわかる。だが、命を懸かけてでもノールを守りたいというその理由がおまえにあるのか？」

「え……」ぽつりとアウルはつぶやいた。

「理由？」

「そうだ」

　ガイツは顎あごを引く。アウルは目を伏ふせて考えた。答えはしかし彼の胸のどこにも見当たらなかった。

「わからない……」

「アウル」

「待って。本当に──わからないよ。そんな、言葉になんて、ならないけれど。でも」

　アウルはうつむいたまま、

「ぼく、ルークやスタンとか──学校のクラスメートだよ──大っ嫌きらいだけど……他ほかの誰かでも、多分、命を懸けてでも守りたいってほどに好きだとは言えないけれど。ガイツみたいに、魔王になって何かしてやりたい、って気持ちも、シーラさんみたいに、神の教えのためだとか、航空機士の誇ほこりだとかも、何もないけれど……そう、本当に、何もないんだけれど」

　ぽつりぽつりと言葉が洩もれ出ていく。あたかも、アウルの内側で溜たまりに溜まっていた言葉の山が、うつむいたことでひとつひとつこぼれ落ちていくかのように。

「でも、あんなものを見て、みんなが怖こわがったり、傷つけられようとしているときに、ぼくは知らないよ、って顔は絶対できないから。きっと、いまはただでさえ嫌いなぼく自身を、もっと嫌いになってしまうから。きっと、もしも、もしもすべてが元どおりになったとして、ルークとスタンはやっぱりぼくを虐いじめるだろうし、ダイアンとはろくに話もできないだろうけど、でも──」彼は顔を上げた。

「でも、今度はぼく自身のままで向き合いたいから。最初からあきらめたりしない。自分を必要以上に卑ひ下げしたりしない。ルークを殴なぐりつけたっていいんだ。ダイアンに、好きだと言ったっていい。それで、殴り返されたり、おしゃべりのアウルが嫌われたって構わないよ。後こう悔かいするよりは、ずっとましだから。あれは、ぼくじゃなかったから、なんて言い訳をしたくないから。だから、もうみんなに背中を向けたくない。誰だれより、ぼく自身をごまかさないために」

　そう言ったアウルと、まっすぐ視線を結び合いながらもガイツはしばらく口を閉とざしていた。

　長い沈ちん黙もくがつづいた。

「よかろう」

　とガイツは頷うなずいた。

　それから、三人の航空機士へ顔を向けた。事のなりゆきを見守っていたシーラは、思わず下ろしていた銃じゆうをふたたび身構えようとしかけたが、老人は思いがけない行動に出た。その禿とく頭とうを下げたのだ。さっきのアウルのように。

「力を貸してはくれぬか、航空機士の方々」

「え？……」

「無礼な言葉を並べ立ててすまなかった。謝罪する。いまのわしらには、あなた方の手助けがどうしても必要なのだ」

　ガイツ・ローイェは魔王になるという野望を七〇年以上にわたって抱いだきつづけてきた男だ。おそらく、魔王になった暁あかつきには、教会連合へ戦いを挑いどむという未来予想図もできあがっていたはずだ。英えい雄ゆうの子孫を名乗る輩やからはひとりとて生かしてはおけない、という黒い決意に胸を燃え上がらせていたとしても不思議ではない。

　その彼が、他でもない教会連合国パリスの軍人に向かって頭を下げているのだ。

「それは……無論」取るべき態度を決めかねているようにシーラは言った。「頼たのまれるまでもない。爆ばく撃げきをしようとしていたところだし……」

「それはならぬ。さっきも言った。魔ま王おう城には効果がない」

「で、では、どうせよと？」

　そう訊きいたのはアレンだった。また隊長が癇かん癪しやくを起こすより早く──と思ったのだろう。ガイツはまた頷いて、

「魔王城ではなく、精せい霊れい増ぞう幅ふく器を壊こわしてほしいのじゃ」と言った。

「確かに五〇〇年の経過は無む駄だではない。人は魔法なくして空を飛べる術すべを持った。航空機ならば、空へと浮ういた増幅器をも壊せるだろう。それに、魔王城の外部にも三つの増幅器がある。さっき、精霊界へのゲートがあるためにあらゆる攻こう撃げきが無効だと言ったが、その増幅器そのものは、外側からゲートを城に固定させるために存在しているために丸まる裸はだかに等しい。でき得うるならば、いま空に浮かんでいる増幅器と、城の三つすべてを壊してほしいが、しかしレイナーとて黙だまってそれを許しはしまい。サイレンや飛竜を出してくる恐おそれがあるからな。が、奴やつの増大した魔力などしょせんにわかじこみ。それで大分力を減らせるはずじゃ」

「隊長──」

　すべて聞き終えてから、アレンが気き遣づかわしげな視線をシーラにくれた。彼女は何も言わず、しばらく床ゆかの一点や、アレン、そしてガイツの顔を眺ながめていた。そして最後にその視線が、床の上に溜まった、杖つえのなれの果てである灰の山へと注がれた。

　何が正しいかなど、誰にわかるだろう。しょせん神ならぬ人の身。シーラは一回目を閉じた。魔王の疑いのある魔法使いたちと手を組む──ザイン司祭ならば、そんなことを決して許しはしまい。だが、司祭に見えている神が、わたしには見えない。そしていま、わたしはわたし自身の決断を迫せまられている。シーラは目を見開いて、

「……いいだろう」と頷いた。

「わしを信じられるのか？」ガイツは揶や揄ゆするようにそう訊いた。

「おまえの言葉だけなら、わたしも信じはしなかったろうが──」シーラはちらりとアウルを見やった。「わたしたちは確かに無知だ。魔法の知識に関してならば、おまえはエキスパートだと彼は言った。なら、それを信じてみよう」

　ふん、とガイツが唇くちびるを歪ゆがめると、シーラはほんの少し目もとを細めた。

「その代わり、おまえもわたしを信じろ。このシーラ・アランス、誓ちかいを立てたからには必ずやりとおしてみせる。……おまえは嫌いだろうが、しかしこういうとき、わたしは誓いを守りとおそうとする言葉をひとつしか知らない。そう──神の名に懸かけて。レイナーをともに斃たおそうぞ」

「む？　う、うむ──」

　まっすぐに視線を投げかける少女相手に、どこかうろたえたように、ガイツはしきりと首を縦に振ふった。

　ガイツから抜ぬけ道の出口と、増幅器の詳しよう細さいな位置を教えられると、シーラは部下二人を従えて出口へ向かおうとして──はたと立ち止まり、いきなりアウルの手を取った。「え？」となった彼へ、

「すまなかったな。いろいろと……まだ、きみのことはよくわからないが──それでも、正義を愛する心の持ち主だとはわかった。それで充じゆう分ぶんだ。たとえ魔法使いであれ、命を懸けてともに同じ戦場に向かえるならば、そう……わたしたちは、同じなのだ。そう」

　アウルへ憎にくしみを向けていたときとは別人のような優やさしい眼まな差ざし。思わずどぎまぎしていたアウルへ、ティギーが、

「平民がお姫ひめさまを射止めるなど、まさにおとぎ話だ！」

　とからかった。シーラは聞こえてもいない様子で、

「これを持っていろ。魔法使いのきみにどれだけの助けになるかはわからないが、まあ、お守りのようなものだ」

　アウルに拳けん銃じゆうを握にぎらせる。もう一度頷きかけた彼女は手を離し、「いくぞ！」と部下を促うながして抜け道をひた走っていった。

　拳銃を手にしたままその後ろ姿を見送るアウルの隣となりで、ガイツは、

「姫だと？　おまけに、シーラ……アランス？」小声で唸うなっていた。

「何ということだ、あの娘むすめ、パリスの……すなわち、魔王を斃した英雄ファリス・アランスの子孫か！　さらには女だてらに航空機士だと。血は争えんということか。くそ、それよりも、あのような輩を城に引きこむことになろうとは……。い、いや、待て。その、英雄の子孫を利用して魔王城を奪だつ還かんしようというのだ。これはこれで胸のすくような復ふく讐しゆうの一いつ環かんと言えんこともない、か。ふむ……」

　どうやら納なつ得とくしたらしく、ガイツはむしろにやりと笑った。

「それにしても単純な娘よ。のう、アウル。これも血は争えんというやつじゃ。女じよ傑けつファリスもまた、よう周りに流されておったようじゃしな。まあ、せいぜい利用させてもらうとするか」

「ガイツ！」

　と、今度はアウルがいきなりガイツの手を取った。「な、何じゃい」と目を白黒させた魔法使いへ、

「感動したよ。憎い相手に頭を下げてでも協力を頼むだなんて！　ぼく、ガイツを見み損そこなってたよ。だって、普ふ通つうの人になかなかできることじゃないもの。正義の心を持った魔法使いはぼくなんかじゃない。ガイツ・ローイェ。あなただよ！」

　ガイツはしばし、間近できらきらと輝かがやく少年の目を見つめていたが、

「おまえさんも、もう少し人情の機き微びというのを理解したほうがいいな。うむ」

　そっとため息をついた。それから真顔に戻もどって、

「舞まい上がるのはまだ早い。と言うよりも、我々の手にはまだ勝利の可能性などほとんど摑つかめていないも同然なのは、以前と何ら変わらない、と言ったほうがよいな」

「ど、どういうこと？」

「目に見える増ぞう幅ふく器などほんのわずかなものじゃ。ノール各地に埋うめこまれていたすべての増幅器はおそらく一〇〇を超こえよう。あのどでかい剣けんのような代しろ物ものは確かにひときわ強力な増幅器だが、あれを壊こわせたところでほんの時間稼かせぎにしかならぬ。一時間もしないうちにレイナーは町ひとつを滅ほろぼすほどの魔ま力りよくを手にするだろうよ……いずれ、おまえが手にするはずだったそれをな」

　アウルは押し黙だまったまま、師し匠しようの言葉を聞いている。ガイツの顔は、まるで追い詰つめられた罪人のそれのようだった。

「それに、かつて魔王ガリオンは、〝精せい霊れいの戯たわむれ〟を人を脅おどすためだけに使った。自らの強い力を見せつけて、相手に降こう伏ふくを促すためにだ。実際、精霊たちは人の意思が介かい入にゆうしない限り、自らの意思のみで命あるものを傷つけはしない。偶ぐう然ぜんにそれが行われるようなことがあっても──例えば、壊れた建物の下した敷じきになるとか──、積極的に命を奪うばうようなことはしないのじゃ。精霊とは、命あるものの側にあってこそ、はじめて活発に動けるものなのだから。が、覚えておるか、アウル。レイナーは、デススペルを使うためだけに飛ひ竜りゆうをもって、人々に襲おそいかかったのだ。最初から手段を選ばぬようなあ奴やつのこと。きっと、ためらわずして力を使い、街も、人も、襲うことだろう」

　ガイツは白い髭ひげを震ふるわせた。地上でまた雷かみなりが落ちたのだろうか、上のほうから白い輝きがほんのかすかな灯あかりとなって届いてくる。

「それを止めねばならぬのじゃぞ。たとえあのお嬢じようさんたちが増幅器を破は壊かいできたところで、ほんのわずかな足止めしかできぬ。そのわずかな時間だけで、それも我々だけで、レイナーを斃たおさねばならぬのだ。魔将もおらぬ。むしろ敵に回るかもしれぬ。それでも……」

「ガイツ」

「む？」

　アウルは老人の言葉を遮さえぎった。臆おく病びよう風かぜに吹ふかれたか、とガイツは思った。それも仕方ない。まだほんの初心者とも呼べない魔法使いなのだから──。

「我々、って言ったね。ぼくも少しは当てになるんだね？」

　少しの間、ガイツは答えるべき言葉を失った。正面にアウルの真顔があった。そうか──そうだ。ふと奇き妙みようなおかしさがこみ上げてきた。こういうやつだったな。だから、苦労もさせられてきたのだ。

「無論」ガイツは頷うなずいた。「ただ、おまえを当てにするためにはもうひとつ必要なものがある」

　あっ、という顔をしたアウルへ、ガイツは意地の悪そうな視線を当てて、

「左様、ガリオン・ローブじゃ。さっさと取って参れ！　どのみち、あのお嬢さんたちが攻撃を開始するまで、わしらは待つしか──」

「でも、ガイツ！」アウルは師匠の言葉を遮った。「ダイアンを早く助けにいかなくちゃ！　そんな、悠ゆう長ちように待っていられる余裕なんかないんだ！」

　ガイツはきょとんと正面から歯向かった弟子を見やっていたが──、

「おのれ」と呻うめいた。「それは、わしに取ってこい、という意味か」

「えっ？　い、いや、そんなつもりじゃ──」

　今度はアウルがきょとんとなった。ガイツは呪のろいの言葉を口の中で小さくつぶやいてから、

「ええい、よいわ。確かに風の精霊を使えるわしがいったほうが早い。その代わり、約束しろ！　何があってもそこを動くなよ」

　ガイツが足もとに手をやった途端、ふわりとその身体が浮き上がる。数センチほど宙に浮いた足もとに空気の渦うずが生じ、徐々にそれが醜しゆう悪あくな鬼おにの姿になっていった。

「で、でも、ダイアンはいまにも──」

「なら、貴様が取ってくるか！」

　顔を真っ赤にしたガイツに指を突きつけられ、アウルは反論できなくなった。

「絶対に動くな。約束できるな！」

「で……」

　でも、と言いかけて、ガイツのぎらぎらとした目に気づき、アウルは強引にその言葉を吞のみこんだ。それから、ようやくのことで首を縦に振る。それもかなり窮きゆう屈くつそうに。

「わ、わかったよ」

「師匠に使いっぱしりをさせるだけでも百叩たたきの刑けいは確実だというに、それが不満でごねるとはな！　あとでせいぜい覚かく悟ごしておれよ！」

　途と端たんに静せい寂じやくが落ちる。また光が届いた。石いし壁かべに一いつ瞬しゆん、アウルの影かげが投げかけられる。彼はしばし、シーラやガイツが向かった先を見つめていたが、

「……ごめん」

　とつぶやいた。

　じっとなんかしていられない。いまだって、ひょっとしたら遅おそすぎるくらいなのかもしれないのに。

　ぼくはいく。

　ガイツなら、帰ってきたとき、ぼくがどこへ向かったかくらいはわかるはず。約束を破った、って凄すごく怒おこるだろうけど……虫のいい考えだとは思うのだけど……それでも、急いでほしい。ぼくひとりで、どれだけできるかはわからないから。

「ゼナ」

　アウルは黒くろ猫ねこの近くへ屈かがみこんだ。両手を広げて迎むかえ入れようとする。あらん限りの笑え顔がおを浮かべたつもりだった。が、猫はつんと澄すました表情でそっぽを向いた。リボンのついた尻尾しつぽを立てて、大おお欠伸あくびする。「困ったな」と小声で言ったアウルは、やや強ごう引いんにゼナを抱だきすくめた。

　ふーっ！

　体毛を逆立ててゼナが険悪そうな声を出す。瞬しゆん間かん、手をばりッ、と引っかかれた。レギオンに襲われたときと同じくらい鋭するどい痛みが手の甲こうを襲う。が、アウルは放さず、涙なみだをいっぱい目に溜ためたまま立ち上がった。

「ごめんよ、ゼナ」アウルは抱きかかえたゼナの耳もとで言った。「きみの大好きだった魔ま王おう陛下にはなれないかもしれないけど……でも、ぼくはぼくのやり方でやるしかないんだ」

　そしてアウルは走り出した。




「ぬう」

　ガイツは丘おかの上を滑すべっていた。足もとに渦を巻いた風の精せい霊れいは、醜悪な小鬼の姿をしている。この「場」の精霊を味方につけてはいないので、これは魔道具である彼の靴くつへあらかじめ仕込まれていた精霊だ。

　外は想像以上に荒あれ狂くるっていた。もはや魔法使いでなくとも視し認にんできるくらいに、はっきりとした姿を持った精霊たちが縦じゆう横おう無む尽じんに暴れている。

　例えば、人間の子供のような姿をした精霊たちが目の前で遊んでいた。そのせいで滅め茶ちや苦く茶ちやに吹き乱れている風が、ともすればガイツの足を支える精霊さえ吹き飛ばしそうになる。顔のないその子供たちは風の精霊なのだ。人間じみた姿をしているのは、この「場」に宿った記き憶おくによるものなのだろう。ここは昔から子供の遊び場だったのだ。

　倒たおれた木々の間にはちらちらと火が燃えていた。火の粉ひとつひとつが、髪かみを逆立てた女性の姿であちこちを舞まっている。「やーい！」とひとりが、からかうようにガイツの近くを目め障ざわりに飛んできた。ガイツのローブに火を燃え移らせようとしているのだ。

「ええい」

　ガイツは手でそいつを追い払はらいながら、丘の上をくまなく移動した。浮ふ遊ゆうしたままの精霊増ぞう幅ふく器──人間の背せ丈たけの三倍くらいの大きさがある──の真下を中心に、辺りを探さぐってみたが、目当ての代しろ物ものは見つからない。

「何と面めん倒どうな。あの馬ば鹿か弟で子しめ」

　罵ののしって、ガイツは丘の下を見やった。丘を下れば、もうそこは人家の点在する場所だった。こんな状じよう況きよう下だ。なるべくなら魔法を使っている姿を見られたくはなかったのだが仕方ない。

　ガイツは意を決して、足もとの精霊たちに丘を下りるよう指令を下した。スキーでもやっているかのように、ガイツ自身は直立したまま地面の上を滑り落ちていく。

　あ奴やつめ──ふとガイツは思った──ガリオン・ローブもなしに魔法を使い、しかも、支配者の隙すきをついて魔眼にもコンタクトした。あのレイナー・レイバックの。

「ふん。自覚のない未熟者を、調子に乗せてたまるか」

　ガイツはひとりごちた。最近の若者は誉ほめるとろくなことにならない。調教師たるもの、どんなときにおいてもしっかりと手た綱づなを握にぎりしめていなければならないのだ。

　こんなことなら、「おまえは素す晴ばらしい弟子だ」などと言うのではなかった。あれは、後々に伝説となって記されるであろう「ガイツ物語ストーリー～魔王を育てた、もうひとつの魔王伝説～」のクライマックスで言ってこそはじめて味があるのだ。こんな、はじまってもいない時期に言ってどうする。

　あとで歴史を改かい竄ざんしよう、と彼自身が非難する教会連合のようなことを思いつつ、丘を下っていく。異変から逃にげ惑まどう人々の後ろ姿が見えた。土の精霊が、巨きよ大だいな泥どろ人形を使って、とあるご婦人の髪を摑つかんでいる。遠くのほうではまた精霊増幅器が現れたようだ。山の手の高級住宅街から火がたちのぼっている。火の精霊が連なって竜りゆうのような姿を形成しているのが遠目に見て取れた。

　それを見ながらだったので、発見が少し遅おくれた。ちょうど向こうから警察車しや輛りようが走ってきていたのだ。窓から身を乗り出した男が、ガイツを驚おどろいた顔で見ている。しまった、と思ったが、もう遅い。身を隠かくしながら進んでいける時間的余よ裕ゆうもなかった。

「待て、そこの魔法使い。止まれ！」

　男が怒ど鳴なってくる。ガイツは構わず、精霊たちに声なき命令を下してスピードを上げさせた。一気に車とすれ違ちがう。周囲で固まっていた人々が悲鳴をあげるのが聞こえた。「魔法使いだ！」「子供たちを隠せ！」「魔王の生いけ贄にえにされちまうぞ！」──

　くそっ、とガイツは唇くちびるを力いっぱい嚙かみしめる。レイナーのせいで、ノールでも魔法使いへの嫌けん悪お感と恐きよう怖ふが高まってしまった。そんな奴がどうして魔王なものか！

　至るところで人々の悲鳴を巻き起こしながら、ガイツは燃える町並みの間を走りつづけた。




「あいつ……！」

　車から身を乗り出した巡じゆん査さが、拳けん銃じゆうで狙ねらいを定めようとした。その手を、隣となりの運転席から延びたたくましい腕うでが押し留とどめる。

「やめとけ。あいつひとり殺して、事態が収まるとは思えん」

「しかし、クロード警部！」

　真っ正直な怒いかりを貼はりつけたその若い顔を、クロード警部はじろっと眺ながめ、

「いまは魔王城周辺の人たちを避ひ難なんさせるのが先決だ。どうやら、あそこが元げん凶きようらしいからな」

　と冷静に諭さとした。「……はい」と渋しぶ々しぶ頷うなずきながらも、巡査は、魔ま法ほう使つかい嫌ぎらいで有名な警部なら、むしろ自分よりも先に魔法使いを撃うち殺してしまいそうなもんなのに、と不思議に思った。

「しかし、ノール軍は何をしていやがる？」ハンドルを握ったクロードが不平を洩もらす。「ライリーめ、この期ごに及およんで及び腰ごしか。こういうとき、いの一番にしゃしゃり出てきそうなパリス軍も動きやがらねえ。おれたち警察が孤こ軍ぐん奮ふん闘とうするしかないってのかよ」

「いざというときは、警部！　我々で魔王城へ乗りこみ、魔王を斃たおしましょう！」

　拳銃を構えたまま、若い巡査が勇ましく吠ほえたてる。それへちらりと視線を当てた警部は、最近でっぱりはじめた腹を揺ゆらして豪ごう快かいに笑い飛ばした。

「いい度胸だ。だがな、魔法使いを舐なめるんじゃないぜ。奴らと正面からやり合うためには、こっちも魔法使いの協力がいるかもな」

「そんな」一転して情けなさそうな顔になって巡査が言う。「いまや、魔法使いこそ敵なのに」

「馬ば鹿か野や郎ろう、おまえノールに住んで何年になる？　おれは確かに魔法使いが嫌いだが、別に奴らが魔王のしもべだなんて思っちゃいないさ。魔法使いだって、おれたちと同じで、善人もいりゃ、悪人もいる。その辺の区別くらいつけておけ。この先、ノールじゃやっていけねえぞ！」

　後こう輩はいを叱しかり飛ばしながら、しかしクロードは内心で危き惧ぐを抱いだいていた。窓から外を眺めると、髪かみの長い、身体からだ全体が透すきとおっている女性が車にぴったりついてきていた。まるで男を誘さそうみたいに笑いながら手招きしている。

　そいつへ、歯を剝むいた威い嚇かくの表情を見せてやりながら、クロードは、まるでこの世の終わりみたいな光景だぜ、と思っていた。

　この先とやらが本当に来るのか？　魔法使いども、教えてくれ。こんな世界をつくり出すのがおまえたちの願いだったのか。本当に魔王とやらが復活し、世界を支配しようとしているのか？

　いいや。クロードは様々な思いを振ふり切ってアクセルを吹ふかした。とにかく、いまはできることをするしかない。おれたちが最初にあきらめてどうする。明日には八つになる娘むすめのためにも、この先を迎むかえる準備をしなくてはならないのだ。おれたち、このノールの市民こそが。




　一方のシーラたちも、精せい霊れいによって荒あらされたノール市街地を抜ぬけ、やがて郊こう外がいの小高い丘おかに建てられたホテルに辿たどり着いていた。

　すぐさま近くの飛行場へと赴おもむく。ここへ来るまでの間、すでにかんかんだったシーラは、ハンガーから全戦せん闘とう機が出されて準備万ばん端たん調ととのっているのを見て、あわや怒りの沸ふつ点てんを越こえそうになった。

「シーラ隊長」後ろからすかさずティギーが声を飛ばす。「精霊増ぞう幅ふく器とやらについては、彼らは知らないのです。あまり怒おこりすぎないよう。さっきのアドバイスも忘れずに」

「わかっている！」

　と怒鳴るシーラの声はすでに充じゆう分ぶん怒っている。街があんな状態になっているのに、パリス軍が少しも動きを見せていないのが彼女には許せなかったのだ。では命令が下っていないのかというと、戦闘機の準備だけはすでにしてあるのだから、理解に苦しむ。

　隊長である自分が不在だったことも理由のひとつではあろうから、さすがにシーラもいきなり罵ば声せいを浴びせるのはやめにした。と、ハンガーの近くでたむろっていた隊員たちが、シーラを見て、驚おどろいたように集まってくる。

「どこへいかれていたのです、隊長？」

「魔王城だ！」シーラは正直に答え、それはそれで隊員たちを驚かせながら、「すぐ飛び立てるな。攻こう撃げき目標を教える。それぞれ分担して、すぐさま目標を撃破せよ！」

「攻撃？」隊員たちがぽかんと口を開けた。

「どこを？」

「誰だれと戦うんです？」

　言い募つのってくる隊員たちに、思わず「うるさい」とシーラが一いつ喝かつしそうになったとき、

「おお。ようやくお戻もどりか！　まったく、姿が見えないので肝きもを冷やしましたぞ」

　ホテルのほうからザイン司祭が駆かけつけてきた。侍じ従じゆうもいっしょだ。シーラは一いち瞥べつをくれたあと、苦そうな顔つきになって隊員たちへ視線を戻す。ザインは構わず、彼女の隣に並んだ。

「助けを求めてくる哀あわれな子羊が多すぎましてな！　少し、中で祈いのらせているところです。さあ、シーラ隊長。いよいよあなたの出番のようですな」

　こんなときだというのに、司祭の顔はなぜだか晴れ晴れとしていた。それどころか、普ふ段だんの彼からはまったく信じられないことなのだが、ほとんど浮うかれているようにすら見える。

「出番？」

　シーラが不ふ審しんそうな声と表情を与あたえると、ザインはさも意外そうに声を上ずらせた。

「魔王が現れたのですよ！　復活の噂うわさはどうやら真まことだったらしい。街を見なさい。邪じや悪あくな魔法で荒れ狂くるっておる！」

　充分見ましたよ、とシーラは内心で答えた。そういうあなたは見たのか？　見たならば、なぜそうも浮き浮きしていられる？

　ザインは興奮気味に手を打ち振って、神の啓けい示じを伝えるがごとく、ドラマチックに声を張った。

「もう二度と、あの恐おそろしい時代を呼び覚ますわけにはいきません。神の名に懸けて、復活した魔王ガリオンをふたたび斃たおすのです。他ほかでもない、あなたが！　聖女ファリスの血を引く、あなたこそが、邪悪なる魔王を打ち倒たおし、二度とテロリストどもが魔王の名を唱えられないようにしてやるのですよ！」

　魔ま王おうガリオン？──シーラはもう少しのところで嘲ちよう笑しようを浮かべそうになった。その魔王とやらが、いったい誰なのか知らないあなたではあるまい……。

　と、シーラの胸によぎっていた疑心が、そのときはじめて形となった。

　増ぞう援えん部隊を率いてやってきたギプロが、司祭とつながりがあったのはもはや疑うまでもないことだ。魔王城で、シーラの知らない作業を行っていたらしい兵士たちをも含ふくめて。

　そしてそのギプロは、あのレイナー・レイバックと知り合いだった。いいや、知り合いどころか、密接な協力関係にあるらしいこともすでにわかっている。

「なるほど──そういうことか」

　シーラは小声でつぶやいていた。ザイン司祭は、魔王をでっち上げるつもりだったのだ。魔王が復活を予言したまさにこの年、それを信じるテロリストたちの活動がにわかに活発化しており、いかに教会といえどもその対応に苦慮してきた。そこで司祭は──というより教会は──考えたのだろう。どうせ魔王の復活などはあり得ない。だが、いつまでもテロリストたちにそれを信じていられると厄やつ介かいだ。それならば、魔王をこちらで用意してやろう。そして、奴やつらが哀れにも信じるその魔王を、こちらの筋書きどおりに滅ほろぼしてやるのだ……と。

　そうすることで、彼らは、教会の威い信しんを増大させると同時に、テロリストどものよすがを完かん膚ぷなきまでに破は壊かいしようとしたのではあるまいか。たとえ、ノール領の人々や、魔法使いたちの間にどれだけの血が流れようと──つまり、教会派でない人間たちの命がどれほど犠ぎ牲せいになろうとも。

　そうして少なからぬ犠牲を魔王のせいで支払ったノールは揺ゆれるだろう。ザーロフ公国そのものすら巻きこんで。

　パリスはこの後も「邪悪な魔王の血統を滅ぼすため」とか何とか言い訳をいくらでも見み繕つくろって、軍を駐ちゆう留りゆうさせることができる。それどころか、いままでザーロフ領にはあり得なかった教会でさえも、市民の声にあと押しされる形で設営されることとなるだろう。入信者はあっという間に増えるに違ちがいない。逆に魔法使いたちは今度こそノールからも追い払はらわれる。ザーロフが連合の仲間入りを果たすのにそう時間はかかるまい。何なら、同じような事件をこれからも起こしてやればいい。軍と教会が堂々と駐留しているのなら、いまよりももっと簡単に魔王絡がらみの事件は起こせるだろう。そしてそれをまた、神の十じゆう字じ架かを掲かかげた聖なる軍隊が打ち払う。

　そう──最初に、ノールで正体不明の事件を起こしたのも、おそらくは教会の命を受けたパリスの別働隊だ。十数日前、兵士たちがダイアンに言ったらしい、「行方ゆくえ不明者が増える」という言葉からもそれが知れる。

　そもそも、ザーロフでの合同演習ですら、最初から予定になかったのではないか。どういう経けい緯いかはいまのシーラにはわかりようもないが、ひょっとしたらザーロフ公国内部にも教会の協力者がいたのかもしれない。

　偶ぐう然ぜん、事件を知った部隊が、偶然そこを訪おとずれたために駐留することとなり、そしてこれも偶然、魔王の復活を目まの当たりにする。

　できすぎた三さん文もん芝しば居いだった。そして、何より芝居じみているのが──、

「だから……わたしだったのか」

　シーラは小さな肩かたを震ふるわせていた。

「ん？　何か言われましたかな」興奮の最中にあったザインには聞こえなかったようだ。「なあに、怯おびえる必要などありません。いまさら魔王が復活したとしても、神が我らにお与えくださった機学兵器の前では、ものの数ではないことを教えてやるのです！」

　あのときは嬉うれしかった。

　栄光あるパリス第三航空機士団！　その聖槍フア・リス第一七中隊隊長に任じられたとき、シーラの発育途と中ちゆうの胸は誇ほこらしさでいっぱいになった。パリス軍がテロリストの大規模なアジトを襲しゆう撃げきする際、敵の飛ひ竜りゆう隊をことごとく駆く逐ちくして、爆ばく撃げき隊の護衛任務を完かん遂すいさせたシーラの功績が認められたのだ。

　そして今回は、ザーロフとの合同演習を行う部隊の最高責任者を命じられた。最初こそ最前線から離はなれることに不満を覚えていたものの、それも陛下が──父上が、わたしを信しん頼らいしてくれているからこそだ、と思えるようになった。

　ノールにおいて徐じよ々じよに魔王の影かげが現れてくるにつれ、その思いはシーラの誇りに火をつけた。

　ならば、わたしがやってやろう！──と思った。このわたしこそが、魔王の正体を突つき止め、この手で打ち倒すのだ！　と。

　最初から決められていたとおりに。

「邪悪な魔王を斃して暗黒時代を終わらせた、かの英えい雄ゆうの子孫が、ふたたびよみがえった魔王をも斃す──か」

　シーラはつぶやいた。アレンがぎょっとしたように隊長の顔を見る。その顔色は普ふ段だんよりもいっそう白くなっていた。

「なるほど。民衆が喜びそうなおとぎ話だな。実際に、そういう作り話が本となって流行はやったこともある。わたしだって、子供の頃ころに読んで、胸をときめかせたことがなかったわけでもない。本当に魔王がよみがえってくれないかなあ、なんて思っていたっけ」くすりとシーラは笑った。「そうしたら、あたしが斃たおしてやるう、ってね。ははは」

「何をブツブツ言っておられる？」

　ザインは少し上じよう機き嫌げんに水を差されたようだ。眉み間けんに苛いら立だちを漂ただよわせ、

「こんなところで怖おじ気けづいているようでは話になりませんな、姫ひめ君！　さあ、いますぐ飛び立つのです。あなたのお父上のためにも、愛する神のためにも、さっさと……」

「ギプロ隊長をお見かけしましたよ、司祭」

　シーラは冷たく口を挟はさんだ。司祭がぎくりとしたように言葉を吞のみこむ。「魔王城でね」とシーラが言い添そえると、途と端たんに、司祭の視線があちこちにさまよいはじめた。

「ギプロ……隊長？　はて、魔ま王おう城ですと？　中の調査をしていたのですかな……。ああ、ということは、いままさに魔王に捕つかまっているのかもしれない！」

　司祭はひとりで頷うなずき、ひとりで納なつ得とくした。「では、なおさら急ぎませんと！　ギプロ隊長にもしものことがあったら……」

「あなたの雇やとった魔法使いは、見立て違いだったのではありませんか、司祭」

　もうシーラは容よう赦しやしなかった。司祭へまっすぐに身体からだを向けて、その目を見み据すえながら鋭するどく言葉のひとつひとつを叩たたきつける。隊員たちは何事かと顔を見合わせながらも、いつにない隊長と司祭の様子に引きこまれていた。

「な、何を……」

「確かに魔王役にはぴったりな実力の持ち主だ。どこで雇ったかは知らないが、それこそ向こうの思う壺つぼだったのだろう。あなたは利用するつもりで利用されたのだ。彼が真の魔王になるために！」

「ええい、もういい！」

　司祭は真っ赤になって手を振ふり回した。

「誰だれか、このおかしな女を医務室へ連れていけ！　魔法を間近で見て、怖こわがるあまりに自分を見失っているのだ。とんでもない隊長もいたもんだ！　これならまだ〈狂きよう信しん者〉ディーバのほうが使いようがある。アレン、おまえが指揮を執とれ。この際、仕方ない。ともかく、パリスが叩かねば話にならん──」

「そうだ！」シーラが喉のども裂さけよと大声を出した。「パリスがやらねば意味がないからこそ、あなたはノールの軍にも脅おどしをかけて動けなくさせているのだ。民たみがあんなに苦しんでいるときに。怖がり、傷つき、逃にげ惑まどっているこのときに！」

「黙だまりなさい、シーラ！　あとで異い端たん審しん問もん局に突き出してやる！」

　ザインはシーラに指を突きつけた。途端に押し黙ったシーラを見て、ザインは邪じや悪あくな勝利に酔よい痴しれるようににたりと笑った。

「自分は姫君だから、司祭に逆らっても大だい丈じよう夫ぶだとでも思っていたのか。ふん、教会の力に一国の王族がかなうものか」

　司祭の目が危険な輝かがやきを帯びる。隊員たちは硬こう直ちよくした。異端審問局で審しん議ぎにかけられるということがどういうことなのか、彼らは知りすぎるくらいに知っていた。おまけに司祭の怒り具合から考えて、隊長は魔女の疑いさえかけられる恐おそれがある。そうなったらおしまいだ。誰もが祈いのるような気持ちで隊長が態度を翻ひるがえすのを期待するとともに、しかし心のどこかで──別の、まったく正反対の出来事を、焦こがれるような気持ちで待ちわびているのを認めないわけにはいかなかった。そして、

「わかったらさっさといくがいい。せめてもの情けだ、異端審問局には報告しないでやってもいい──」

「あなたは」声をいくぶん低めてシーラは言った。

「神の名のもとに、どれほどの罪を犯おかされるのか。捕とらえた魔法使いまでもレイナーに差し出して。自分に都合が悪くなると、神の名を出して相手を封ふうじこめようとさえする」

　シーラの歯がぎりぎりと嚙かみ合い、そして、その間から洩もれた声が矢のようになって司祭を貫つらぬいた。

「恥はじを知れ、ザイン」

「な、な、な……」

「貴様など、司祭の名に値あたいしない。ああ、お望みどおり飛び立ってやるとも。ただし貴様のためなどではない。わたしが信じる神と、そしてわたし自身の立てた誓ちかいのためにだ。貴様などの入る余地はどこにもない。とっととわたしの前から消え去れ！　でなければ、まずは貴様から撃うち殺してやるぞ！」

　早はや業わざのように拳けん銃じゆうを引き抜ぬいてシーラは叫さけんだ。アレンの腰こしから奪うばったものだ。司祭は鼻先に突つきつけられた銃じゆう口こうを見つめ、それから一いつ喝かつするためか大口を開けかけて──。

　ふらあっと後ろに倒たおれた。怒いかりのあまりに気を失ったのだ。あわてた侍じ従じゆうが司祭の背中を支えるのを尻しり目めに、シーラは改めて部下たちの前に立った。

「……見てのとおりだ。詳くわしく説明する時間はない。わたしについてくる意志があるものだけついてこい」
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　皆みな、無言のままに顔を見合わせている。ノールではまだ騒さわぎがつづいていて、時折、落らく雷らいに似た光や、人々の叫びが飛行場にまで届いてきた。

「ただひとつ信じてほしいのは、わたしは、神を愛している。それだけだ。神を愛するがゆえ、ノールの人たちを助けたい。もっとも……」シーラは硬かたくこわばらせていた口もとをゆるめて少し笑った。「わたしは、何ひとつ隊長らしいことをしてこなかった。信じてくれと言っても無む駄だだろう」

　隊員たちはそれが絶対の命令であるかのように押し黙ったままだった。彼女とて、そんな部下たちの思いにまったく無む頓とん着ちやくだったわけではないのだ。シーラは唇くちびるをふたたび引き締しめると、頭をひとつ下げた。

「命令ではない。だからこれは……お願いだ」

「誰が、そんなことを聞くものですかね！」

　唐とう突とつに誰かが叫んだ。びっくりした隊員たちは皆、とがめるような視線をその不届き者──ティギーに突き刺さした。

「司祭に嫌きらわれちゃ、部隊はおしまいだ。おまけにあなたは隊長として命令を下すのではないと言う。だったら、おれたちにそれを聞く義務はこれっぽっちもありゃしない。そうだろう？」

　ティギーは近くにいた隊員の肩かたを馴なれ馴なれしく抱だいて言った。「待て、おまえ、隊長のお気持ちも……」と言いかけたその隊員を制して、

「教会を裏切った隊長についていけば、おれたちだって異端審問局に突き出されかねない。誰か、それでもこの不ふ甲が斐いない隊長についていく勇者が、我が隊にひとりでもいるのかい？」

　わざとらしいくらい陽気に声を張り上げた。隊員たちはふたたび口を閉ざし、ちらちらと視線を交わし合う。と、

「おれはいくぞ」

　歯を喰くいしばるような表情で、隊の誰かが言った。ティギーをにらみつけながら、

「このままノールも、隊長も放っておけん。それに、『魔ま王おうを斃たおせ』とは司祭の命令でもある。教会を裏切ることになどならんさ」

「そ、そうだ」別の誰かが同調の声をあげる。

「そんなに怖いなら、ティギー、おまえひとり、ハンガーの中で震ふるえていろ。おれたちはいくぞ！」

「はん、もっともらしく格好つけやがって」ティギーが白い歯を剝むいた。「隊長も放っておけん？　シーラさまの気を惹ひきたいだけなんだろうが。王立女学院の制服を着せたいとか言ってたしな！」

「な、何だと」

「貴様ァ」

　格納庫前は騒そう然ぜんとなった。誰かがティギーに摑つかみかかり、負けじとティギーも相手の胸を小突づいて、さらに拳こぶしを握った手を振り回そうとする。ついには取っ組み合いになり、ごろごろと飛行場の上を転がっていく。

「やめんか！」さすがに見かねたアレンが、喧けん嘩かの真まっ只ただ中なかに割って入っていった。「そんなことをしてる場合か！　民たみはいまも逃げ惑まどっているのだぞ！」

　それから隊長へと振り向いたアレンは、

「いまさらお願いなどと、気弱なことを言われるからこうなる！」

　いきなり怒ど鳴なりつけた。普段の副長からは信じられない態度に、隊員たちが呆ぼう然ぜんとなる。まだ殴なぐり合う構えを見せていたティギーたちでさえ、ぽかんと口を開けてアレンを見やった。全員の視線を意識したか、副長は牛に似た顔を赤らめながら、

「我々に命令を下さい。先ほど、誰だれかも申していたでしょう。司祭が『魔王を斃せ』と言われた以上、ここから飛び立つのは決して裏切りにはなりません。──いいえ、裏切りになどさせません。もしも魔王を斃せたのならこれは伝説ですよ。誰に文句を言われる筋合いがあるでしょう？」

「…………」

　今度はシーラが口を閉ざす番だった。ぱちぱちと大きな瞬まばたきをくり返しながら、アレンを、ティギーを、そして隊員たちの顔を眺ながめている。アレンはなおもつづけた。

「我ら聖槍フア・リス一七中隊、司祭を好きな人物などひとりもおりませんが、隊長を嫌いな人物だってひとりもいやしない。我々がお守りします。空であれ、戦場であれ、お望みであるなら、異い端たん審しん問もん局であれ。さあ、命令を下さい！」

　アレンの声がいんいんと反はん響きようしていく。しばしの間があった。

「お守りする、か」

　シーラはつぶやいた。はにかんだような微笑ほほえみは、おそらく隊の誰もがはじめて見る表情だった。それから、

「わかった！　皆みな、わたしについてこい。聖槍フア・リス一七中隊、いまから魔王を斃しにいくぞ！」

「やっほー！」と歓かん声せいをあげたのは、他ならないティギーだった。

「おれはいくぞ！　この剣と魂たましい、そして心の翼つばさを淑しゆく女じよシーラ・アランスさまにお捧ささげする！」

「お、おれもだ！」彼がさっき肩を抱いた隊員が叫さけんだ。

　他の機士たちが顔を見合わせた。

「おれもいく！」

「そうだ、魔王を斃したなら、一いち躍やく、おれたちはヒーローだぜ！」

「神の御み名なに懸かけて！」

　次々と声が湧わき起こり、天に突き上げられる拳の数が増えていく。その騒ぎが収まりきらないうち、

「おまえ、どういうつもりだったんだ？」

　愛機に乗りこみながらアレンがティギーに声をかけた。シーラは他の隊員に精せい霊れい増ぞう幅ふく器のこととその位置とをかいつまんで説明しているところだ。

　ゴーグルを装着しながら「別に」とすっとぼけたティギーに、アレンはふんと笑って、

「前に言っていたな。シーラさまには少女であることしか取り得がないのだと。だが、見ろ。皆、活いき活いきとしてるじゃないか。司祭に銃を突きつけた隊長に、隊の全員がついていくというのだから、これは大した才能とはいえんか？」

「どうですかね」ティギーは首を傾かしげた。「シーラ隊長は多分、隊のことに無む頓とん着ちやくだったんじゃなくて、むしろ、理想の隊長たらんと気を張りすぎてたんじゃないですかね。自分のやり方もわからないままに」

「やり方？」

「考えてごらんなさいよ、副長。隊の連中がついていくと言ったのは、何も隊長の人徳のゆえじゃない。これも──そう、これも、隊長が淑女であらせられるからですよ。我ら機士たるもの、司祭に銃を向けた隊長についていくのは気が引けるものの、淑女の必死の頼みごとを無む下げに断るわけにもいかんでしょう？　先ほど副長どのは隊長にお願いではなく命令を下せと言われたが、その命令こそが、我々にとっては『断る理由のないお願い』になり得るのですよ」

「おまえって奴やつが、時々かわいそうになるよ」アレンは重苦しそうなため息をついた。「そんなにいろいろ理り屈くつをつけないと、ろくにものも考えられないのか。いいじゃないか。いま、ようやく我が中隊がひとつになった。ただそれだけのことさ」

　ティギーは笑うばかりで返事をしなかった。それからアレンは自らもゴーグルを装着し、飛行服の状態を確かめはじめた。

　シーラ自身も簡単な作戦説明を終しゆう了りようし、単葉単発対飛ひ竜りゆう戦せん闘とう機に乗りこむ。

「複座のギュネイ機は通信送受信のために、Ｂ地点にある丘おかの上で旋せん回かい飛行を行え。戦闘機隊は先ほど伝えた編制どおりに分散して攻こう撃げきを行う。陸上攻撃機は、万が一のために命令あるまで基地にて待機。アレン、ティギーの両名はわたしにつづけ」

「りょーかい」ティギーがおどけて間延びした返事をする。「それで、隊長──我らはどこへ？」

「決まっている」

　シーラはブーストを上げ、猛もう獣じゆうの唸うなりに似た発動機音に身をゆだねながら、車輪を止めているチョークを払はらう合図をした。

「魔ま王おう城だ！」

　離り陸りく位置についた戦闘機が、次々と路上滑かつ走そうをはじめる。

　シーラは真っ先に空へと舞い上がった。アレン、ティギーがつづいて地面を離はなれ、シーラ機の後方左右にぴったりと位置する。

　トライアングルを組んだ三機は、曇どん天てんの下、いまだ稲いな光びかりが轟とどろきやまない地上を見下ろしつつ、目標の魔王城めがけて飛んでいった。
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　はっ、はっ、はっ──と荒あら々あらしい呼吸。

　細長い通路の左右に、悪あつ鬼きの顔を縦に延ばしたような形をした柱がずらりと並んでいた。支えるべき天てん井じようは暗くら闇やみに吞のまれて見えない。

　アウルは通路をひた走っていた。さっきからずっと走りづめだ。運動の得意なほうでないアウルの心臓は悲鳴をあげつづけていたが、それでもなお、もっと速く、もっと速く、と尻しりに鞭むちをくれる勢いで駆かけつづける。

　細長い通路が終わりを告げ、真っ暗闇に閉とざされた小さな部屋が見えてきた。以前、ガイツから見せてもらった魔王城の地図からすれば、死体公示所モルグの解かい剖ぼう室に当たる部屋のはずだ。

　アウルは歩ほ幅はばを縮め、今度は慎しん重ちように歩きはじめた。ダイアンの名を呼びたいが、いつどこからレギオンたちが現れるかと思うと、さっきまでさんざん走っていたのに、いまや足音ひとつさえ耳みみ障ざわりな音に聞こえてくる。部屋の中はやはり暗くてよく見えなかった。中央に寝しん台だいらしきものがあり、足もとに壊こわれかけた荷車が転がっているのがかろうじてわかる程度だ。あの台の上で解剖した死体を、荷車で保管室に運んでいたのだろう。何のためかはわからない。噂うわさで語り継つがれるように、魔王ガリオンは人体実験を行っていたのだろうか。それとも、ただ単にレギオンの住処すみかとしてふさわしい場所を用意しただけなのか。

　そろそろと部屋の中を歩いていたアウルは、そのとき、多量の風が眼前で巻き上がったのを感じた。

「このっ！」

　甲かん高だかい叫さけびとともに、何かがアウルの頭上へと勢いよく振ふり下ろされる。アウルはあわてて跳とび退のこうとして、荷車につまずいて後ろへ倒たおれた。埃ほこりっぽい風が巻き上がると同時、近くの壁かべに何かがぶち当たって、ガチン、と硬こう質しつの音を響ひびかせながら石の破片をアウルの上へまき散らしてくる。

　もう一度、それが──古びた剣けんが──よたよたと振り上げられた。

「ダイアン！」アウルは背中で地面を這はって、相手から逃にげながらその名を声こわ高だかに呼んだ。「待って、ダイアン！　ぼくだよ、アウルだ！」

　相手がはっとしたように身動きを止めた。それから、アウルが転んだせいで辺りに漂ただよっていた粉ふん塵じんを吸いこんだか、勢いよく咳せきこみはじめる。カランと床ゆかに剣が転がった。間ま違ちがいなく、その人物はダイアン・ライリーだった。

「げほっ、ごほっ……ほ、本当に……こほん……アウルなの？」

「う、うん」

「あいつらに殺されたんじゃなくて？　聞いたことがあるわ。レギオンは殺した相手を自分たちの仲間にするんだって。それから、その人の記き憶おくや姿を利用して、その人の知り合いたちも誘さそい出して殺すんだって！」

　ぶるぶると震ふるえる人ひと影かげはまた剣を拾おうとしたようだ。アウルは素す早ばやく立ち上がって、ダイアンのほうへと駆け寄った。「来ないで！」と金切り声をあげるダイアンより早く、アウルは剣を足で踏ふみつけていた。

　二人の顔が至近距きよ離りで見つめ合う。

「落ち着いて！」

　近い位置で叫ぶと、ダイアンの瞳どう孔こうがきゅっと縮まった。その息いき遣づかいを感じながら、アウルは少し声を落として、

「……ぼくなんかより、よっぽどダイアンは魔王に詳くわしいんだね」

「だ、だって……」じっとアウルを見つめるダイアンはまだ震えていた。「あれから、いろいろ……調べたのよ。ザベル、リュカール、ゼナ──レギオンのことも……。だって、そうするしかないじゃない？　だって、あたし、だって……」

　取り留めもないことを口にしていたダイアンは、突とつ然ぜん、自分の膝ひざに顔を埋うずめて、わッ、と泣き出した。

「ど、どうしたの!?　どこか、怪け我がをしてるの？　い、痛い？　どこ、ど、ど、どこ？」

　アウルはおろおろとして、「そうだ、薬か何かないかな」と、室内をうろつきまわった挙句、また荷車に蹴けつまずいて転てん倒とうした。もわっ、とふたたび粉塵が巻き上がる。ダイアンはまた苦しそうに咳せきをしながら、白っぽい風から顔を背そむけた。

「も、もう、アウル！　ばたばたしないで！」

「ご、ご、ごめん」

　へたりこんだアウルとダイアンの目線が、ようやく同じ高さになった。少しの距離を挟はさんで見つめ合っていた二人は、なぜだかおかしくなって、同時に噴ふき出してしまった。

「よかった……無事で」ひとしきり笑ったあと、アウルは言った。

「気づいたら、ひとりだったのよ」ダイアンは髪かみについた埃を払はらっていた。「誰だれもいなくて、暗くて……冷たくて。どうにかなりそうだったわ。瞬まばたきするのも怖こわかった。一回目を閉じてしまったら、もうそこにあの亡ぼう霊れいたちがいるような気がして……。本当に、ほ、ん、と、う、に……」

　またこみあげてくる涙なみだを堪こらえきれず、ダイアンは背中を震わせてしゃくりあげる。いつもまばゆいくらいに輝かがやいている赤い髪も、真っ白い顔も、いまや埃と涙にまみれて黒ずんでいた。

　アウルは足もとに気をつけながら立ち上がって、ダイアンのほうへ歩み寄り、そして手を差さし伸のべた。

「いこう。ここから早く離はなれないと」

「うん」ダイアンはごしごしと目もとをこすって、その手を取ろうとしたが、「やだ、アウル、怪我をしてるわ！」

　手の甲こうについた引っかき傷だ。アウルは苦笑いして、部屋の入り口付近を指差した。そちらを見たダイアンが、一いつ瞬しゆん「ひッ」と声をあげかける。緑色がかった丸い光が二つ、そこに灯ともっていたからだが、すぐに暗くら闇やみで輝く猫ねこの目だと気づいた。

「彼女に引っかかれて」

「猫？　まさか、ゼナとか言わないよね。頰ほっぺたの傷もそうなの？」

　ティギーと同じことを言う。アウルの頰ほおに残った傷きず痕あとはレギオンにつけられたもので、その場にはダイアンもいたはずなのだが、あのときは恐きよう怖ふのあまりに見ていなかったようだ。説明する手間を省いてアウルは頷うなずいた。

「へえ」ダイアンはゼナのほうへ屈かがみこんだ。「おまえ、お転てん婆ばなのね？　いらっしゃい。こんなところにいたら怖いでしょ」

　ゼナはすっくと延ばした首をあらぬ方向に向けて、ダイアンを無視する。そのままとことこと解かい剖ぼう室から離れた。「もうっ」とダイアンが追いかける。

　アウルはほっとした。かわいい動物を見たせいか、ダイアンも大分落ち着いてきたようだ。あとはこのまま秘密の抜ぬけ道へ戻もどって、彼女を外へ出してやればいい。そしてさらにそのあとは……。

　ふーっ！

　黒猫の不ふ機き嫌げんな唸うなり声が聞こえてきた。ゼナを追いかけていたダイアンの後ろ姿が硬こう直ちよくしている。アウルは急いでダイアンの隣となりに並んだ。

　天てん井じようの高い通路の向こう、茶ちや褐かつ色しよくをした異形の群れがあった。狭せまい通路を埋め尽つくしたその軍勢は、ゆらゆらとした足取りでこちらに近づきつつある。ダイアンの手が無意識のうちにかアウルの肩かたを摑つかんでいた。アウルの眉まゆ根ねが歪ゆがむ。凄すさまじい力でわななく手の爪が、衣服を通じて肌はだに喰くいこんできた。

　埃ほこりに汚よごれた白い顔が、いまにも破は裂れつしそうに見えた。アウルはその手に自分の手を重ねた。彼女に負けず劣おとらず、強い力でぎゅっと握にぎりしめる。

　体毛を逆立て向こうをにらみ据すえるゼナを挟んで、押し寄せてくる死者たち。その目に──目が原形のまま残されてあるものさえ稀まれだったが──もちろん理性の色はない。といって、野性の本能に彩いろどられた、獣けもののような飢うえも、怒いかりも、そしてこちらへ投げかける敵対心さえない。ただ迫せまり来る。同じ死者の仲間を増やすためだけに。

　アウルの喉のどが上下した。




　高度四〇〇メートル──

　トライアングルを組んだまま、シーラ、ティギー、アレン、それぞれの機体が飛行をつづけている。

　三人の搭とう乗じようする、単座単発対飛ひ竜りゆう戦せん闘とう機〝クルーゼ〟は、教会の認にん可かナンバーを割り当てられた機学兵器の例にならって、英えい雄ゆうたちの神話からその名を取られた最さい新しん鋭えいの機体である。いまだに対地上攻こう撃げき機は胴どう体たいにベニヤ板や布を使用しているが、クルーゼは初の全金属製。それまでの機体でパイロットたちに評判の悪かった回転機き銃じゆうも取り払われ、二門の固定機銃が主装となっている。

　全長七メートル、翼よく長ちよう一〇メートル。水冷エンジン搭とう載さい。最大速度は時速四六五キロ。

　内燃エンジンを搭載した飛行機が、世界ではじめて空を舞まってから約三〇〇年。機学においては、教会が自分たちの許可のない機関での研究を一いつ切さい禁じたため、その発展速度が大おお幅はばに減退したと言われているが、それでも三〇〇年の間に培つちかわれた空の技術は、その結けつ晶しようとしてクルーゼという現在考え得うる限りで最高の戦闘機を生み出した。

　教会連合内でも最大の国エリシスなどでは、大型飛行機を貴族専用の旅行機にしたり、機士や貴族たちがその技術と腕うで前まえを競う航空機でのレースを行ったりと、航空技術を娯ご楽らくに使用していると聞くが、シーラにはとても信じられないことだった。空は命を懸ける、誇ほこり高い機士たちのための神聖な場所だ。部品を止める数えきれないほどのネジひとつ、操縦席を占しめる計器の目盛りひとつに繊せん細さいすぎるほどの細やかな神経を払はらってはじめて、人は空を自在に舞う資格を得られる。それを楽しみなどに使用するのは、何だか自分の誇りを汚けがされたような気分になるのだ。

「アーク公こう爵しやくがまさにエアレーサーのひとりだと聞いたがな」

　シーラは幼少の頃ころに決められた許嫁いいなずけの名前をつぶやいた。エリシスの公爵だ。アーク本人とは一度しか会ったことはないが、噂うわさでは、エリシスが国を挙げて行う世界一の規模のエアレースで一年前に準優勝を遂とげたという。快挙だとは思うものの、当然、空の戦いに誇りを抱いだくシーラはいい印象を持っていなかった。

　が、すぐにシーラは気持ちを切り替かえた。飛行場から飛び立って数分もしないうち、目標の魔王城が見えてきたのだ。はるか上から見下ろす魔王城は当然のことながら、あれほどの恐怖を味わった場所とは思えないくらいに小さかった。まるで物語の一場面のような気さえしてくる。

　シーラはいったん魔王城を三六〇度眺ながめてから、攻撃に適したポジションを探すために旋せん回かい運動に入りかけた。と、

「隊長！」無線機がティギーの声で怒ど鳴なりつけてきた。「門の前を見てください。地上部隊が！」

　珍めずらしく緊きん迫ぱくした声に煽あおられて、返事もせずにシーラは機首を下げて魔王城の門前を視界におさめた。

　ぎくりとなった。黒い煙けむりが数条、ぶすぶすと前庭から立ち昇のぼっている。簡易兵舎は焼け焦こげ、大たい砲ほうもトレーラーもすべて打ち壊こわされていた。目を凝こらすと、アリのように魔王城から逃にげ散っていく兵たちの姿も見えた。

　そしてその破は壊かいの大だい元げん凶きようが、いままさに翼つばさをはためかせて飛び上がってくるところだった。

　かすかな金色のきらめきは、その体たい軀くをびっしり埋うめた鱗うろこによるものだ。黄金竜りゆうサイレンは一気に浮ふ上じようしてきた。額から延びた角のよじれまで確かく認にんできる距きよ離りに入ったとき、ぎざぎざの牙きばを覗のぞかせながら大口を開く。

「散れ！」

　シーラは掛かけ声と同時に機体を右に傾かたむけ、高度を落としにかかった。

　一いつ瞬しゆん前まで維い持じしていたトライアングルの中央を灼しやく熱ねつの業ごう火かが走り抜ぬける。サイレンは自分の噴ふいた炎ほのおさえ追い越こしかねない勢いで飛び上がってきた。全長、翼長、ともにクルーゼより二、三メートルぶん大きい。空気の層を貫つらぬいて飛んでくるその姿を見ただけで、新米パイロットなら震ふるえ上がって操そう縦じゆう桿かんを放してしまうことだろう。アレンもその愚ぐを犯おかしたか、他の二機より散開運動が遅おくれていた。しかも悪いことに、サイレンの直進コースに位置している。

　高度を取ったために速度の遅おそくなったアレン機を追いながら、サイレンはもう一度火球を噴き上げた。アレンのクルーゼが鋭するどく機体を振ふってそれをかわす。

　二度、三度と同じ光景がくり返された。

　その頃には、シーラとティギーが、サイレンの後方で反転を終えていた。上下に並んだ二機がサイレンを追いかけはじめる。最初からアレン機を囮おとりとしていたのだ。複数で一機の相手を追いつめる際に、彼女たちがよく使用するコンビネーションである。

　サイレンの後ろ姿がシーラの照準器に収まる。発射レバーを引いて弾だん倉そう容量五〇〇発の七・七ミリ機銃を撃うった。サイレンの巨きよ体たいから金色の鱗と黒っぽい血が散った。ぐえええ、と悲鳴をあげて降下する。機体があわやぶつかりそうになる寸前まで発射レバーを引いたあと、シーラは操縦桿を引きつけて急きゆう上じよう昇しようした。

　つづいてティギー機が追つい撃げきする。バリバリと雷かみなりにも負けない音を轟とどろかせ、機き銃じゆう弾だんを雨あられと降り注ぐ。サイレンの巨体が何度も空中でよろめいた。

　いかに伝説の竜といえども、エース級のパイロットに操あやつられる三機の最さい新しん鋭えい機き相手では分が悪かった。竜は戦闘機ほど小回りが利きかない上、その最高速度もはるかに下回る。かつては『空の一角を焼き焦がすよう』とまで恐おそれられたサイレンの炎も、数をもって圧あつ倒とうしようとするゲリラとの戦いに手慣れたシーラたちには当たりようもない。

　逆に、ティギー機の放った火を帯びた鉄てつ槌ついが、尻尾しつぽの付け根から胸あたりを貫かん通つうした。サイレンの首が上下に揺ゆれてもんどりをうつ。黄金色のきらめきが、長い尾おを引いて山の中腹辺りへ落ちていった。

「よし！」

　上空でふたたび宙返りを終えていたシーラが、小さく声をあげた。魔王の操る竜とてこのざまだった。何を恐れることがあろう？　魔ま法ほうなどが機学にかなうはずがなかったのだ。魔王城には爆ばく撃げきが通じない？　それも、やってみなければわかるものか。ガイツというあの老人、確かに魔法使いとしては優すぐれているだろうが、機学に関してはあまり知識がないに違ちがいない。いまからでも遅くはない。部下を城内に入らせ、ガイツとアウルを避ひ難なんさせてから──。

　ぬっ、とそのとき空が翳かげった。全身を黒い影かげで覆おおわれたシーラが振り返る。

　飛ひ翔しようする巨大な物体があった。シーラには何が何やらわからなかった。まるで、突とつ然ぜんその場に巨大な飛行船が現れでもしたかのようだ。

　けえええーっ

　金属を引き裂さいたような音がけたたましく鳴った。それが鳴き声だと気づいたのは、ひらりとコクピットに何かが舞まい降りてきてからだ。人間の腕ほどの大きさがあるそれは、褐かつ色しよくの羽毛だった。

「リュカールか！」

「隊長、旋回してください。仕し掛かけます！」

　シーラが相手の正体に気づくと同時、ちょうどリュカールの正面につけていたアレンが無線機に怒ど鳴なった。シーラ機は相手の照準をはぐらかすやり方で、翼を左右に振りながら上昇、下降をくり返してリュカールの突とつ進しんを阻はばんだ。

　アレン機が「いま！」と合図を送る。ブーストの急加速で、ぱっとシーラ機が浮上した。

　伝説の魔将リュカールが、猛もう禽きん特有の鋭い目を上方へ転じて翼をひときわ勢いよくはためかせようとした矢先、バババッ、と赤い火の束が走った。リュカールを下から一直線に貫く位置と速度だった。

「やった！」

　アレンの歓かん声せいは早すぎた。それも無理はなかった。リュカールはサイレンよりもさらに大きい。全長はおよそ一五、六メートル。さほど速度もない。航空機士にしてみれば、空に浮ういた馬ば鹿かでかい射的も同じだ。アレンが外すはずはなかった。

　リュカールが消えさえしなければ。

「何だと!?」アレンが吠ほえる。リュカールとの正面衝しよう突とつを避さけようとして、機体を切り返そうとしていた矢先のことだったので、不意に飛行機の動きが止まった。

「副長、う、後ろだっ！」

　ティギーのその声を、アレンがどうして現実のものとして瞬しゆん時じに受け入れられただろう。あんな巨大なものが、高速格かく闘とう戦に慣れたアレンの目をもってしても追いつけないほどの速度で後ろへ回りこんだなどと。

　それを受け入れるより早く、世界が回転をはじめた。猛もう烈れつな勢いだ。アレンは練習機が絶不調で、海面の上に錐きり揉もみ回転していったときのことを思い出した。あのあとは整備士を八つ裂ざきにしてやりたいと思ったが、いまは誰だれの責任だかわからなかった。

「アレン！　ア……ン……」

　がたがた揺れる機体内は火を噴いていた。無線機もほとんど声を発しなくなる。アレンは半ば朦もう朧ろうとしたまま、ただ厳しい訓練の積み重ねで身につけた、第二の本能ともいうべき航空機士の習性で、ベルトを外し、座席の上から──上だか、下だかろくにわかりもしなかったが──心持ち膝ひざを延ばした。

　ふわりとアレンの身体からだが宙を舞った。

　炎えん上じようしながらぐんぐんと落ちていくアレン機から、小さな人ひと影かげが飛び出し、機体が遠ざかった直後に落らつ下か傘さんを広げるのを目もく撃げきして、ひとまずシーラは安あん堵どした。が、すぐに操そう縦じゆう桿かんを握にぎる手に力を込こめる。

　リュカールはふたたび甲かん高だかい鳴き声を発しつつ、火を噴いた獲え物ものが森の中へ落ちていくのを見届けていた。

「何が起こった？　リュカールと衝突したのか？」その隙すきにシーラはティギーに訊きいた。前方に位置していた彼女には見えなかったのだ。

「い、いいえ……」シーラ機より上空で旋せん回かいしながらティギーが答える。「副長の撃った弾たまが当たる直前、リュカールが搔かき消えたんです。そうとしか見えなかった。そして、気づいたら、副長機の真後ろにいて……あの大おお鷲わしは一気に翼を振ふって、ああ、目で見えるくらい、凄すごい……竜たつ巻まきみたいな風が起こって。それで──」

　いつもの飄ひよう然ぜんとした様子が噓うそのようにティギーは取り乱していた。

「落ち着け！」シーラの声は、無線機を飛び越こえてティギーを引っ叩ぱたきかねない勢いがあった。「どんな戦いも、平常心を失ったほうが負けだ。わたしがあいつを格闘戦に誘さそいこむ。おまえは上空から隙を見て切りこんでこい！」

「りょ、了りよう解かい！」

　シーラは、リュカールの側面へとエルフィの鼻はな面づらを向けた。ぎょろりとした大鷲の目がこちらを見る。

「ザベルの次は、リュカールか」乾かわいた唇くちびるをぺろりと舌で湿しめらせながら、シーラはひとりごちる。「ますます物語じみてきた！」

　リュカールはその場ではためいて、わずかに上じよう昇しようする気配を見せた。シーラは牽けん制せいのために一連射をかけてみる。ドドドッ、と音を吐はいて放たれる機き銃じゆう弾だん。リュカールは想像以上に動きが鈍にぶく、まるで動こうともしなかった。やれるか？──とちらりと思い、発射レバーにかけた指をそのままぐっと握りこもうとした。

　そうしなかったのは、シーラの五感が研とぎ澄すまされていたからだ。距きよ離りが二〇〇メートル以内に詰つまったとき、ふっとリュカールの姿が搔き消えたときもあわてはしなかった。敵てき愾がい心しんに燃える心と裏腹に、シーラの内側では氷のように冷めた視線で戦場を見つめる視線が存在していて、それが言わば、地上にいるときのシーラと、空にいるときのシーラとの最大の違ちがいだった。

　速度を殺しつつ、左垂直旋回に入る。鋭するどい急カーブがシーラの小こ柄がらな身体をぎしぎしときしませた。が、いかに小柄に見えようと、シーラは平均的な女性よりはるかに鍛きたえられた肉体をしている。唇を嚙かみしめてその圧力に耐たえた。

　リュカールを正面に捉とらえた。シーラ機のすぐ後方に位置していたことになる。まさに瞬しゆん間かん移動したとしか思えない速度だった。

　機体を水平に戻もどしながら機銃を放った。二本の火線が走り抜ぬける。何もない空間を裂さいた。ふたたび消え失うせたのだ。

「隊長──後方、やや上空！」

　ティギーの叫さけびがシーラの耳を貫つらぬいた。彼を上空に残していたのは、いまのように相手の位置を確かく認にんする意味合いもあった。一瞬、シーラは逡しゆん巡じゆんした。できるか、と自らに問いかけ、それからもう一度、骨ごと肉体がばらばらになりそうな急旋回へと身を投じた。

　あの動きは何だ!?──身体とは別に、心のどこかが悲鳴をあげていた。以前、シーラたちが地上を走って追いかけていたときは、あんな動きは見せなかったはずだ。

　このときのシーラには知りようもなかったが、リュカールはかつて、『自分だけの空をその巨きよ大だいな翼つばさの下に隠かくし持っている』と伝えられたことがある。普ふ通つうの人間には見えない、その『空』を使って飛んでいるため、人間の目からするとまるで突とつ然ぜん消え失せたように見えるのだという。

　これも魔ま法ほうには違いなかった。レイナー・レイバックは、数日かけてアウルがようやく操あやつれるようになったリュカールから、わずか一瞬にして、アウルさえ知らない能力を引き出していたのである。

　しかし、シーラはまだ絶望してはいなかった。ティギーがこちらの意図を吞のんでくれているはずだという確信もあった。次に一いち撃げきを加えようとしても、またリュカールは消えるだろう。そして、また、シーラの後ろに現れるはず。いま、ティギーはその瞬間を狙ねらえる位置へと移動途と中ちゆうのはずだ。

　次こそやってみせる──というシーラの意気ごみが、いきなり、ふっ……と尻しりすぼみに消えかかった。

　急旋回の圧力に耐えかねたのだ。

「！」

　シーラはまたも機体を水平に戻した。このまま意地になって旋回をつづけても意識を失うだけ──冷静な視線があればこその判断だった。シーラはぎりぎりまで絞しぼっていたスロットルを開けて、いったんリュカールから距離を置こうとした。が、

　まさにその瞬間、眼下の森から梢こずえを切り裂いて飛ひ翔しようする影かげがあった。

　鱗うろこのきらめきがシーラの視界を両断する。

　サイレンだった。額から生えた角が半ばよりへし折られている。伝説によると、ある王の放った矢が突つき刺ささり、そのまま時を経るにつれて、皮ひ膚ふの一部と化したという角。その誇ほこりを傷つけられてか、全身に負った傷のためにか、サイレンの目は怒いかり狂くるっているように見えた。

　あまりに距離が近かった。開いた口こう腔こう内が、真っ赤に煮にえたぎっていくその瞬間までもがはっきりと見えた。シーラのゴーグルにオレンジ色の光が投げかけられる。

　かッ、と炎ほのおが解き放たれた。




　じりじりと押し寄せてくる無言の軍勢を前に、アウルたちもまた、声を発することができないまま立ち尽つくしていた。

　ダイアンの震ふるえる手を取ったまま、背中のほうでベルトに挟はさんでおいた拳けん銃じゆうを取り出す。弾たまは一発、とシーラは言っていた。それで何が解決できるはずもない。この後ろは死体の保管室があるだけで、確か行き止まりのはずだ。魔王城をくまなく調査していたガイツの地図による情報だから、他ほかに抜け道もないと考えたほうがいい。

　粘ねん土ど細工の人形じみた死者の群れ。すでに彼らを見み舞まっている死よりも苦しい何かがこの場にあるのか、全員、蜘蛛くもの糸に絡からみつかれでもしたかのように、鈍い動きで、しかし確実に獲え物ものを目差し、一歩、また一歩と近づいてくる。

　ふーっ！

　ゼナがまた威い嚇かくの声をあげた。アウルは、頭を伏ふせたまま身体からだを思いきり延ばして体毛を逆立てたゼナと、近づいてくる死者たちとを見比べた。そう、そのつもりでアウルは「彼女」を連れてきたのだ。だが──できるだろうか？　一瞬の迷いを吞み干して、そっと後ろからゼナに近づいた。ダイアンが前進を拒こばんだため、アウルひとりで赴おもむくことになる。

　もともとレギオンは、ゼナの魔法によってかりそめの命を与あたえられた不死の軍勢だ。個人個人が一応自由意志のようなものを持っているが、その主人であるゼナの魔法には逆らえない。いまも、ただの猫ねこに戻りかけているはずのゼナにさえ怯おびえているのだ。

　が、逆に言えば、いまのゼナでは彼らを押し留とどめることができないということだ。アウルはゼナの近くに片かた膝ひざを立ててしゃがみこんだ。そのまま目を閉じる。

　頼たのむ！……届いてくれ！

〈意識の手〉を心の中で練り上げようとするが、なかなか形にならない。ローブがないためだ。その手助けなしでは、自分の意思を二つに分けるなどという常人離ばなれした行こう為いは困難を極きわめる。

　さっきはできたじゃないか！　アウルは自分を励はげました。さっきはできて、いまできないなんて理由はない！

　かさかさと何かが擦こすれるような音が聞こえる。にちゃにちゃと肉が潰つぶれ合うような音。レギオンの足音。

　瞬しゆん間かん、世界が無音に閉とざされ、アウルの意識が〈手〉となって放たれた。一気にゼナへもぐりこもうとする。

　弾はじかれた。

　もう一度。

　また弾かれた。ゼナの強固な意志が、どろどろと思念の糸を引いて渦うず巻まいている。命あるものに宿るのは難しい、とかつてガイツが言っていた。まずは相手の意志を〈手〉の力でもって押さえつけねばならないためだ。しかも相手は、魔力をなくしかけているとはいえ伝説の魔将。ローラナの仲ちゆう介かいも、ガリオン・ローブもない彼の力だけでは、絶ぜつ壁ぺきに挑いどみかかろうとする虫けらの立場も同然だった。

　──くそっ……。

　何度かのチャレンジも徒労に終わる。薄うすぼんやりとゼナの姿が見えた。ほんのわずかな距きよ離りなのに、果てしなく遠い。強固な壁かべが立ちはだかっていて、アウルひとりぶんの隙すき間まもありはしない。そのうち、アウルはいままでどうやってゼナと〈手〉を結び合っていたかすらも思い出せなくなっていた。

　しかし、アウルにもはや挑ちよう戦せんする以外の道は残されていなかった。

　──ゼナ、お願いだ。ぼくを受け入れてほしい。ぼくは確かに魔ま王おうじゃない。本当なら、きみと〈手〉を結び合うことなんか許されやしない。いいや、こうやって間近に会うことすら。

　祈いのるような気持ちで六度目の〈手〉を延ばす。

　世界はあくまでも静かで、そしてスローモーに時を運んでいった。

　──だけど、いまは必要なんだ。魔王以上にぼくがきみを必要なんだ。

　アウル自身は意識すらしていなかったが、このとき、すべてが幸運な条件を彼にもたらしていた。疲つかれ果てているからこそ、余計な雑念はきれいに吹ふき払はらわれていたし、ゼナとつながり合った感覚さえ忘れていたから、余計な記き憶おくに邪じや魔まされず、新たな取っ掛かかりを探そうと模も索さくしはじめていた。

　そして……。

　彼ははじめて、魔将たちを理解したいと思った。いままでは相手側からもたらされる情報のみを頼たよりにして、困こん惑わくし、狼ろう狽ばいしていた。しかしいま、おそらく彼ははじめて、本当の意味で〈手〉を彼らへと延ばしたのだ。

　人との関係において、アウルは拒きよ絶ぜつしてきた自分を思い出していた。魔将たちとも同じだった。拒絶してきたのは常にアウル自身だった。

　──ゼナ！

　粘ねばついた暗くら闇やみの中、そのとき、細いかすかな光が縦に走った。あたかも光の世界へ通じる扉とびらであるかのように、徐じよ々じよに左右へ広がっていくその光がアウルを柔やわらかく溶とかそうとする。いいや、実際に溶けた。『自分』という殻からがどろどろに溶け崩くずれ、代わりに、光の扉の向こうからどっと押し寄せてきた柔らかであたたかな感覚とひとつに混ざり合う。

　彼は──、

「きゃあああああっ！」

　アウルは目を開けた。

　ぞくぞくするほど冷たい感覚が身体を這はい登ってくる。〈手〉を急激に離したための後こう遺い症しようだ。

　ダイアンの悲鳴だった。アウルはのろのろと顔を起こした。いままさにレギオンたちが襲おそいかかってくるところだった。ゼナは彼の足もとにいた。もう〈手〉を生み出す余よ裕ゆうも気力もなかった。

「アウル！」

　瞬間、しわがれた声が吹きつけてきた。ダイアンとは正反対の方向から。

「受け取れ、アウル！」

　死者たちの群れが左右へわかれた。その中央を縫ぬって、黒い布きれがばさばさと裾すそを波打たせながら飛んでくる。マントを支えているのは、白く、透すきとおった姿をした小こ鬼おにのような物体だった。

　アウルはまたも手を延ばした。今度は本当の腕うでを。

　その手がガリオン・ローブを摑つかんだ。瞬間──。

　どくん、と二つの心臓音が重なり合った。

「にゃにゃ」

　ゼナがアウルの胸むなもとで、必死に身体からだを延び上がらせた。「にゃ……、にゃ……」ともどかしげにわめいたあと、

「退にやがれ、無礼者！　おまえたちの主あるじを何と心得る！　にゃおん、おおーん」

　びくりとレギオンたちの列が退いた。アウルは最後の力を振ふり絞しぼって立ち上がった。

　たとえガリオン・ローブの助力があったとしても、いまのアウルでは数秒と〈手〉をつなぎ合わせていられない。アウルは仰ぎよう天てんして立ちすくんでいたダイアンの手を強ごう引いんに取った。

「ア……アウル……」

「来るんだ、ダイアン！」

　そのまま走り出す。ダイアンの足はもつれ気味になった。アウルは死者たちの群れの中央を突つっ切ろうとしていたからだ。ほとんど駄だ々だっ子のように「ああ」と呻うめいてその手を離そうとするダイアンを、アウルは叱しかりつけた。

「走れ、ダイアン！　こののろま、意気地なし！」ダイアンの顔がまっすぐにアウルと向き合った。「走るんだ！」

　ゼナを抱だいたアウルは、さらにダイアンの手を引きながらレギオンたちの間を縫って──時には腐くさった身体とぶつかり、押し退のけながら──走りつづけた。レギオンたちはそれこそ人形のように身動きを止めていた。通路の向こうで、激しく手招きしているのは間ま違ちがいなくガイツだ。彼もともに走りはじめ、その先導で死体公示所モルグから遠ざかった。

　どれほど走ったろう。

　さすがにもうこれ以上は──というとき、ガイツがほとんどぶつかるような勢いで壁かべに背を預け、足を止めた。途と端たんにダイアンもその場にへたりこむ。アウル自身も壁に手をついた。

「この……お、お、おお、大おお馬ば鹿か者がっ！」息を切らしながらも、ガイツは声を荒あららげた。「動くなと……言ったろうが！　き、き、貴様ほど……無知で、愚おろかで、どうしようもないガキで、ふざけた魔法使いははじめてだ！」

「ご……ごめん」

　アウルはそれだけ言った。仕方なかったんだ、とは言わなかった。ガイツが心底怒いかり狂くるっているのはあきらかだったから。

「ごめんだと!?　貴様、それだけで……ええい」

　ガイツはひとつ深呼吸をしてから、床ゆかに唾つばを吐はいた。喉のどもとにせり上がってきた言葉を捨て去るかのように。

「いまは時間がない。あとでたっぷり時間をとって、貴様に教育を一からしなおしてやるからな」

　アウルはうなだれて恐きよう縮しゆくした。「ふん」と鼻息を吹ふいたあと、ガイツがそのあとにつぶやいた小声は聞き取れなかった。「ゼナと……だと！　わしは……レギオンに……つもりだったのだ。ひとつひとつの意思は……はるかに……弱い……な。それを、ゼナと……何という……」

　先ほどよりはいくぶん広い通路の中だった。〈手〉を維い持じできなくなり、普ふ通つうの猫ねこに戻もどったゼナが、ぴょんとアウルの手の中から跳とび離はなれる。三人とも息を整えるのに必死な中、ゼナだけはきょろきょろと首を巡めぐらせ、自分の好こう奇き心しんを満足させるのに忙いそがしい様子だった。

　ようやく息が整ってくると、アウルはへたりこんだままのダイアンが気になった。

「ダイアン……？」

　声をかけかけて、ふと口をつぐんだ。赤い髪かみの少女は、何か得体の知れないものでも見るような目つきで彼を見ていた。震ふるえていた唇くちびるから、「魔ま法ほう使つかい……？」という小声が洩もれる。しまった、とガイツは手で顔を覆おおった。

「ダ、ダイアン、大だい丈じよう夫ぶ？」アウルは聞こえない振りをして、彼女を気き遣づかった。「さっきはごめんね。のろま、なんて。ぼく、ダイアンより足遅おそいのにね。でもスタンよりは速いんだよ。この前のマラソンでは、あいつに、おれより前に出るな、なんて言われちゃって、それで……」

「あなたは……」

「それで、それで……」
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　言葉を必死で探すアウルに、ダイアンは真顔でこう訊きいた。

「あなたは、誰だれなの……？」

　アウルの頭の中から、手て探さぐりで探していた言葉すべてが消え失うせた。ダイアンもそれ以上何も言おうとせず、ただ、いままで彼が見たことのない目つきでアウルを見つめている。ガイツも助け舟ぶねを出せず──しばし、誰も口を開こうとしなかった。

　まだ一定のリズムには戻らない三人の息いき遣づかい。汗あせを噴いた顔、顔、顔。どれも埃ほこりまみれ。暗くら闇やみに、三人の放つ熱だけが色となって見えるような気がした。

　と、

「なーお」

　三人とも、驚おどろいたようにある一点へと視線を集中させた。ダイアンの足もと。黒くろ猫ねこのゼナがいた。行ぎよう儀ぎよく腰こしを下ろし、すっくと首を延ばしたままダイアンを──彼女だけを見上げている。

「なーお」

　もう一度鳴いた。まるで何かを訴うつたえかけるかのように。ガイツはアウルと顔を見合わせた。アウルはそっと首を振る。彼はさっきガイツがやったように一回深呼吸して、

「ダイアン」

　と呼びかけた。こちらを向く少女の顔は、汗と埃にまみれていたけれど、それでもやっぱり、彼の大好きな少女のそれだった。同じくこちらをくるりと向いたゼナへ両手を差し伸のべる。今度は拒きよ絶ぜつされなかった。とことこと歩いてきて、アウルの両りよう腕うでへ跳び乗る。ごろごろと喉を鳴らすゼナを抱きかかえながら、

「いっぱい……噓うそや、ごまかしがあるかもしれないから──いままでも、ひょっとしたらこれからも──。だから、ぼくを何ひとつ信じられなくなっても……仕方ないけれど。でも、ぼくも、それでいいや、って、もう思いたくないから」

　つっかえながらも、アウルは思いついたままの言葉を並べ立てた。

「見たり、聞いたりしたこと、全部を信じなくたっていい。だけどダイアン。お願い、これだけは信じて。たったひとつだけ。それは──ぼくが」

　アウルは言いよどんだ。ダイアンはまた怒おこるだろうか。「何を言ってるの？」って。信じてくれないだろうか。「あたしを馬ば鹿かにしてるの？」って。でもそうじゃない。ダイアンを傷つけたくないからこそ、たったひとつ、アウルが抱いている真実をいまこそ話しておきたい。

　アウルは歯を喰くいしばる思いでつづけようとした。

　二人の視線がかち合った。何か、いまある以上のものを互たがいに求めようとするかのような、その視線のぶつかり合いが、二人の口を同時に開かせようとした。

　瞬しゆん間かん。

　魔王城に直接落らく雷らいしたかのような衝しよう撃げきが、辺り一帯を見み舞まった。

　ごごご、と地面が鳴り響ひびき、天てん井じようが二重、三重にぶれて見えはじめる。思わずアウルはゼナを手放していた。

　シーラたちといっしょにいたとき、いきなり襲おそいかかってきた地じ震しんと同じだった。

　アウルの目の前で、床ゆかにきれいな亀き裂れつが走り抜ぬけていく。とっさにアウルはダイアンの手を摑つかみ、引っぱり上げた。そのままガイツたちのところにいこうとした瞬間、裂さけ目が山となって盛り上がった。

「いかん！」ガイツの声が聞こえた。「トラップじゃ！　レイナーめ、あらゆる道を塞ふさぎにかかりおった！」

　その言葉が終わらないうち、アウルはダイアンをガイツのいる方向へ突つき飛ばすと、自分はそれとは正反対を向き、斜しや面めんになりつつあった床を一気によじ登った。天井に背中と頭を挟はさまれる寸前、裂け目になっていた場所──いまは床同士がくっつきあって、三角形の頂点となっている──を越えると、今度は下り斜面になっていた床をお尻しりで滑すべり落ちる。

　直後、どしん！　という地じ響ひびきとともに、さっきまで床だった一部分が石いし壁かべとなって、ぴたりと通路を塞いだ。つまり、アウルはガイツたちと分断されたのだ。

「アウル！」

　向こう側で、石壁を叩たたくような音とガイツの声がする。ゼナの鳴き声も同じ場所から聞こえていた。

「くそっ！　そこで待っておれ。別の抜け道を探してみる。いいか、今度こそ動くなよ。何とか合流して、奴やつめを──」

「待って！」

　アウルは自分の大声を割りこませた。押し黙だまったガイツへ、

「その前に、ダイアンを抜け道から外へ連れていって！　お願いだ！」

「アウル、おまえ、こんなときに──」

「こんなときだからだよ！　城の中にいたら、また何が起こるかわからない。抜け道が塞がれないうちに、ダイアンを──お願いだ、ガイツ！」アウルは石壁に向かって必死で叫さけんだ。「何でもするよ！　どんな修行にだって耐たえてみせる。教会と戦えって言うんならそうするから……ガイツ。お願いだから……」

　冷たい石壁はしばし、沈ちん黙もくを保った。ややあって、

「ええい、くそ」押し殺したようなガイツの声を導き出した。「頑がん固こ者めが。使いっ走りに飽あき足らず、今度は師し匠しようをガールフレンドの護衛に仕立てるつもりか。ええい、わかったわい！　だが、アウル。奴が道を塞いでは、わしも城の知識が役に立たん。そこへいけるかどうか、本当はわしにも約束できぬのだぞ。おまえひとりでは……」

「言ったでしょう、ガイツ」

　アウルは語気を強めて言った。

「どんな修行だって耐えるし、教会と戦えと言われたらそうするって」

　ガイツが息を吞のむ気配が、厚い石壁を通じて伝わってきた。なーお、と心細そうなゼナの声もまた。あるいはアウルの決意も、この壁の向こうに届いたのかもしれない。

「……わかった」神しん妙みようそうな声でガイツはそう返事した。「時間がない。師匠としては、貴様に『急げ』としか言えん。どんな運命が待ち構えていようとな。だが、おまえもわしを信じろ。約束できんとは言ったが、無論、最大限の努力を払はらって、貴様のもとへ駆かけつけてみせる。必ずだ。そうすれば……」

「もちろん、信じてるよ」アウルはにっこり笑った。「ガイツ伝説の名場面になるんでしょ？」

「そうだ」

　その声から、アウルには、同じく笑ったガイツの顔が想像できた。向こうも同じだろう。二人は、石壁を挟んでよく似た種類の笑え顔がおを投げかけ合い、それから、

「いくぞ、お嬢じようさん。ええい、手間を取らせるな。わしも急がねばならんのじゃ」

　ダイアンがガイツを怖こわがったのだろうか、少し揉もめるような気配のあと、足音が遠ざかっていった。

　それを確かく認にんすると、アウルも壁に背を向けて歩きはじめた。

「待って！」ダイアンのその声も遠ざかっていく。「アウルは!?　彼はどうするの。お願いだから何か言ってよ！　お願いよ！」

　アウルは歩きながらガリオン・ローブを肩かたにかけ、首もとでひとつ結んだ。

　その裾すそをなびかせ、歩みを進めていくアウルは、たったひとつの武器をじっと眺ながめた。

　じっとりと汗あせを搔かいたそれは──アウル自身のてのひら。

　充じゆう分ぶんだった。

　彼は、玉座へ向かって歩きつづけた。
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　外へ一歩出たザインは、そのまま第二歩を踏ふみ出すのを数分ほどためらっていた。

「何だ、これは！」

　ようやく勇気を振ふり絞しぼって決断したのちも──そもそも、決断そのものが彼に勇気がないために行われたのだが──ザインはトラックの助手席で愚ぐ痴ちや不満を忘れなかった。

　予想に反して、あまりにノール市内の危険度が高まったため、いっとき、ホテルからさらに郊こう外がいのほうへ避ひ難なんすることにしたのだ。トラックはパリス軍のもので、運転しているのも地上部隊の兵士だった。「いっしょに乗せていってくれ」と、ホテルで祈いのりを捧ささげていたにわか信者たちが押し寄せてきたが、もちろんザインはそのすべてを無視して車を走らせていた。

「ギプロとはまだ連れん絡らくが取れないのか！」

「は、はい」兵士は顔を引きつらせながら答えた。「それどころか、魔ま王おう城前の設営地そのものと連絡が取れなくなっていて……」

「おのれ！」

　ザインは癇かん癪しやくを起こして、車に取りつけてあった灰皿を外へ投げ捨てた。それを巧たくみにキャッチしたのは風の精せい霊れいだ。悪戯いたずら小こ僧ぞうのようなその顔が窓の外からずっとついてきていたのだ。灰皿が投げ返され、あっという間に車内が埃ほこりっぽい煙けむりに覆おおわれた。

　急停止した車の左右の窓から、大の男二人が顔を出して咳せきこみはじめる。精霊はけたたましい笑い声らしきものを響ひびかせながら、ふわりと遠ざかっていった。

「お……おのれ！　悪あく魔まの所業か！」涙なみだを滲にじませながらザインは毒づいた。「レイナーめ、誰だれがこんなことまでやれと言った!?」

　郊外のやや小高い位置から見下ろすノール市内は、いまだ──というよりも、いよいよ、その騒そう乱らんに拍はく車しやをかけていた。家々が燃えさかったり、川が氾はん濫らんを起こして町の中央区域を水みず浸びたしにしていたり──「あそこのパン屋はうまかったのに」と兵士がのんびりしたことを言ったのでザインは横目でにらみつけた──、あちこちで竜たつ巻まきが渦うず巻まいては、バケツやら看板やらブロックやらを巻き上げている。あの車などはずいぶん長いこと浮ういていた。

　しかし、異常はそれだけに留とどまらなかった。例えば、とある屋や敷しきをごうごうと焼き尽つくしているあの炎ほのおは、隣となりにある木や、他の家にはいっさい燃え移らなかったし、川は間欠泉のように時折水を噴ふき上げては、また今度は恐おそろしく水位を下げて──とくり返し、竜巻はまるで互たがいが相争うようにぶつかり合っては、ともに弾はじかれていった。

　あちこちに警察が出向いて避難を呼びかけているようだが、その警察車しや輛りようそのものが火を噴いたり、腹を見せて転がっていたりしているのが見て取れる。

「確かに目立ちはするが、これではこっちにも危険が及およんでしまうではないか」

　ザインはまだ喉のどにごみごみしたものを感じて、げえげえ唸うなりながらつぶやいた。それから忌いま々いましそうに空を見上げる。何より異質なのが空の眺めだった。

　鉄の色をした、大きな三さん角かく錐すい状の物体が浮かんでいる。距きよ離りを置いて空の数ヶ所に浮き上がったそれらへ、パリス軍の戦せん闘とう機が攻こう撃げきを仕し掛かけていた。眺めとしては不足ない。ノール軍ではなく、パリス軍こそが雄お々おしく戦っている様は市民の目にも焼きついているだろうからだ。が、それにしては苦戦を強しいられすぎていた。

　三角錐は絶えずその先せん端たんから電撃を放出していて、並の腕うで前まえではまともに近づくこともできないような状態だった。ザインが見ただけで、一機がその稲いな妻ずまに翼つばさを焼かれて山の向こうに不時着している。いまもまた、下方からクルーゼが機き銃じゆうを撃うっていたが、枝分かれして襲おそいかかる電撃に恐れをなしてろくに接近もできないままに退たい避ひしていった。

「くそっ……、もっとシーラを目立つように活かつ躍やくさせろと言ったはずだ。シーラ自身はどこにいるのだ!?」

　ザインの苛いら立だちには限度がなかった。ノール市民が何人死のうと構わない。むしろ被ひ害がいが大きければ大きいほど、それを打ち払はらったシーラの──英えい雄ゆうの子孫の印象は増すことだろう。が、この光景を見る限り、勝利のめどすらなかなか立たないでいる状じよう況きようだ。

　ザインは唐とう突とつに、シーラが飛行場で彼に叩たたきつけた言葉を思い出した。

（見立て違ちがいだったのではないですか、司祭）

「まさか……」

　ザインは身を震ふるわせた。シーラが事の経けい緯いに気づきかけているらしいことはしかし、別段彼にとっては恐きよう怖ふの対象でも何でもなかった。たかが王族の娘むすめひとりなどいかようにもできる。今回の件で目立ってもらったあとは、調子に乗った王族の力が強まらないうちに処分を検討するつもりだった。それももちろん「テロリストに殺された」ことにするのだ。生きていればわずか数日限りの英雄も、死ねば永遠の英雄としてその名を語り継つがれることになる。どうせ生きていても、あの融ゆう通ずうの利きかない小娘は大したことはできないだろうから、むしろ感謝してほしいくらいだった。

「レイナーめ、雇やとってやった恩も忘れたか！　魔王に仕立てあげられたくらいでのぼせ上がりおって！」

　ザインは協力の見返りのひとつとして、ノールで捕とらえた魔ま法ほう使つかい十数名をレイナーに差し出していた。何に使うのかはわからなかったし、知りたいとも思わなかったが、部下の報告からすると、どうやら彼自身の魔力を増強するのに必要らしかった。

　おそらく、手に入れたその魔力とやらに舞まい上がっているのだ。適当なところで「魔王」として姿を見せ、シーラに斃たおされた振りをしろ──というこちらの計画を無視して、本気でノールを手中にしようとしている。

「馬ば鹿かめが！」

　魔法使いとは、どうしてこうも無知蒙もう昧まいな輩やからばかりなのか。結局信用などできない。ザインはしばし怒いかりに身を震わせたあと、逆に「ふふん」とせせら笑った。

「だがそれで何になる？　こちらは、ライリーが妙みような気を起こして軍を出動させないよう、それだけに気を配ればいい。魔法使いの反乱ごとき、いかに計画どおりでなかろうと鎮ちん圧あつされるのは時間の問題だ」

　それがシーラであれば問題ないのだが、たとえそうでなくとも、この際仕方あるまい。

　彼は自分の考えに没ぼつ頭とうするあまり、さっきから車が少しも進んでいないのに気づいていなかった。兵士が何事かわめいている。「何だ」とようやくそちらを向きかけたザインは、ぎょっと目を剝むいた。

　土を塗ぬり固めてつくられた人形が複数、車の行く手を阻はばんでいたのだ。人を模したらしい顔がにやりと笑えみ崩くずれている。兵士はとっくに車を降りて、逃にげていくところだった。

「お、おのれ、背信者ども！」

　誰に向かってか、ザインはひと声わめき、転げるように車から出ようとした。

「間に合わんよ」

　確かにそう聞こえた。ここにいるはずのない人物の声で。目を剝いたザインは、車を阻んでいる土人形のひとつに、秀しゆう麗れいな表情が浮かび上がったような気がした。

「おまえは……」

　最後まで言い終わらないうちに、司祭は座席の下から何か熱いものが噴ふき上げてくるのを感じた。それでも喉を震わせて相手の名をつぶやこうとした瞬しゆん間かん、車ごと地面を貫つらぬいて現れた、新たな精せい霊れい増ぞう幅ふく器の先端に身体からだを中央から刺さし貫かれた。

「ごぼぼぼぼぼ」

　肉の薄うすい顔つきを崩ほう壊かい寸前まで歪ゆがませて、ザインの身体がはるか上空へと運ばれていく。

　先端部が放電をはじめたとき、パリス軍聖槍フア・リス部隊つきの司祭ザインは絶命していた。




　一度だけ、アウルは孤こ児じ院いんで喧けん嘩かをしたことがあった。

　風に混じった粉雪が皆みなの髪かみを白くさせていた頃ころ。サラの誕生日パーティーをやろうとしていたときのことだ。

　サラは、日頃孤児たちが世話になっている領主カルマの娘だ。貴族の令れい嬢じようである彼女には、同じ年頃の友達がほとんどいない。だから、彼女の九歳の誕生日を祝ってあげようと、皆でパーティーの準備をはじめたのだ。

　言い出しっぺはアンナだった。いつでもそうだった。大人びていて、その上妙に計算高い。パーティーのことを院内の大人たちに触ふれまわるときだって、必ず自分が発案者であることも忘れず伝えていた。いい子ね、気が利くのね、と言われるのが嬉うれしくてたまらないのだ。

　いつもそれにつき合わされるのがアウルたちなのだが、彼は他の子供たちと同様、不満顔で準備を手伝いながらも、内心はそうではなかった。

　たまにカルマに連れられて孤児院に遊びにくるサラは、毎回、最初は必ず口をへの字に曲げ、「こんなとこつまんない、早く帰ろうよ」と父親に言う。父親が場を外し、子供たちといっしょになると、まるで女王が奴ど隷れいを見定めるかのようにひとりひとりをぐるりと眺ながめ、牽けん制せいするのだ。

　が、数分後には──これも必ず──皆といっしょに院の内外を駆かけ回って、泥どろや雪にまみれて遊びまわる。そのときのサラの楽しそうな顔といったらなかった。普ふ段だんがとても寂さびしいんじゃないかと子供心にアウルは思ったものだ。

　が、正直に言うと、アウルはサラが嫌きらいだった。他の誰だれよりも自分を「下僕」扱あつかいしたからだ。彼女に連れられてカルマの飼っているグリフォンを見にいったときなど、檻おりの中にアウルを閉じこめて、泣き叫さけんでいる彼を指差して笑い転げたのだ。

（大だい丈じよう夫ぶよ、さっき馬三頭をぺろりとたいらげたばっかりなんだもの。よっぽどお腹なかが空すいてなけりゃ子供なんて襲おそわないわよ）

　檻から出したあとサラはそう言ったが、つまりそれは人を襲う可能性だってあるということだ。

　そんなわけで、とてもサラを好きになれるはずもないアウルだったが、それでも彼女の誕生日を祝おうというアンナの思いつきは、とてもいいことだと思った。しかしもちろん子供たち全員が同じ思いを抱いだいていたわけではない。中には、女王さま然としている彼女が気に喰くわないというものたちだっている。だから準備を手伝わない──というのならそれでもよかったのだが、彼らはパーティーそのものをぶち壊こわしたのだ。

　サラがいつものように孤児院に現れたとき、子供たちはクラッカーを鳴らして彼女を出で迎むかえた。サラは面めん喰くらいながらも、全員から与あたえられたプレゼントをおそるおそる受け取った。もちろん、お金を出して何かを買える身分ではない彼らだから、プレゼントは手づくりのものに限られた。サラの似顔絵だったり、絵本だったり、手編みの手て袋ぶくろだったり。

　ひときわ大きな箱を抱かかえてきた男の子たちがいた。その頃にはサラはもうすっかりこの雰ふん囲い気きに打ち解けていて、いつもなら絶対に言いそうにないお礼まで口にしていた。突とつ然ぜん、アウルは嫌いやな予感がした。果たして、次の瞬間、院内は大おお騒さわぎになった。

　ムカデ、ミミズ、クモ……土の中から掘ほり出してきたり、天てん井じよう裏から捕つかまえてきたりしたらしい虫たちが、テーブルの上にぶちまけられた。なけなしのご馳ち走そうの山や、院長先生が特別に用意してくれたケーキが黒っぽい色に覆おおわれる。悲鳴をあげて跳とびはねる子供たち。

　サラが怒いかり狂くるう姿を一瞬アウルは想像した。が、サラは同じく悲鳴をあげたあと、その場にうずくまって泣いてしまった。悪戯いたずらした男の子たちがいっせいにはやし立てた。

　アウルは熱い衝しよう動どうに駆られて、その男の子の背中を思いきり突つき飛ばした。頭と身体を支配した黒い熱が、自分の身体を二倍にも三倍にも膨ふくれ上がらせているような気がしていた。

　大おお喧げん嘩かになった。アウルは自分が殴なぐられる数の倍以上も相手を殴ったような気がしていたが、気がつくと彼ひとりだけベッドの上だった。

　その後数日は喧嘩した男の子たちと気まずかったが、その年の春が来た頃にはいっしょになって遊んでいた記き憶おくがある。サラは、もう少し複雑だった。アウルが気を失ったとき、「アウルが死んじゃった」となおも泣きわめいていた、とあとで友達に聞かされたのだが、その後、しばらくしてまたやってきた彼女はいつものサラで、もっと言えば、アウルに対してだけは以前よりひどい暴君になっていた。事件以降、彼女が院にいるときは、なぜかアウルがいつも近くにいなければならなかった。いつでも用事を承うけたまわれるように。

　いままでの人生で、それがたったひとつの喧嘩の思い出だ。

　そのときと同様に、いまのアウルにも、もちろん確かな勝算があるわけではなかった。

　恐おそれはある。通路をひとり歩いていくうち、ふと立ち止まりたくなる。いまなら引き返せるんじゃないかと囁ささやきかけるもうひとりの自分がいる。

　だがアウルは立ち止まらなかった。止まったが最後、いまある自分を構成しているすべての力が抜ぬけ落ちて、そのまま座りこんでしまいそうだったし、どのみち引き返せはしないことなど、誰よりもアウル自身がよくわかっていた。

　こつこつと足音が響ひびく。確実に距きよ離りが縮まっていく。

　と同時に、アウルはまるで彼自身の前進を阻はばむかのような、強い圧力を額に感じていた。レイナーの魔ま力りよくによるものだろう。精せい霊れいの乱れが、不快感となって伝わってくるのだ。

　アウルは口の中に溜たまった、まずい味のする唾つばを苦労して吞のみこんだ。ベルトに挟はさんだままの拳けん銃じゆうに手を添そえる。これが役に立つとは思えないが──何しろ、ほとんど映画でしか使い方を見たことがない──、シーラからもらったお守りだ。グリップを握にぎりしめることで、戦っているのはぼくひとりじゃない、とアウルは思うことができた。何より心強い思いだった。

　そして、玉座の間へと辿たどり着いた。

　がらんとして、ひどく寒々しいその広間の中央。玉座に腰こし掛かけた人物の姿があった。言わずと知れたレイナー・レイバックだ。強い不快感の発生源は間ま違ちがいなく彼だった。玉座の間の後ろに出たため、レイナーはまだアウルに気づいていない。何やら一心不乱に魔力を放出しつづけている。魔王城で得た力をもとに、ノール各地でよみがえった精霊増ぞう幅ふく器と〈手〉をつないでいるのではないだろうか、とアウルは想像した。

　──どうする？

　アウルの心臓はいまにも身体からだから飛び出していってしまいそうなくらいに暴れていた。一歩近づけば、それだけ寿命が縮まるような、そんな錯さつ覚かくさえちらりと頭をかすめる。

　──しっかりしろ。このまま膝ひざを抱えてしくしく泣いていたいのか。

　ちりちりと体毛が逆立ち、いまにも発火して燃え上がってしまいそうなほどの緊きん迫ぱく感に耐たえながら、アウルはレイナーへ一歩、また一歩と近づいた。どうする？　レイナーは魔法に集中している。その隙すきに……一いち撃げきで、決めねばならない。気づかれたらそこでおしまいだ。そう、だから、一撃で……。

　はたとアウルは気づいた。グリップを握りしめていた手を眺ながめる。一撃で……どうする？

　答えは簡単だ。彼を一瞬で、しかも確実に行動不能にさせるためには、そう、殺すしかない。気を失わせるだとか、手足を縛しばるだとか、そんなことは相手との実力差を考えれば到とう底ていできそうもない。

　アウルは先ほどまでとは違う意味で恐れを抱いた。殺す。この手で。どうやって？　拳銃？　魔法？　後ろから近づいて……。

「何か迷いでもあるのかね？　お若い魔法使い」

　後ろからレイナーの声が聞こえたとき、アウルの心臓は今度こそ停止するかと思われた。レイナーは依い然ぜん玉座にいるはずなのだ。愕がく然ぜんと振ふり向いた少年のすぐ近く、確かにレイナー・レイバックはそこにもいた。ただし、こちらは奇き妙みように透すきとおっていて、全身がちらちらとした青い燐りん光こうのようなものに包まれている。

「何をそんなに驚おどろいている？　〈手〉の一部がしゃべるのを見るのははじめてかね？　ドッペルゲンガーを知らぬわけでもあるまいに」

　レイナーは勝ち誇ほこるでもなく、むしろ不ふ審しんそうに秀しゆう麗れいな眉まゆをひそめていた。〈意識の手〉は確かに術者の人格の一部だ。強力な術者なら、他の生命や物体に宿らせずとも、〈手〉そのものをもうひとりの自分に仕立てあげることも可能なのだろう。

「まさか、きみのような人物が魔王を名乗っていたとは信じたくもないが。しかしきみから伝わってくる波動、確かに空で会ったときに覚えがあるものだし、つい先ほど、不ふ遜そんにもわたしにもぐりこもうとしていた人物ともまったく同じ感かん触しよくだ。認めねばなるまいな」

　アウルは天敵ににらまれた動物のように動けなかった。殺す？　目の前の男を？　そんなことを考えられていた自分が不思議なくらい、レイナーから吹ふきつけてくる力は圧あつ倒とう的なものだった。しかもそれはレイナーという魔法使いのほんの一部に過ぎないのだ。

　ほとんど魅み入いられたように硬こう直ちよくしたアウルへ、長ちよう髪はつの青年は血も凍こおるような邪じや悪あくな笑えみを差し向けた。

「だが、まあ、何とちっぽけなことよ！　きみがここへ来ることはわかっていたから、いろいろとおもてなしの方法を考えていたんだよ。実際のわたしはいま忙いそがしいので、もうひとりのこのわたしがね。どうやって殺してやろうかと考えるのはなかなか楽しい時間だったのだが、実際に会ったら気が変わったよ。きみ程度に、魔王が直接手を下すまでもない」

「ぼくは……あなたに、負けない」

　アウルは言った。勇ましい言葉だったが、悲しいくらいにその声は震ふるえていた。青白く発光しているレイナーは嘲あざけりの色を隠かくそうともせず、

「そうかね？　わたしに、ね。が、その前にきみにふさわしい相手を用意しておいたのでね。これもまあ、なかなかに楽しい趣しゆ向こうだよ。きみも楽しんでくれるといいが」

　レイナーは気取った仕草でぱちんと指を打ち鳴らした。アウルがはっと身構える。レイナーの透きとおった身体の向こうに、毛むくじゃらの何かが蠢うごめいた。

　四つの足が踏ふみ出される。アウルの目線とほぼ同じ高さで、鎖くさりのように連なった炎ほのおが燃えていた。

　ぐるるるう……とそいつは唸うなった。

　にやにや笑ったままのレイナーが、そのときふわりと宙に浮ういた。巨きよ大だいな狼おおかみがそこにいた。目を背そむけたくなるほどの強きよう烈れつな飢うえを双そう眸ぼうに宿しながら。

　アウルは驚きと、本能的な恐きよう怖ふとに呪じゆ縛ばくされた。〈火の鎖を食いちぎる獣けもの〉はまさしくアウルを敵と──あるいは、獲え物ものと──認にん識しきしていた。と、レイナーの澄すんだ笑い声が彼の視線を上向かせた。

「さあ、わずか一時ながら、かつてはきみの手下だった獣だ。存分に楽しんでくれ。きみが獣の胃い袋ぶくろに収まるそのときまでね！」

　レイナーが両の手を広げると、その間に白く輝かがやく光の珠たまが複数、出現した。デススペルのもととなる魂たましいの群れだ。レイナーはその珠を引き連れつつ、ザベルの頭上へと急降下した。邪悪な魔法使いと光の珠とが、ザベルの額へと吸いこまれ、やがて消えていく。

　ザベルは遠とお吠ぼえを放った。びりびりとした風がアウルに叩たたきつけてくる。よろめいた。

　瞬しゆん間かん、黒い巨きよ狼ろうは床ゆかを蹴けった。影かげが飛ひ翔しようする。アウルめがけて空中で振られた獣の一撃は、巨人の振り下ろす鉄てつ槌ついにも似ていた。




　サイレンの口が開き、かっとした光がゴーグルに投げかけられたそのとき。

　上じよう昇しようも下降も間に合わない、と判断したシーラは、開きかけていたスロットルをむしろ絞しぼりこんで操そう縦じゆう桿かんを横へと倒たおした。右のフットバーを同時に蹴り飛ばす。

　ごおおお！

　それは機体の風切る唸りか、炎の螺ら旋せんが翼つばさをかすめていく音か。鉄製の翼に黒い焦こげ目を残しつつ、シーラはサイレンの頭上をほんの数ミリの隙すき間まを挟はさんで飛び越こえた。ほとんど飛行可能なぎりぎりの領域で酷こく使しされた機体のたわむ感覚が、あたかもシーラ自身の肉体のきしみ具合であるかのように伝わってくる。

　必死に首を後ろへねじ向けると、リュカールの巨体がサイレンを押し包むように迫せまってくる最中だった。また消えるに違いない──と思った瞬間、

「隊長！」

　部下のひとり、ギュネイの声が無線機より聞こえてきた。通信の中ちゆう継けいのため、後方で旋せん回かい飛行をつづけさせていた複座機ペネローのパイロットだ。ペネローは大型のため、通信機器が充じゆう実じつしている。

「精せい霊れい増ぞう幅ふく器、ひとつ破は壊かい！　サナトスがやりました！」

　どすん、という凄すさまじい音とともにリュカールとサイレンが正面衝しよう突とつした。その煽あおりを喰くらったかのように、目には見えない空気圧がシーラのクルーゼをも衝しよう撃げきしてびりびりと機体を震わせる。

　リュカールに押し退のけられたサイレンがふたたび落下した。不安定な螺旋を描えがくかのように、ふらふらとシーラの視界を下へ消えていく。リュカールはなおもこちらへ追いすがろうとしたが、瞬間、その頭上から火線が[image: 迸]ほとばしった。

　リュカールの胴どう体たいと羽根付近に、凄まじい火矢が突つき立てられていく。ぎえええ、という声とも音とも知れない何かを発した大おお鷲わしは、翼を滅め茶ちや苦く茶ちやにはばたかせてその場を飛び離はなれた。

　ティギー機が追つい撃げきをかける。が、次の一連射はいままでと同じく虚こ空くうを貫つらぬいた。消えたリュカールはその一いつ瞬しゆん後、シーラとティギーのはるか上空に出現した。

　もしや──、とシーラは思った。

　迷っている暇ひまはなかった。あの老人や少年の会話からするに、胸をよぎった直感は正しいはず。どこまで彼らを信じるかという問題はあったが、しかしシーラは自分の直感に賭かけてみることにした。

　ぐいと操縦桿を引いて機首を持ち上げながら無線機に怒ど鳴なる。

「ティギー、おまえは魔ま王おう城の増幅器破壊に向かえ！　リュカールはわたしが引きつけておく！」

「ええ!?」

「早くしろ！　奴やつ自身、増幅器から力を得ているんだ。破壊すれば奴の力も弱まるはず。増幅器のなかったいままでは、リュカールが消えたことなどなかったろう！」

　シーラは正面からリュカールに挑いどみかかった。羽毛と、少しの肉と血とを散らしていたリュカールが憎にくしみの眼まな差ざしを当ててくる。

「早くしろ！　サナトスとデートさせたいか！」

「了りよう解かい！」

　空に長い弧こ線せんを描きつつあったティギーの機体が、その弧線から外れて別の飛行コースを辿たどりはじめた。リュカールは翼をはためかせて空の一点に静止していたが、ティギーの動きに気づいたか、ぎろっとその目を横へ向けようとする。

「どこを見ている！」シーラは速度を上げた。「貴様の相手は、このわたしだ！」

　リュカールからわざと逸それた位置に機銃をばら撒まいた。案の定、消えることなくリュカールは正面からこちらへぶち当たってくる道を選んだ。人間の家ひとつくらいは文字どおり鷲わし摑づかみにして飛べそうなほどの巨きよ体たいの主が、膨ぼう大だいな量の風を蹴け立たてて迫り来る。

　シーラは操縦桿を引きつけながら左フットバーを踏ふみこんだ。

　ごおっ！

「あくっ！」

　巨大な質量を備えた突とつ風ぷうが右う翼よくをかすめて通り過ぎていく。それだけで機体のバランスが崩くずれそうになった。パニックに陥おちいらないよう、つとめて短い呼吸をくり返しながらシーラは機体を水平に戻もどした。

　リュカールは逆の放物線を描いて上昇してくる。シーラの背後につこうという構えだ。一七歳の航空機士はにやっと笑った。汗あせが顔中に光っている。いつもは少年っぽいその笑え顔がおが、なぜかいまは奇き妙みように艶なまめいていた。

　背後につくだと？　それこそ空戦の基本だぞ、リュカール。

「さあ、来い！　このシーラ・アランスについてこれたらお慰なぐさみだ！」

　シーラはリュカールを挑ちよう発はつするため、ぐるぐると翼を回して機体をローリングさせた。とにかく時間を稼かせぐのだ。そのためには、できる限り近きん距きよ離りの格かく闘とう戦をつづけねばならない。中距離、遠距離から機銃を撃うつわけにはいかなかった。なぜなら、そのためにはどうしても進行方向の直線上に相手を捉とらえねばならず、瞬間、相手がもし背後に現れでもしたら身をかわすのが困難になるからだ。

　機体も、そしてシーラ自身の身体からだも、あとどれくらいこの息いき詰づまるような格闘戦に耐たえられるかはわからない。それでも空にいる限り、シーラ・アランスは暗い気分になど囚とらわれなかった。むしろいまは訪おとずれる一瞬一瞬が楽しくてたまらない。戦いがスリリングであればあるほど、シーラは航空機との一体感を感じるのだ。身体を通して航空機を操縦するのではなく、いまや航空機そのものがシーラの身体となる。血の一滴てき一滴が、翼つばさの隅すみ々ずみにまで染しみ渡わたっていく。どくんと心臓が高鳴るたび、両の翼や尾び翼よくに張り巡めぐらされた血管がわななきを見せる。

「来い、来い！　見事、追いついてこれたら、おまえにこのシーラ・アランスをくれてやる！　汚けがれを知らぬこの身、化け物に捧ささげられる生いけ贄にえの条件は満たしているぞ！」

　シーラはぞくぞくとした高こう揚よう感を味わいながら、こちらを追ってくる大鷲をなおも挑発しつづけた。




　アウルはとっさに後ろへと跳とんでいた。風をも裂さいて叩たたき落とされた一撃が、ずしん！　と床ゆかに亀き裂れつを走らせ、激げき震しんを誘さそう。

　足もとをすくわれたアウルはそのまま仰あお向むけに倒たおれこんでしまった。ぎらついたザベルの目が一直線にアウルを捉とらえる。

　ふたたび前足の一撃が躍おどりかかるより早く、アウルはほとんど意識しないままに拳けん銃じゆうを前へと突き出していた。映画で見たとおりに撃げき鉄てつを起こして引き金を引く。

　銃声が突き抜ぬけ、一瞬、ザベルの動きが止まった。アウルは銃をかなぐり捨て、射撃の反動で痺しびれた両りよう腕うでを引きずるようにして立ち上がった。当たりはしなかったが、ザベルを怯ひるませることはできたようだ。

　が、それもわずか数瞬。獣けものは逃にげるアウルの背中に狙ねらいを定めてふたたび跳ちよう躍やくする。アウルはとっさに柱の陰かげへと飛びこんだ。が、凄すさまじい衝しよう撃げきとともに柱の上半分が破は壊かいされ、瓦が礫れきの山となって降り注いでくる。

　すぐさまそこから離はなれながら、アウルはローブの手助けを借りて練り上げていた〈意識の手〉を後方へと投げかけた。

　あっという間に撥はね返された。一瞬だけ触ふれたザベルの意識はマグマのように煮にえたぎっていて、他者を受けつける隙すきなどとても見当たりそうになかった。レイナー・レイバックの〈手〉がそのようにザベルの本能を煽あおり立てているのだ。正確には、彼の操あやつる魂たましいたちが……。

　アウルの脳のう裏りに天てん啓けいのように閃ひらめく何かがあった。

　が、それが具体的なアイディアとなるより早く、柱の後ろからザベルの前足が迫せまる。床を転がってそれを避よけながら、アウルは必死に頭を働かせていた。

　──くそ、くそくそくそ、くそっ！

　しかし命の危機に直結した追いかけっこの中、なかなか考えが先に進まない。もうひとりぼくがいるといいのに──とアウルは思いはじめた。逃げるぼくと、考えるぼく。そうすれば……。

　アウルはまた違ちがう柱に身をひそめた。ザベルとそう遠くない距離だ。黒い巨きよ狼ろうが次に放った咆ほう哮こうは、心なしか歓かん喜きの響ひびきを帯びていた。次こそ仕留められる、という獣の本能に根づいた悦よろこびが、岩をも砕くだく一撃となって降りかかる。

　アウルは柱から動かなかった。木こっ端ぱ微み塵じんになった柱の奥から延びたザベルの両足が、獲え物ものを床へと叩きつける。狙いそのものは外れなかった。鋭するどい爪つめが生えたザベルの足の下に、確かにアウルはいたのだ。

　が、獣の目はその向こうに、さらにもうひとりのアウルの姿を認めていた。

　彼はザベルめがけて掌てのひらを突つき出していた。黒い剛ごう毛もうに覆おおわれた足が組み敷しいていたほうのアウルは、透すきとおっていて、青白い光を放っている。レイナー言うところのドッペルゲンガーだ。当然、意識のみの存在なので、ザベルに踏み潰つぶされようと痛くも痒かゆくもない。

　があっ!?

　ザベルが天さえ震ふるわせそうな雄お叫たけびをあげて、激しくのけぞった。アウルの放ったもうひとつの〈手〉が、もぐりこもうとしているのだ。

　ただしザベル本人に──ではない。いまのアウルの魔ま力りよくでは、荒あれ狂くるう魔将に直接語りかけることなど不可能だ。ゼナに対して可能だったのは、彼女の意識そのものが薄うすれかかっていたために過ぎない。だからアウルは〈手〉の矛ほこ先さきをザベル本人ではなく、その獣じゆう性せいを煽り立てている意識──すなわち、レイナーの操あやつる魂へと向けたのだ。

　ガイツは言っていた。魔王城内の力がなければ、ゼナはただの猫ねこに戻もどるし、ザベルは野生の狼おおかみになるだろう、と。そしていま、ゼナのことを考えればわかるとおり、レイナーは魔王城内に渦うず巻まく力さえ外部へと差し向けている。デススペルさえ排はい除じよしてしまえば、アウルとて一瞬の隙すきをついてザベルへもぐりこめるかもしれなかった。

　アウルは歯を喰くいしばって〈手〉を送りこんだ。これが最後のチャンス、と自分に言い聞かせる。だから足も踏ふん張った。もう逃げない。逃げる場所もない。最後のチャンスということは、言い換かえれば、これを逃のがせば自分はザベルに食べられてしまうということ。

「このおお！」

　魂の存在を手て探さぐりで探し当て、それを一気に引きこもうとする。ドッペルゲンガーとなっていたもうひとつの〈手〉をも加え、アウルは二つの意識をザベルの中へと送った。

「無む駄だだ！」

　恐おそるべき声が鳴り響いた。レイナーのドッペルゲンガーがアウルの二つの〈手〉を押し返しはじめたのだ。力の差は歴然だった。レイナーがそう意識しただけで、ほとんど争う間とてなく、ぐいぐいとアウルの〈手〉は押し戻されていく。

「少しは考える頭があったようだな。なるほど、いい素質かもしれない。が、惜おしむらくは貴様がいまは並以下の魔法使いだったことだ。大人しくザベルに喰われてしまえ！」

　アウルの踏ん張っていた足がふらついた。〈手〉はいまやもどかしいほどに彼の思うままにならず、こうしている間にも摑つかみかけていたデススペルの魂さえ放してしまい、ザベルの中から追い出されていく。

　それでも最後と決めた以上、アウルにはその〈手〉に全身全ぜん霊れいを注ぎこむしか方法がなかった。いったんはのけぞっていたザベルも徐じよ々じよに前ぜん傾けい姿勢へと戻っていく。ぐるる……とふたたび生なま臭ぐさい唸うなりを放った。涎よだれでぎらりと光った牙きばが覗のぞく。

「死ね！」

　というレイナーの声と、ザベルの吠ほえ声とが重なり合った。

　すると、いきなり玉座の間が激しく揺ゆさぶられた。今度はレイナーの仕し業わざではなかった。なぜなら、

「増ぞう幅ふく器が!?」

　玉座に座っていたレイナー本人の、驚おどろきの声が聞こえてきたからだ。アウル自身にはわからなかったが、このとき、ティギーのクルーゼが外部の増幅器ひとつの破壊に成功していたのである。

　レイナーのドッペルゲンガーも消えはしなかったが、最初に見たときからするとその姿がやや薄れて見えた。彼が怯んでいた隙に、アウルは〈意識の手〉をひとつに束ねて放った。やるならいましかない。しくじれば今度こそ最期だ！

「この程度！」恐ろしい形相となったドッペルゲンガーがふたたび〈手〉を押し返そうとする。「貴様などに、小こ僧ぞうっ……」

　魔王城に入る前からすると、やや削そげ落ちた感のあるアウルの頰ほおを汗あせが伝った。それでもなおレイナーは強大な相手だった。ローブから得られる力にも限界がある。が、アウルとて引き下がればそこに待つのはもう自分の死しかない。身も心も砕けよとばかりに、ザベルにすら劣おとらない吠え声を腹の底から吐はき出しながら〈手〉を押し出していく。ようやく〈手〉の先に何か引っかかりを感じた。魂たましいのひとつだ。もう少し！　限界以上に腕うでを延ばそうとする。爪の先にあたたかい何かが触ふれる感かん触しよくがあった。もう──少し！　アウルの広げた掌が熱くなる。息が止まりそうになった。心臓の鼓こ動どうは聞いたことがないほど速いリズムを刻んでいて、アウルの鼓こ膜まくのすぐ内側でやかましく鳴り響く鐘かねの音のよう。いまや全身を伝い落ちているのは汗ではなく、真っ赤なぬめりをともなった血ではないかとアウルは錯さつ覚かくした。瞬しゆん間かん。

　アウルの〈手〉が熱い何かから弾はじかれた。

　レイナーの〈手〉によって。

　絶望がアウルの視界を真っ黒に染めた。かつては考えもしなかった「死」は、いまやアウルの隣りん人じんだった。ザベルの唸りが、黒々とした空くう洞どうと化した少年の胸を吹ふき抜ぬける。最期だ、とレイナーが叫さけんだようだったが、アウルには聞こえなかった。

　と、その〈手〉が別の手によって摑まれた。

　アウルの顔に、むしろ当とう惑わくの表情が貼はりつく。それは──先ほどまでこちらがどうあがいても、応こたえる素そ振ぶりさえ見せなかったはずの、熱い……魂の感触。

〈手〉に伝わる熱さが人の姿となっていく。徐々に徐々に。人の四し肢しを備えた熱によって、アウルの〈手〉が奥へ、さらに奥へと導かれていく。

「ゼット！」

　とアウルは叫んでいた。いままさに彼がザベルをその〈手〉で摑んで意思をひとつにしようとしたように、ゼットの魂もまたアウルに触れることによって自らを取り戻したのだ。

　ザベルがその身を立ち上げた。いままで以上の咆ほう哮こうが、強風となって玉座の間をくまなく吹き渡わたる。途と端たんにレイナーのドッペルゲンガーが霧む消しようした。あたかもザベルから放たれる生命の熱によって溶とかされたかのように。

「いけ、ザベル！」

『へい──か？』

　ザベルの荒あれ狂くるうマグマに似た意識が、アウルへと問いかけた。そのどこかに、彼への疑念があるのはアウルにもわかっていた。しかし──というよりも、だからこそ、アウルは〈手〉をひときわ強くしてザベルそのものをてのひらの中へと握にぎりしめた。

「いくんだ、ザベル！　おまえはぼくのものだ、文句は言わせない！」

　野や獣じゆうが目に見えない檻おりから解き放たれた。

　おおおーん、とひと声吠えて玉座めがけて跳ちよう躍やくする。

　そのとき、レイナー・レイバックは玉座の上で長い髪かみを振り乱していた。「おのれ！」と怨えん嗟さの声を発しながら、黒いローブの袖そでをはためかせて細い手を突つき出す。

　ふたたびレイナーの意識が矢となってザベルの──アウルの額を貫つらぬいた。

　空中で身じろぎしたザベルが、狙ねらいを誤ってレイナーのすぐ近くへと着地する。アウルは割れるような頭を抱かかえた。気づけば、床ゆかをごろごろとのたうちまわっていた。レイナーがほとんどの〈手〉をこちらに集中させてきたため、いままで以上の力が凄すさまじい邪じや念ねんと化してなだれこんできたのだ。レイナー・レイバックは玉座から立ち上がり、そのままアウルとは正反対の方向へと降り立った。同じく身み悶もだえするザベルから距離を置きつつ、

「このまま──握りつぶしてやる！」

　わめいた。レイナーの目は吊つり上がるあまり、そのまま裂さけてしまうのではないかと思われるほどだった。

　が──。

「レイナー・レイバック」

　少年はその名を呼んだ。背後から。

　レイナーは長い髪を翻ひるがえして愕がく然ぜんと振り向いた。憎しみと焦しよう燥そうに身を焼き、さらにはザベルを気にしすぎていた彼は、苦しみに転げまわる相手が途中から〈手〉に代わったことに気づいていなかった。
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　振り向いた先、まっすぐに突き出された銃じゆう口こうがレイナーの目を正面からねめつけた。レイナーは反射的に、残った〈手〉を総動員させて風の渦うずを眼前に呼び寄せる。シーラの弾だん丸がんを防いだときのように。アウルの目がすっと細くなった。

　が──、カチリ。トリガーは空しい響ひびきを立てるのみ。

「弾たま切れか？」レイナーは一瞬の戦せん慄りつも忘れて嘲ちよう笑しようした。「もっとも、銃弾などいまのわたしには通じるはずもないが──」

　アウルは銃を握った手を宙へと差し向けた。そして言った。

「ぼくらの勝ちだ」

　レイナーは頭上を振り仰いだ。そこにぽっかりと開いた空くう洞どうを、レイナーはどう見たのだろう。アウルはレイナーのすべての〈手〉が、自分に狙いを定めるように仕向けていたのだ。そうすれば増ぞう幅ふく器が機能しなくなる。つまりは、魔ま王おう城に巡めぐらされた不可視の障壁はすでに消滅していたのだった。

　どごおおん！

　天から降り注いだ黄金竜りゆうサイレンの巨きよ体たいが、人ひとり潰つぶすにはあまりある瓦が礫れきの群れとともにレイナーを吞のみこみ、そのまま階下へと穴を穿うがちながら落下していった。

　天てん井じように開いた穴の上、数機の戦せん闘とう機が旋せん回かいしていく姿が見えた。

　激げき震しんの余波も収まりきらないうち、アウルはよろよろと立ち上がった。レイナーは消えた──いや、おそらくは死んだ。が、まだ彼にはやらねばならないことがあった。

　一歩、一歩と足を引きずりながら玉座へと近づく。粉ふん塵じん立ちこめる中、アウルはそのまま玉座へと腰こし掛かけた。長い、長いため息を吐つく。薄うすい胸が上下した。そして……。天井と床に巨きよ大だいな穴が開いているすぐ近くで、目を閉じ、彼は今日何度目かの〈手〉をつくり上げた。




　彼は淡あわい色をした空間をさまよっていた。

　まるで、陽ひだまりの中、まどろんで夢見るような、柔やわらかで、あたたかな世界。

　そこはたくさんの別世界とつながっていた。

〈目〉を転じれば、その別世界が窓となって次々と開いていく。

　精せい霊れいたちがざわざわと騒さわいでいた。たくさんの被ひ害がいが起こっている中、警官のひとりが燃えさかる屋や敷しきの中にいて、逃にげ遅おくれた老人を救出しようとしている姿が見えた。

　一方で、リュカールは戦闘機を追っていた。怪け鳥ちようの胸のうちは、自分とその誇ほこりとを傷つけた相手への怒いかりでいっぱいに占しめられている。

　アウルはひとつひとつ、そこへ〈手〉を延ばしていった。

　精霊たちを鎮しずめて火を止めた。リュカールとつながり合った〈手〉で、彼の憎ぞう悪おをなだめた。

『陛下、せめてこ奴やつだけでも撃うち滅ほろぼさせてください』

　リュカールは言ったが、アウルは許さなかった。

「おまえはぼくに逆らうのか？　どういう結果をもたらすことになるのか、わかってて言ってるならば、やってみろ！」

　リュカールは息を吞み、そして、翼つばさをはためかせてその場から遠ざかった。ほんの一いつ瞬しゆん、そこへ残したアウルの〈目〉が、コクピット内からこちらを振り仰ぐシーラの顔を見たような気がした。

　そして──。

　すべての〈手〉を引っこめたあと、アウルはその世界の中心に降り立っていた。

　真綿が敷しき詰つめられたような、雲の上にも似たその世界は、中心にひとりの女の子を据すえていた。

　女の子は両手で顔を覆おおって泣いていた。

　寂さびしくて、怖こわくて泣いていた。

　アウルはその肩かたへと手を置いた。ぴくりと震ふるえる小さな身体からだ。おそるおそる、長い翡ひ翠すい色の髪の間から幼い顔を覗のぞかせる。

　ぱっちりとした、髪と同じ色をした瞳ひとみがアウルを見上げる。

「おはよう、ローラナ」

　とアウルは声をかけた。

　あらゆる場所へ〈手〉をつなげたこの世界とは、魔王城──すなわちローラナ自身の意識の中だった。

　自分では素す晴ばらしい笑え顔がおを浮うかべたつもりだったのに、ローラナはまた怖がって顔を伏ふせてしまった。アウルは少し傷つきながら、それでも辛しん抱ぼう強づよく、竜人族最後の末まつ裔えいといわれる女の子の肩を叩たたいた。

「ごめんね、ローラナ」とアウルは謝った。「わかっていたんだね、きみは。ぼくが、魔王を嫌いやがっていたこと。最初っから」

　アウルはローラナを介かいすることで、魔将や魔王城の能力を使用していた。常に意識をつなぎ合わせていたのだ。ガリオン・ローブを使った最初の訓練のときも、アウルはガイツに渋しぶ々しぶつき合っていた。そのとき、かすかに頭をよぎったローラナの無言のつぶやきをアウルは覚えていた。あれは──ローラナの恐きよう怖ふだったのだ。

「ごめん」もう一度謝った。すると、

『いや……』ローラナはかぶりを振ふった。『へいかはずっと、噓うそをついてたもの』

　はっと胸を突つくような声で、少女は言った。

『ローラナや、みんなのこと、魔王さまは嫌きらいだもの。いつかどこかへいっちゃうんじゃないかって、ローラナ、ずっと思ってたもの！　だからいやだったの。ガリオンへいかもいきなりいなくなっちゃった。いつか、いっしょにずっといてくれる魔王が現れるから、って言って、わたしを眠ねむりにつかせてしまったもの。もういや。ガリオンさまも噓をついていた。ひとりにされるのはいや！　それなら、ずっと眠っていたほうがいいもの！』

　だから、ローラナはレイナーのデススペルに抵てい抗こうできずに真っ先に眠らされていたのだろう。アウルは困ってしまった。ずっと、彼女たちを拒きよ絶ぜつしていたのは確かだし、いまだって、彼女たちが望むままの魔王になれる自信はなかった。

　しかし、それでも……。

『ローラナ』

　声をかけたのはアウルではなかった。ザベルの意識が黒い塊かたまりとなってすぐ近くを漂ただよっていた。同じく、リュカール、レギオン、そしてゼナ。いずれもそれぞれの色を放つ光の塊となっている。

　ゼナは、ダイアンを見上げていたとき、目に宿していたものと同じ光を放っていた。

　どんな会話が交かわされたのだろう。アウルにはわからない。

　だが、ローラナはすっくと立ち上がっていた。震える眼まな差ざしでアウルを見つめていた。

『怒おこらない……？』

　とローラナは言った。

『勝手におねむしちゃって……怒らない？　魔王さま──』

「怒らないよ」アウルは笑った。「みんながぼくを怒らないならね、もちろん」

　ローラナはくしゃくしゃに顔を歪ゆがめて、アウルに跳とびついた。ずっとそうしたかったのだ。ゼナの光が不ふ機き嫌げんそうな色を帯びたが、ローラナは構わなかった。柔やわらかな髪かみが、翡翠色の光こう沢たくを放ってざわざわと揺ゆれる。その髪をアウルは撫なでた。

　あたたかな世界から離れていく寸前、彼は見た。

　暗い地の底から、色とりどりの光が舞まい上がっていくのを。

　それは逆しまに降る雪のように、ちらちらと輝かがやきながら城を中心に散っていく。

　レイナーが封ふうじこめたデススペルの輝きだった。

　元の場所に戻っていくそれらへ、笑顔で手を振っていたアウルの耳に、ローラナの最後のつぶやきが聞こえた。

　ありがと……アウルさま。
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　丘おかの上に吹ふき渡わたる風は、夏の匂においを運んでいた。

　学校もあと一週間で学年の終わりを迎むかえ、長い夏の休きゆう暇かに入る。

「そうか。こっちもあと一週間で帰き還かんする。教会側がごたついていてな。いの一番に話を聞きたそうだったのに、後あと釜がまの司祭をなかなか遣よこしてこないんだ」

　シーラは薄うすく微笑ほほえんだ。黒い軍服が、木こ漏もれ日で斑まだら模様に染められている。隣となりに並ぶアウルはまぶしさに目を細めるようにして、そんな彼女の横顔を見ていた。

「何かついているか？」

「えッ、いや……」アウルはいったん口ごもったあと、「その、いつも怒ってるふうな顔ばっかり見てたから」

「そっちがお似合いだとでもいうのか」

　言いながら、早くもシーラは不機嫌な顔になる。アウルがおたおたしていると、ぷっとシーラは噴ふき出した。

「冗じよう談だんだ。……言われてみれば、確かにな。でも、最初、わたしはきみを見て笑ったんだよ。あんな子がテロリストなわけはないってな」

「えっ？　だって、最初に会ったとき、いきなり銃じゆうを向けてきたじゃないですか」

「最初はライリー家できみを見ていたんだ。……ああ、ゲイル・ライリーといえば、さすがにいろいろ気き兼がねする部分もあるようだな」

　丘の上から、シーラは森を挟はさんだ向こう──魔ま王おう城を指差した。城の復旧作業が急ピッチで進められている最中だ。魔王は斃たおされ、その魔王と協力していたらしい何者かが、パリス軍に捕とらえられた魔法使いを何らかの目的で利用していた──という噂うわさは、電でん撃げきのようにノール市内を駆かけ巡めぐっていた。

　パリス本国は、噂に名高いアルベルト公こう爵しやくを筆頭とする外交団を派は遣けんし、今回の件については知らぬ存ぜぬをザーロフに訴うつたえた。おそらく魔法使いを乗せた犯人護送車がその何者かに襲おそわれたのだろう、という、非常に苦しい言い訳をする羽目になりはしたものの、いま現在、パリスと事を荒あら立だてるつもりはないザーロフは、とりあえずはそれで承しよう諾だくし、後々の外交の切り札のひとつとして懐ふところに収めるつもりでいるらしい。事件の中ちゆう枢すうを担になったと思われる、ザイン司祭やギプロ隊長が揃そろって行方不明になっているのも、両国にとってむしろ都合がよかった。

　ただひとり気苦労を背負いこまされる形となったゲイル・ライリーは、とりあえずは魔王城の復旧作業を行って魔法使いたちのご機嫌を伺うかがいつつ、市民のデモ団体の前へ姿を見せ、パリスと教会に強権を許したことなどについて、公式の謝罪を行っている。

「サイレンは剝はく製せいにして魔王城の地下に飾かざるつもりらしいです」

「何だと」シーラは鼻の頭にしわを寄せた。「……いや、ひょっとしたらパリス本国も欲しがるかもしれないな。英えい雄ゆうの歴史物語を語り継つぐのに必要だとかで。あとで取り合いにならなければいいが」

　城の復旧作業の際、いままで未発見だった魔王城の地下から黄金竜りゆうサイレンの死し骸がいを引き上げたのだが、そのとき、ひとりの男の死体も発見されている。

　ひょっとしてこれが魔王か、と一時ノールのみならず周辺諸国を騒さわがせはしたが、詳しよう細さいは不明だ。シーラが検分したところ、間違いなくそれはレイナー・レイバックだったらしいのだが、なぜか身につけていたものは何もない、丸裸の状態だったという。

「そんなことになれば、ゲイル・ライリーはまた背負いこむ苦労をひとつ増やすことになるな」シーラはまたくすりと笑った。「もちろん、あの男が今回の件に深く絡からんでいた……などとはわたしも思っていない。ただの事なかれ主義者だ。教会もさぞ利用しがいがあったろうな」

　その魔王城だが、今回の件で観光名所としての輝かがやきを取り戻もどしたらしく、近きん隣りんの村や町から訪おとずれる旅行者の数が爆ばく発はつ的に増えている。この機を逃のがしてはならじ、とノールの観光局は領主に直じき訴そして、復旧作業を行いつつも、その一部を早めに観光地として開放させていた。

　この地で語り継がれる伝説がもうひとつ増えたのだ。

　五〇〇年ぶりに復活した魔王が、強力な魔法を操あやつってふたたびノール一帯を支配しようとしたとき、女じよ傑けつファリスの血を引いた航空機士シーラが現れ、これを討うち滅ほろぼした……。

「結局、すべてあの司祭の思うがままの結果となってしまったな」

　笑え顔がおを引っこめ、シーラは苦い果実を奥歯で嚙かみしめたような表情になった。

「でも、そのおかげで市民の反パリス感情も最低限に抑おさえられていると思います。あのまま真実が広まっていたら、ノールもいよいよ収まりがつかなくなって、それこそ戦争になっていたんじゃないでしょうか。パリス側だって、もし真実をそのまま公表されでもしたら、『でっち上げだ』と叫さけぶしかないだろうから、お互たがいに矛ほこの収めどころを見失っていたと思う」

「ああ。もちろん、そんなことは望んじゃいないさ。だが……わたしは、いまだにわからない。あれは、果たして、誰だれの描えがいた野望だったのか。パリス？　教会？　その中にある一部の勢力？　どれであれ、必ず突つき止めてみせる。このまま死んだザインの思おも惑わくどおりにさせてなどやるものか。どうせ歯の浮うくような英雄の役を背負わされたんだ、最大限に利用してやる」

　ぱしんと拳こぶしを片方の掌てのひらにぶつけてシーラは意気ごんだ。それをアウルは心配げに見やって、

「あの……どうか慎しん重ちように。あまり事を急ぎすぎると、シーラさんの身だって危険だから」

「おまえまでそんなことを言うのか」シーラは横目で少年をにらんだ。「いったい、わたしがどう見えているんだ」

「何だか、すぐさま教会本部に怒ど鳴なりこんでいきそうで。拳けん銃じゆうだって振ふり回しかねない」

「誰が！」

「頼たのむから、何もかも知ってる、って顔をしないで。むしろ相手にとって都合のいい英雄を振る舞まったほうがいい。わたしは魔王を斃したヒロインだ、くらいに胸を張って。そうすれば、今回のことを仕組んだ犯人はもう少しは利用しがいがありそうだ、と思ってくれますよ。考えが足りないあの娘むすめは、きっとまた思うがままに動いてくれるだろう──っぎゃ」

　シーラに足を踏ふみつけられて、アウルは跳とびはねた。涙なみだ目めになりながら、

「ぼ、ぼくの考えじゃなくて。そう思うだろう……ってことですよ。人形の振りをしていれば、それだけ情報も集めやすくなるだろうし」

「わかってる」腕うで組ぐみしてシーラは憤ふん然ぜんと言った。「おまえに言われるといっそう腹が立つだけだ」

　それから、少し情けなさそうな顔になって、

「まあ、おまえやティギーたちに言われるのも仕方ないな。ちょっと前のわたしなら、確かに言われるようなことをしたかもしれない。考えが足りず、空を飛ぶことしか興味のない小娘シーラ・アランス。ちょっとばかり大昔の英雄の血を引いてるのが運の尽つき。妙みようなことに利用されちまってさ」

　やや伝でん法ぽうな口の利きき方をして、シーラはアウルを大いに驚おどろかせた。無論、それだけではない。誰かの台詞せりふに似ている、とそのときアウルは思っていたのだ。

「……わかったよ。慎重にやってみる。いま以上にもっと馬ば鹿かの振りをしてやるさ。それでいいんだろ」

「振りをしなくたって、実は……」

「言うな！」

　もう一度足を振り上げる真似まねをして、アウルも逃にげる真似をした。やや間があって、二人とも少し驚いた顔を見せ合い、それから、どちらもくすぐったそうな笑顔になった。

「何だか、最初に想像していたのとおまえの性格は違ちがうみたいだな」

　どこかしみじみとシーラは言った。ユーモアのセンスが同じなのは親友の条件のひとつだ。

「本当。ひょっとして、時間さえあれば」

「ああ。だけど、魔王とお姫ひめさまだぞ。大体、魔王ってのはお姫さまをさらうもんだ」

「この場合、性格が逆転してるから……」

「うるさいな。わたしだって、最初からこんなんだったんじゃない。昔は、あのお嬢じようさんみたいにフリルつきのドレスがよく似合う女の子だったんだ」

　アウルは一いつ瞬しゆん、からかいたそうな顔つきになったが、シーラの目がふと寂さびしそうなのに気づいて口をつぐんだ。

「現在のパリス国王は、男の世よ継つぎに恵めぐまれなかった。わたしの義兄に当たるリドル王子は名門シャンティ家からの養子だからな。ずっと男の子を欲しがっていたようだ」

「…………」

「わたしの母親は王宮づきの女中だった。そのとき陛下に見み初そめられて関係を持つに至ったが、お腹なかに子供を抱かかえたまま、そのことを知らせずに女中を辞やめたらしい。そのとき、陛下は王おう妃ひさまとの関係がこじれている真っ最中だったようだからな。愛する人に余計な心労をかけたくなかったのだろう。それから月日が流れ、王妃さまが病気で亡なくなられたあと、わたしはいよいよ名乗りをあげることを母上に許された。が、どこでどう話がおかしくなったのか、父王はわたしが男の子だと誤解していたらしい。最初にお会いしたとき、わたしはドレスを着て教えられたとおりに丁てい寧ねいな挨あい拶さつをしたよ」

　シーラは、ドレスの裾すそをつまんで身体からだを傾かたむける仕草をした。

「陛下は、『ああ、そうか……うん、母上に似て愛らしい娘だ』などと、わたしの顔もろくに見ずに言われた。子供心にもわかるさ。陛下が心の底ではひどくがっかりしていることなど。わたしは女の子ではいけなかったんだ、と思った。だから、男以上に男になろうと思った。子供っぽい思いこみだ。陛下が男の子を欲しがっている本当の理由など知らない頃ころだから、仕方ない。ただ、男になりきってしまえば、今度こそ陛下は喜んでくださるだろう──と、そう思ったのさ」

　魔ま王おう城の前、ちらほらと観光客の姿が見られる。ツアーでは写真撮さつ影えいのサービスもやっていて、いまも『魔王が壊こわしたトレーラー』前で記念撮影が行われていた。

「こんな話をするとは思わなかったよ」

　自分でも意外そうにシーラは言った。それから、腕にはめた時計を見やって、

「もうそろそろ時間じゃなかったか？」

「え？──あっ！」

　時計を見せてもらったアウルは驚いて、急にあたふたとしはじめた。シーラはにっこり笑って、

「急げよ。女の子を待たすもんじゃない。どこでデートだって？」

「ええと。あの……魔王城」

　アウルが言いにくそうに答えると、シーラは、よりによって、という顔をした。

　それから二人はどちらからともなく手を差し出し、握手する。

「じゃあな。またどこかで……縁えんがあったら」

「ええ！　シーラさんも、くれぐれも気をつけて」

「わかってる！」

　大声になったのはアウルがすでに立ち去ろうとしていたからだ。相当にあわてた様子で駆かけ去っていくアウルの背中を見送りながら、シーラはまだ微笑ほほえんでいた。

「縁があったら……か」

　木々の緑が陽光を水すい滴てきのように弾はじくその下、シーラはつぶやいた。おそらくもう二度と会うことはあるまい。彼は彼で、わたしはわたしで、それぞれ別々の道をいきながら、しかし根っこのところでは同じ戦いをはじめるのだ。そう、二人は誓ちかい合っていた。

　どこかで後ろ髪がみを引かれる思いを感じつつ、シーラは丘おかを下っていく。

　無論、彼女は知らない。この後に待ち受ける運命を。魔王アウルを討とう伐ばつするべく、遠えん征せい軍の指揮官を務めることになるなどと、誰だれも、知るはずがなかった。




　危うく約束の時間に遅おくれるところだったアウルは、もちろんこっぴどく叱しかられた。

　が、これももちろん、そのあとで過ごす時間はアウルにとって素す晴ばらしいものだった。

　博物館仕立ての場所を巡めぐりながら、二人で取り留めもないことをおしゃべりした。ノールの新しん鋭えい画家たちが、今回起こった一連の騒さわぎでもたらされた情報をもとに、想像で描えがいた魔将たちの絵が飾かざられている場所では、「あれが違う、これが違う」と二人して言い合った。中庭では、パラソルの下、ソフトクリームを食べた。ダイアンはストロベリー味にするか、チョコレート味にするかで悩なやんでいたふうだったので、「どっちも買ったら？」とアウルは言ったのだが、なぜかダイアンはむっとしてしまった。「わたし最近、少し太ってきたの知ってて言ってるの？」女の子の目方というものは、どうも男の子とは違ちがう次元の測り方をするらしい、とアウルは学んだ。
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　二階のダンスホールには、たくさんの写真が壁かべ沿いに並べられてあった。〝精せい霊れいの戯たわむれ〟事件で撮とられた異常な光景がほとんどだったが、精霊そのものは写真には写らないものだそうで、車やマンホールが何もないのに宙を舞まっていたり、きっちり半分だけ丸まる焦こげになっている家など、それはそれで奇き妙みような芸術じみた写真になっている。中には魔法使いのデモを写した写真もあったり──「いやだ、アウル！　この先頭で小さく写ってるの、あたしだわ！」──、戦せん闘とう機が精霊増ぞう幅ふく器に挑いどみかかるまさにその瞬しゆん間かんを写したスリリングなものもあった。

　デートの間、ダイアンはアウルに何も訊きこうとしなかった。本当はたくさん訊きたいことがあるはずなのに、あえて今日は忘れることにしたらしい。突つっこんだ話になりかけるとダイアンは自分からその話題を逸そらした。ただ一度、「魔王さまは本当に死んだの？」と、すれ違いざまに小さな子供が母親の手を引きながら残念そうに言ったとき、

「そうね。死んだのは、みんなに迷めい惑わくをかける噓うその魔王さまじゃないかしら」

　と、アウルに話しかける振ふりをして大声で言った。そのとき奇妙に目もとが優やさしかったのでアウルはどきりとした。見とれるあまりに、前から歩いてきていた大男に危うくぶつかりそうになり、怒ど鳴なられた。

　三階では魔法使いたちのショーが行われていた。シルクハットをかぶった初老の魔法使いがおどけた手品を使う。子供たちに大人気だった。その隣となりでハーモニカを吹ふく、黒い巻き毛のピエロも活かつ躍やくしていた。ダイアンが「べえ」と彼に舌を出した。魔王に操られていたというシーラの証言で牢ろう獄ごくから出された彼だが──無論、魔王に利用されていたその経けい緯いを都合よく解かい釈しやくさせたのだ──剣けんを突きつけられた恨うらみを忘れられるはずもない。

　それから最上階に入っているお店を順番に眺ながめて──魔将のぬいぐるみを売っていたおじさんは、「レギオンのだけ売れねえ」とこぼしていた──最後に、現在はまだ立ち入り禁止区域になっている地下の階段のすぐ近くにまでいった。

　バリケードが設けられていて、その向こうで作業服を着た数名の男たちが忙いそがしそうに働いているのが見える。玉座の間がある場所だ。が、彼らはもちろん知らない。その玉座にかつて飾られていた、魔王のエンブレムを描いたレリーフがすでに別の何者かの手によって取り払はらわれていることなど。それだけは人の目にさらすわけにはいかなかったのだ。

「何だか」とダイアンは言った。「別の場所になっちゃうみたいね」

「うん──」

　二人は肩かたを並べてしばし階段の向こうを見ていた。ダイアンの手にはザベルのぬいぐるみが抱だかれている。アウルがなけなしの小こ銭ぜにを支し払はらって買ったプレゼントだ。もっともザベル本人が見たなら「何だ、この気色の悪い生き物は」とでも言いそうなくらい可愛かわいくディフォルメされすぎている代しろ物ものなのだが、ダイアンはお気に入りのようだった。

「わたしね、もっともっと勉強したいの」

　入り口に戻もどる途中、彼女はそんなことを口にした。

「いままでは何も知らない、って顔をするのがかっこいいと思ってたけど。でも、領主の娘だから、っていうのとは別に、ノールのひとりの住民として、魔ま法ほうや、教会、それに魔王の歴史なんかについて、もっと知りたいのよ」

「うん」

　アウルは力強く頷うなずいた。彼の好きな女の子はまた、まぶしいほどの輝かがやきを取り戻していた。




「今日はありがとう。楽しかったわ」

　ダイアンがそう言う頃ころには、外は真っ赤な夕日に包まれていた。涼すずしい風にそよぐダイアンの髪かみも、いつも以上に赤々と染められている。近くで休きゆう憩けい中らしい軍人たちが飲み物を手に雑談を交かわしていた。テロを警けい戒かいして、城の周囲をノール軍が固めているのだ。

「ううん。ぼくのほうこそ……ありがとう」アウルははにかんだ。「誘さそったとき、まさかオーケーしてくれるとは思わなかったから」

「どうして？」

「ん？　うーん……」

　アウルは返事に困ってしまった。彼にとってはともかく、ダイアンにとっては今日のデートはあまり大事件ではないのかもしれない。もっとも、教室の中でデートに誘ったとき、ダイアンが「いいわよ」というのを耳にして跳び上がったルークやスタンの顔はなかなかに見み物ものだった。まだまだルークとダイアンの距きよ離りには近づけないだろうけど、でもぼくとダイアンに限って言うならば、確実にその距離は縮まったのだ。ひょっとして、明日にはもっと……と思わないでもない。その明日が本当にあるならば。

「変なアウル。ふふっ、じゃあ、また明日ね」

　ダイアンはアウルに手を振った。「あ、う、うん」とあわててアウルも手を振ると、

「夏の休きゆう暇か、予定があったら教えてね。また遊びにいこ。バイバイ！」

　と、言い残してダイアンは去っていった。同じく魔王城を見物に来ていたらしい、同じ年頃の男の子たちが恨みがましい目をアウルに向けてくる。少しだけ優ゆう越えつ感に浸ひたりながら、しかし、アウルは、

「また明日……夏の休暇……」

　どこか寂さびしそうにつぶやいていた。「また明日」に「うん」と答えたのが、アウルが彼女につく最後の噓だった。

「バイバイ、ダイアン」

　小さく手を振って、真っ赤な色に染め上げられた世界をアウルは歩きはじめた。

　おそらく──、

　魔王を斃たおしたと教会がでかい声で喧けん伝でんできるのも数日が限度だ。

　なぜなら、数日後、ノールから遠く離はなれた場所で魔将たちの姿が目もく撃げきされるだろうからだ。魔王を斃したと声を張り上げていた教会連合は威い信しんを失い、また、ノールへ軍を駐ちゆう屯とんさせる意味合いをも同時に失う。代わりに、目撃情報をもとに魔王を追うための軍を差し向けることになるはずだ。

　それ以降、どうなるかはわからない。

　テロを無む闇やみに活性化させたくもないが、しかしもう、アウルに素知らぬ顔はできなかった。だから歩きつづける。自らがいく、先の見えない道の上をひたすらに。

　ただ──もう、アウルはひとりではなかった。

　それがノールで得られた彼のすべてだった。

　ふたたび向かう丘おかの上、黒いローブに包まれた老人が苛いら々いらと足を踏ふみ鳴らしているのが見えた。

　こちらもこちらで約束時間に遅おくれてしまったらしい。

　アウルは少しだけ足を速めた。







　あとがき







「てのひらのエネミー」も無事、二巻目の発行と相成りました。

　誰だれよりも喜んでいるのは多分、作者自身です。とりあえず拍はく手しゆ。ぱちぱちぱちぱち。

　前回、一冊だけでは語りきれなかった「ノール編」の後半部分をここにお届けします。

　図はからずも「魔ま王おう」の遺産を受け継つぐこととなった、少年アウルの冒ぼう険けんと戦いを、ぜひお楽しみください。

　それでは。




　……で終わってもいいのですが、編集さんが「もっと書け」と怒おこるので、もうちょっとだけつづけることにします。




「てのひらのエネミー」がいまの形になるにはいろいろと紆う余よ曲折がありました。

「少年」「魔王」「教会」「王女」「テロ」というキーワードだけは常に同じで、あとはもう十以上のパターンがあったのです。

　キャラクター、世界観、ストーリー。どれもこれも、編集さんとの話し合いを経るたびに二転、三転していきました。何といっても、この物語、一番はじめの段階ではスペース・オペラになるはずだったのですから、その変へん貌ぼうぶりが理解していただけると思います。

　いまのような時代設定が確立されてからもなお、頭の中では複数のストーリーラインが存在しており、取捨選せん択たくに悩なやみ、迷う日々がつづきました。

　参考までに、そのとき頭にあった別のストーリーラインをここに載のせておきます。もうひとつの「てのひらのエネミー」とでもいうべき話で、作者個人としては気に入っていたのですが、いま以上に複雑で長くなりそう──ということで、現在あるような形に落ち着いたわけです。




タイトル‥「エネミー・オブ・ザ・ワールド（仮題）」

背景‥第１～２次世界大戦ほどの文明レベル。機学（科学）技術は教会が独どく占せん。魔王時代と逆に、彼らが機学の力をもとに圧政を敷しいている。現在、魔ま法ほう使つかいたちをまとめ上げた偽にせの魔王が反乱軍となって戦いを起こしている。

ストーリー‥魔法使いにして、陸軍士官だったアウルは、前線基地で王女シルヴィに呼び出される。魔法使いであるその正体がばれていたのだ。縛しばり首か、と怯おびえていたアウルに、シルヴィは意外な申し出をする。「裏切り者」になれと言われたのだ。自分を捕ほ虜りよとして捕つかまえ、魔王城へ寝ね返がえれと。

　魔王城が人ひと質じちに取っている町の人間を救い出すため、自らが乗りこむつもりらしい。

　どうやら、そこに彼女の母親もいるらしいのだが……。

　アウルは魔王城へ赴おもむき、王女を地下牢ろうへと連れて行く。王女は地下牢で母と再会、助け出そうとするも、魔王の部下によって正体を見み抜ぬかれ、魔王の前へと連行される。

　魔王は彼女に提案を持ちかける。

　街の人々を半分彼女に返す。我々は教会とこれ以上戦いを長引かせるつもりはなく、安全さえ保障してもらえれば、残り半分も返そうと。もちろん、その残り半分には王女の母親の姿もある。王女は母を助けるためにも必死で交こう渉しようをせねばならない。

「さすがは魔王だわ。利用するつもりが、利用されるとはね」

　憎にく々にくしい思いで吐はき捨てるシルヴィ。

　アウルとシルヴィは複座型の戦せん闘とう機を与あたえられ、それで帰き還かんすることに。

　シルヴィは異い端たん審しん問もん局軍司令官デスタンに魔王側の意向を伝えるが、彼は首を縦に振ふらない。

「邪じや悪あくを滅めつするためには幾いく人にんかの殉じゆん教きよう者しやも時には必要だ」

　教会への不信をいっそう募つのらせたシルヴィは、魔王との連れん絡らく係にアウルを使い、魔王軍と協力して人質救出のために動き出す。

　戦いの最さ中なか魔王は倒たおれ、アウルはこのことを教会に知られないようにするため、自ら魔王として立ち上がることを決意。それぞれの場でそれぞれの戦いを開始すべく、シルヴィと別れを告げる……。




　……というようなもの。

　全然違ちがう話のようでいながら、よく見ると、いまと共通する部分もかなり多いようです。

　そういうわけで、執しつ筆ぴつ以前にはいろいろ苦労も多かったこの物語ですが、おかげで熟成されるものもあったのか、いざ書き出してみると、キャラクターたちがごく自然に動き出してくれたのが嬉うれしかった記き憶おくがあります。

　アウルたちの冒険が、なおもつづいてくれることを祈いのりつつ──。いったん、ここで筆を置くことにしましょう。
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